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０・過去あればこそ








「紗さ綾あや、愛してる……っ、紗綾……」

　野の中なかは向かい合った体勢で紗綾を膝に乗せて腰を揺らす。

　この体勢でされると自重で奥まで届きやすく、またいつもとは違う『イイところ』を刺激されるのだが、いかんせん気持ち良すぎてどうしようもなくなってしまう。

　蜜洞を穿たれながら、揺れる胸を揉みしだかれる。

　赤くしこった乳嘴をつまんで捏ねられると、身体の芯が痺れるほど気持ちよくて喉を反らせる。

「中が締まった。紗綾これ好きだよね」

「あっ。はぁん……っ、好き、一かず慶たかさん……っ」

　自分の声がいつもからは考えられないほど甘く蕩けているのを恥ずかしいと思わなくなったのは、最近のことだ。

　恋愛沙汰に縁のなかった紗綾が誰かからの好意を受け止めることができるようになったのは、野中のおかげだった。

（……でも、恋愛に希望を持てなくなりそうだったのも一慶さんのせいなんだけどね）

　野中の首に腕を回して唇を重ねて舌を絡めると、また新しい快感がぞくぞくと這い上がってくる。

　紗綾は自らも腰を揺らしながら少しつらく、でもとても幸せな過去に思いを馳せた。







１・ロストバージン失敗女








　三み上かみ紗綾は今夜に懸けていた。

　はっきりとした目元とまっすぐな髪できつい性格だと思われがちな紗綾は、この日のために友人に頼んでゆるふわ女子に見えるようコーディネートしてもらった。

　甘いデザインのワンピースにカーディガンを身につけ、姿見の前に立つ。

　普段は着ないテイストの服と髪を緩く巻いたヘアスタイルのため、鏡に映る自分が自分ではないようで、気持ちまでフワフワしてきた。

　今日こそ祖父の言いつけを破って、『不純異性交遊』をするのだと意気込んでこぶしを握る紗綾は今年二十歳になった。

　二十歳ともなれば初体験を済ませている友達も多い。

　早い遅いの問題ではないことは紗綾も理解しているが、紗綾には他の子と違う事情があった。

　中学に上がったころから、祖父に『男女交際の禁止』と『不純異性交遊は厳禁』を言いつけられていたのだ。

　不純異性交遊はともかく、男女交際まで禁止とは時代錯誤も甚だしい。

　高校生になった紗綾は祖父に抗議したが、駄目だと言われてしまえばそれ以上強くは言えなかった。

　幼い頃のトラウマのせいで、祖父が神経を高ぶらせると身が竦んでしまうのだ。

　素直に言いつけを守ったつもりはなかったが、紗綾はずっと好きな人ができなかった。

　幼馴染や仲のいい男友達はいたが、それ以上の仲になることを避けていた面もある。

　だが、大学に入ると世界が一変した。

　今までのがんじがらめだった自分を誰も知らない世界に行きたくて、紗綾は猛勉強の末デザインを学ぶため美術系の大学に進学した。

　課題が多くて目の回るような日々の中、紗綾は友人を介して知り合った二年先輩の野中一慶ことが気になって仕方がなくなったのだ。

　野中は気さくな人物で、親しい人間からは『いっけい』と呼ばれるが、実は日本美術界で知らないものはいない野中家の出身だ。

　一族のほとんどが美術関係者で、書画や彫刻などのトップランナーといわれているが、一慶自身は偉ぶるところもなく物腰が柔らかで、普段は一般の学生と変わらない。

　しかしいざ作品を作るときには優しげな視線が鋭く尖り、鬼気迫る。

　そのギャップに心臓を掴まれてしまったのだ。

　今夜は紗綾を含む学年の垣根を超えた親しい友人たちとの飲み会で、野中も来る予定になっている。

　紗綾は野中に告白して、酒の勢いでそのまま、男女の関係になってしまおうとざっくりとした計画を立てていた。

　紗綾自身野中から後輩として特に可愛がられていると肌で感じることもあったため、うまくいく公算は大きいと踏んでいた。

　彼に特定の彼女がいないことも調べがついていたし、友人の分析によれば、野中の紗綾への態度もまんざらではないらしい。

（今夜、いっけい先輩と飲み会を抜けてホテルへ……うわあ、どうしよう緊張してきた……！）

　紗綾は武者震いが抑えられず自身を抱きしめるとその場で強く足踏みをする。

「う～～、……よしっ！」

　『ヤるぞ！』とこぶしを突き上げると雄々しく歩き出した。




　一次会が終わり、二件目に移動しようかというタイミングで紗綾は野中に話しかける。

「いっけい先輩、二次会行きます？」

　景気付けに慣れない酒を飲んでいた紗綾は、ふらつく足元を隠して野中を見上げた。

「うん？　そのつもりだけど紗綾ちゃんお家のほうは大丈夫？　結構遅い時間だからご家族心配してるんじゃない？」

　野中の落ち着いた声音で『紗綾ちゃん』と呼ばれると、ほろ酔いの紗綾は肌を撫でられたようにぞわぞわと不思議な感覚に陥ってしまう。

　少し長めの前髪から覗く瞳は垂れ目気味で優しそうだが、人に流されない強い意思が宿っている。

　通った鼻筋の下の薄い唇はいつも柔らかに微笑みを湛えていた。

　野中から微笑まれるとほんわかした気持ちになる紗綾だったが、優しいだけではなく、意外とがっしりした身体をしていることも知っている。

　美術系の学生は軟弱と思われがちだが、思いのほか力仕事が多いのだ。

「行こうと思ってたけど……ち、ちょっと酔っちゃったかな、って」

　もじもじと身を捩り、足元を見る。

　飲んだ酒量はそんなに多くないはずなのに、何度もシミュレーションしたはずの言葉が出てこなくて紗綾は言葉を濁す。

　緊張のあまりアルコールが早く回ったのかもしれない。

　野中の前だと、いつもの活発な自分がまるで借りてきた猫のようになってしまうのが恥ずかしかった。

　もっといつものようにサバサバとした態度でいたいのに、それができなくてもどかしい。

「大丈夫？　送っていこうか？」

　野中が心配そうに紗綾の頭を撫でる。

　その瞬間身体中に電気が走ったような気がして、紗綾はビクリと身体を震わせた。

「……紗綾ちゃん？」

「い、いっけい先輩……」

　視線を上げた紗綾は、なぜか自分が泣きそうになっていることに気付いていた。

　どうしてだかこれまでの野中との思い出が、胸いっぱいに溢れそうになってしまったのだ。

「……そんな目で男を見ちゃだめだよ」

　野中が困ったように眉を寄せて、紗綾の頭から手を離すと視線を逸らす。

「なんで、ですか？」

　野中が離れていってしまいそうで、紗綾は必死に追い縋る。

　今自分は動揺しているが、それでもここで野中を離してしまっては駄目なことはわかった。

「帰したくなくなっちゃうから」

「……っ！」

　野中の声が掠れ、さらに低くなった。

　優しい野中の『男』の部分を感じて、心臓が止まりそうなほど驚く。

（それって先輩も……）

　紗綾に『女』を感じているからではないのか。

　経験が無いながらそう直感した紗綾は、震える手を伸ばし野中のジャケットの裾を引いた。

「今日は飲み会のあと、友達の家に泊まるって言ってあるので」

　もっと気の利いた誘い文句も考えていたのに、咄嗟に出てきたのはなんの捻りもない言葉だった。

　紗綾はこんなはずではないのに、と情けなくなり項垂れたが、不意に腕を引かれて顔を上げた。

　野中は困ったように眉を下げながらも、どこか嬉しそうに頬を緩める。

「家族に嘘つくなんて、悪い子。……おーい、俺、紗綾ちゃんを送っていくから」

「おー！　気ぃつけてなー」

　二次会に行く友人に、野中はそう声を掛けて紗綾の手を引く。

「行こう」

「あ、は……はい」

　迷いのない野中の足取りに、紗綾は自分の決意は届かなかったと知る。

　なにも無いまま家に送り届けられてしまうと察知した紗綾の勇気は、急速にしぼんでしまう。

　だが向かっているのが駅とは逆方向だと気付き、再び胸が高鳴るのを感じた。

「いっけい先輩……」

　期待がこもる紗綾の声に振り向かず、野中は歩みを進める。

「自分の言ったことの責任、とらないとね」

　このときの紗綾は人生の絶頂に立っていたと言ってもいい。

　これからのめくるめくような甘く爛れた夜に思いを馳せ、地に足がついていなかった。

　紗綾は野中に手を引かれて俯いたままホテルに入る。

　今からいやらしいことをするのだと周囲に知られているような気がして、とてもではないが顔を上げることができなかったのだ。

　だから紗綾は靴音がしないように毛足の長いじゅうたんが敷かれた廊下も、誰とも会わずに目的の部屋まで上がることができるエレベーターの意味も知らずにただ、己の心臓の高鳴りが野中に聞こえてしまわないかだけを心配していた。

「大丈夫？」

「あ、は……はい」

　背後で重い金属音がして、廊下と部屋を隔てる扉が閉まった。ホテルの部屋が共用スペースから切り離され、野中と自分だけの空間になったことを実感して身を竦ませていた紗綾は再び野中に手を引かれて歩き始める。

　恐らくバスとトイレであろう扉の前を通り、大きなベッドが鎮座しているのを目にしたとき、思わず喉が鳴った。

（は、……早まったかな？　心の準備が全然できてない……っ）

　これからどのように振る舞えばいいのかわからずに、棒立ちになる紗綾の耳にくつくつと堪えきれない笑い声が聞こえた。

「紗綾ちゃん、そんな急に取って食いはしないから」

「え」

　野中の言葉に手を出してくれないのか、と思った紗綾は悲壮な表情で顔を上げる。

　目が合った野中は意表を突かれたように瞠目して、大きく息を吐いた。

「……もう、本当紗綾ちゃん自重して？」

「え？　え??」

　ベッドの端に座るように促された紗綾は、野中の言っていることがわからずに眉を下げる。

「わたし、なにかしてしまいました？」

　慣れていないために無作法をしたのかと焦る紗綾の手を握り、野中は首を振る。

「可愛いが過ぎる。あまり煽らないで」

　そう言うと野中は紗綾の手を掬い上げ、その指先に口付けを落とす。

「俺は紗綾ちゃんとこういう行為の、……もっと先までするつもりでここに連れてきたけど、紗綾ちゃんがそういうつもりじゃなかったならそう言って」

　指先から手の甲、そして手首。

　野中の唇を押し付けられるたびに、心臓が飛び出そうになる。

　紗綾は初めてじっくりと見る、野中のまつげの長さに見惚れながら口を開く。

「そ、そういうつもりでいっけい先輩に声を掛けたし、そういうつもりでついてきました。今のところ、計画通りです……っ」

　思い通りにならないのは自分の心臓くらいです、と呟くと野中は再び笑みをこぼす。

「はは、紗綾ちゃんは本当にざっくばらんで素直だよね。そういうとこ、好き」

　好き、という言葉に反応して野中を見た紗綾は後悔した。

　野中の柔らかな視線が、がらりと変わったのを見てしまったのだ。

（いっけい先輩が、作品に集中しているときの顔……っ）

　紗綾は恋に落ちた野中のギャップに、またキュンと胸が締め付けられる。

　気が付くと紗綾は口を開いていた。

「わたしも……、いっけい先輩のこと、好きです」

　野中の好きと自分のそれは、恐らくぴったりと重なるものではないだろう。

　紗綾はこれまで、野中から自分に向けたそういう熱量を感じたことがない。

　いわゆる『ラブ』と『ライク』の差である。

　彼から感じるのは、いつでも後輩や弱い者に対する思いやりの範疇を越えないものだ。

　だがそれでもよかった。

　今、野中を独り占めしているのが自分であるという事実が紗綾を満たしている。

　紗綾はそう思いながらだんだんと近付いてくる野中を意識し、ゆっくりと瞼を閉じた。

　異性と付き合ったことがなく恋愛初心者である紗綾は、この先どう振舞ったらいいか不安でいっぱいだったが、野中との口付けは不安を全て吹き飛ばしてしまった。

　まるで答えを知っているように、紗綾は自然に野中を受け入れた。

「ん、……ふ、ぅん……っ」

　唇を舌で舐められて薄く口を開くと、そこから野中の舌が入り込んできた。

　口内をくまなく舐られると身体にゾクゾクとした震えが走り、力が抜ける。

「……っは、いっけい、先輩……っ」

「きょうの紗綾ちゃん、やたらかわいいと思ってたけど……もしかして俺のため？」

　気合を入れてきたことがバレていたことにカッと顔が熱くなる。

　気が付けばこの日のためにコーディネートしたワンピースは脱がされ、既に下着姿になっていた。

　服のイメージを損なわないよう、ゆるふわを感じられる上下揃いのピンクの下着はシフォン生地と繊細なボタニカル柄の刺繍、白いレースで縁どった乙女チックなものだ。

　ショップで買うときは気分が高まっていたため気にならなかったが、いざ野中に見られると酷く恥ずかしい。

「下着もかわいい……」

（あああ、ワンピースってこういうところが……っ）

　あっという間に誰にも見せたことのない姿になってしまった紗綾はどこを隠したらいいのかわからず、混乱して顔を隠す。

　全部を隠せないなら、せめて混乱と動揺と野中への恋情に緩んだ情けない顔を隠してしまいたかった。

「顔、隠さないで。全部見せて……紗綾」

　しかしいつもよりもほんの少し強引な響きのある野中の声は、それを許さない。

　名前を呼ばれて指の隙間からそっと覗くと「かわいい」と言われ手の甲にキスされた。

　甘く低く名を呼ばれ口付けで蕩かされ、いつしか一糸まとわぬ姿になった紗綾は期待に胸を高鳴らせていた。

　その胸を大きな手のひらで覆われゆっくりと揉みしだかれると、自然と声が甘く蕩ける。

　首筋から鎖骨、そして胸の膨らみへと野中の唇が下りてくるのを、紗綾は気を失いそうな幸福感の中でなんとか感知していた。

（は、ああ、あああ……っ！　いっけい先輩……っ！）

　言葉にならないどころか、思考にもならない野中への想いは紗綾の中で出口を求めて荒ぶる。

　胸の頂を擦られ弾かれ声を上げれば、優しく頭を撫でられた。

　感極まって涙がにじむと、それを優しく拭ってキスをしてくれる。

　肌を重ねるのがこんなに素敵なことだったのかと、紗綾は全身で野中を受け止め幸福を感じていた。

　自然な流れで野中の手が紗綾の下腹部を撫でる。

　トロトロに蕩けさせられた秘部を晒すのが急に怖くなった紗綾は、固く目を閉じ脚に力を入れた。

　拒否しているのはない、ちょっと怯んだだけだ。

　そんな紗綾を、野中は優しく包み込む。

　無理に先に進もうとせず、紗綾とくっついているだけでいいのだと啄むように顔にキスを降らせる。

（いっけい先輩……っ）

　野中の深い愛情を浴びた紗綾は、身体を覆っていた見栄や不安が溶けていくのを感じ、野中の首に腕をまわす。

　自ら唇を寄せると野中が嬉しそうに破顔した。

　緊張が解れた紗綾は促されるまま足を開き、長く節くれだった指であわいを解される。

　野中が自身の昂ぶりに薄い皮膜を被せると、いよいよかと紗綾はまぶたを固く閉じた。

　初めては痛いというのは知識として知っていたので、それに耐えるためだ。

（あぁ、とうとういっけい先輩と……！）

　しかしいくら待ってもその瞬間は訪れず、紗綾は瞼を薄く開く。

　被膜越しにあわいに触れている野中の剛直が、紗綾の中に入ってくる気配はない。

「あの……いっけい先輩……？」

「……やっぱりやめよう」

　さっきまでの熱や雄みが消え、野中の声は固く冷えている。

「え、先輩ちょっと……」

　わけがわからなくて身体を起こすと、野中はガウンで紗綾の身体を覆ってベッドから降りた。

「ごめん、目が覚めた。本当にごめん」

　頭を下げた野中はそのまま顔を伏せているため、紗綾からは表情がよく見えない。

　しかし唇を強く引き結び、拳を握る様子から、後悔しているような雰囲気が感じられる。

（なんで？　どうして急に……っ）

　呆気にとられる紗綾に「ちょっと頭を冷やしてくる」と短く言うと、野中はバスルームへ入っていってしまう。

　一人取り残された紗綾は小さく聞こえるシャワーの音を聞きながら、爪が手のひらに食い込むほど強く握りしめた。

（ごめんってどういうこと？　目が覚めたってなに？）

　野中の態度の急変に頭が真っ白になる。

　しかし、自分がいま野中に最悪の形で振られたということは、理解できた。

（いっけい先輩、もしかして酔っていた？　ノリとか勢いでシようと思ったけど、酔いが醒めて正気に戻って、それでできなかったってこと？）

　考えれば考えるだけショックが積み重なる。

　紗綾は火照った自分の身体を見下ろして唇を引き結ぶと、ベッドの下に脱ぎ散らかした服をかき集めて急いで身に着ける。

　ストッキングを履こうとしたときバスルームから音がしたため、履くことを諦めてバッグに丸めて突っ込んで部屋を出た。

　今野中と顔を合わせて冷静に話せる自信が紗綾にはない。

　音がしないように細心の注意を払ってドアを閉める。

　いくら身支度が早い人でもシャワーの後なら五分は掛かるだろう。

　それだけあれば紗綾がホテルを出てタクシーを捕まえることは可能だ。

　来たときは気付かなかったが、凝った内装のエレベーターはピカピカに磨かれていて鏡のように紗綾の姿を映す。

　まるで寝起きのように髪が乱れているのを見て、紗綾は慌てて手櫛で髪を整える。

（恥ずかし……浮かれて、バカみたい）

　夜も深い時間だったがエントランスには人がいたので、紗綾はみっともなく泣いてしまわないように目に力を入れて前を見て歩く。

　ホテル前には宿泊客を乗せてきたのだろうか、タクシーがちょうど一台停車していたため、すぐに乗ることができた。

　自宅の住所を告げると長距離だったのがうれしかったのか、タクシーの運転手は喜色の滲む声で愛想よく返事をすると滑るように車を発車させる。

　窓ガラスに頭をくっつけて流れるネオンを見ていると、不意に景色が滲んだ。

（ほんと、わたしってばひとりよがりでバカなんだから）

　野中の声がグルグルと頭の中で繰り返し再生されている。

　『ごめん』

　『目が覚めた、本当にごめん』

　野中はいったいなにに対して謝っていたのだろうか。

　その気もないのに紗綾とホテルに来たことだろうか。

　それとも酔って正体を無くした自分を恥じてのことだったのか。

（でも、わたしは全然それでもよかった……なんて、嘘。本当はいっけい先輩と両想いでありたかった……！）

　もっと深く知りたいと、自分のことも知ってほしいと思っていた。

　そういう仲になりたいと願っていたのに、それももう叶わない。

　紗綾は喉が痙攣し、嗚咽が漏れるのを我慢しながら静かに涙を流した。







２・望まぬ見合い








　会社の斜め向かいにお気に入りのコーヒーチェーン店が新規オープンしたのは、紗綾にとって今年最大のニュースだ。

　以前は出勤前にわざわざ遠回りして朝の一杯を楽しんでいたため、貴重な時間を節約できる。

　その分なにをするかというと……二度寝である。

　本来であれば朝活なりに充てたらいいのはわかっている。

　しかし、紗綾は惰眠を貪るのが大好きなのだ。

　紗綾は今朝もギリギリまで惰眠を貪り、コーヒーショップに入った。芳しい香りを肺いっぱいに吸い込むと今日も仕事を頑張ろうという気持ちになれる。

「カフェラテ、ホット、砂糖なしで」

「ありがとうございます」

　顔見知りの店員と口角を上げるだけの笑顔を交わしラテを受け取ると、窓際のテーブルに座る。

　二十六歳になった紗綾は、日々の激務に思いを馳せる。

　周囲からも三十代になると体力の衰えがさらに顕著だと脅かされているが、その気配が間違いなく自分の背後にもやってきていると感じていた。

　店内のうるさすぎない音楽と人の気配を感じながらカップに口を付ける。

　話しかけて来なくてもさりげなく気にされている、この絶妙な人との距離感が、紗綾は好きだった。

　視線を窓に転じれば早朝出勤している自社の社員がきびきびと立ち働いているのが見える。

　自分もカップのラテを飲み干したら出勤だと思うと気が引き締まる。

　頭の中で朝一に対応する業務を組み立てていると、テーブルに伏せてあったスマホが震えた。

　すぐにスマホを手に取った紗綾の耳に、慌てた声が飛び込んでくる。

「落ち着いて、どうしたの？」

『紗綾さん～、フォーク要員が腰やっちゃいました～！』

　スマホの向こうの現場担当者が情けなく語尾を伸ばす。

　紗綾はその言葉から彼の言わんとすることを正確に読み取ると即座に席を立った。

「今行くわ」

　カップには半分ほどカフェラテが残っている。

　残してしまう申し訳なさに一瞬眉を顰めるが、仕方がないと割り切りトレイを返却口に返して駆けだした。

　斜め向かいといっても会社の敷地が広いため『すぐ行く』を実行するためには走る必要がある。

（そのためのパンツスーツとローヒールよ！）

　紗綾は力強くアスファルトを蹴った。

　紗綾は大学卒業後、祖父の三上兼けん蔵ぞうが興した『ミカミ輸送』に就職した。

　本当は大学で学んだことを生かせる仕事や見聞を広げるため他企業、他業種に就職を希望していたのだが、紗綾を溺愛する祖父の強硬な反対にあい断念したのだ。

　不満がなかったわけではないが、ゆくゆくはミカミ輸送で働くつもりだった紗綾は結果として祖父の言う通りにした。

　紗綾は祖父には強く出られない。

　幼い頃の出来事がトラウマになっているのだ。

　些細な理由で小学校に登校する前の朝の忙しい時間に祖父と口論になり、興奮した紗綾はつい『おじいちゃんなんかキライ、しんじゃえ！』と言ってしまったのだ。

　もちろん本当にそう思ったわけではない。

　自分のモヤモヤをうまく処理できずに言った、一種の八つ当たりのようなものだった。

　そのまま飛び出すようにして家を出た紗綾は、学校から帰ってきて愕然とした。

　祖父が入院したというのだ。

　紗綾は自分が『死んじゃえ』と言ったせいだと己を責めた。

　実のところ持病が悪化したための予定された検査入院だったのだが、幼い紗綾は激しくショックを受け、熱を出した。

　長じてのち、母から朦朧とする意識の中で何度もうわ言で祖父に謝っていたと聞き繊細だった自分に苦笑する紗綾だったが、それ以来祖父に対して強く反抗することはなくなった。

（三つ子の魂百まで、じゃないけどやっぱりおじいちゃんには構えちゃうのよね）

　会社に着いた紗綾は、綺麗にまとめてあった髪を解いてヘルメットを被る。

　腰を痛めた担当者の代わりにフォークリフトを操作しながら祖父兼蔵を思った。

　裸一貫から『ミカミ輸送』を立ち上げ、一代で軌道に乗せ輸送界の雄と呼ばれるまでに大きくしたのは立派としか言いようがない。

　しかし世代的に昭和の頑固親父ど真ん中で、いわゆる『ワンマン社長』であった兼蔵は懐に入れると家族のように人情に篤いが、こと自分の思い通りにならないと癇癪を起すことがある。

　今の若い社員からしたら、随分と扱いづらい創始者であるらしい。

　数年前持病の悪化を理由に社長を紗綾の父兼輔に譲り、自分は会長となり実務からは離れた。

　しかしそれゆえ自由になる時間で様々な企画を捻り出し『こんなのはどうだ』と持ち掛けてくる。

　最近ではミカミ輸送を成金企業と呼ばせない！　とイメージ戦略と称してなにやら画策しているようだった。

（正直なところ、もっと会社から離れてゆっくりしてほしいのよね）

　身体を休めるために社長から退いた兼蔵の体調を紗綾は心配している。

　兼蔵は年寄り扱いされるのをひどく嫌い、無理をしたり体調の悪化を隠したりする傾向があるのだ。

　温泉に行ったり、趣味をみつけたりして穏やかに過ごしてほしいのに、家族の心配を理解してくれない兼蔵には手を焼いている。

「お疲れ様、腰やっちゃった人は大丈夫なの？」

　フォークリフトの作業を終えた紗綾はヘルメットの顎ベルトを外すと、腰をトントンと叩く。

「すぐに病院に行きましたから多分。それより、来てくれて助かりました」

「いいのよ。でも、サブ担当はどうしたの？」

　イレギュラーが発生するのは珍しいことではない。

　そのためミカミ輸送では、控えの人間をシフトに組みこんでいるはずだった。

　紗綾の言葉に現場担当者はサッと顔を曇らせる。

「それが、体調不良で急に休みになってしまって」

「そうなんだ、朝から大変だったわね。またなにかあったら声かけて。じゃ」

　紗綾は総務課で仕事をしているが、こういうときのためにフォークリフト作業が出来るように講習を受け免許を持っていた。

　今回はそれが生きた結果だった。

　ヘルメットを所定の位置に戻すと片手をあげて総務課への廊下を急ぐ。

　始業時間はとっくに過ぎている。

　後ろで担当者がなにやら声をあげていたがよく聞かずに片手をあげて先を急いだ。

　バックヤードに直接回って作業していたことを総務に連絡しなかった紗綾は、遅刻を謝罪しようと同じ総務課の仁に科しな藍あい子こに声を掛けた。

　彼女は紗綾より二つ下で年が近いこともあり仲が良い。

　朗らかで一を聞いて十を知るタイプの仁科は、紗綾と同じ仕事を補い合いながら回している。

　彼女のおかげで休みの日に呼び出されることがなくなり、紗綾は随分と楽になった。

「ごめんね、フォークやってて遅れちゃった」

「知ってますよ！　既にタイムカード修正済です！」

　情報が驚くほど速い仁科は猫のような瞳を見開いて愛嬌のある表情をすると、自分の頭を指さした。

「？」

　それがなにを表しているのかわからず、紗綾は同じようなポーズをとった。

　総務課の他のシマの人間もくすくすと笑っているが、嫌な感じはせず温かな雰囲気だ。

「ヘルメット被ったでしょ？　髪が乱れてますよ？」

「あっ」

　紗綾はさっき現場の彼が言いたかったのはこれだったのかとようやく察し、頬を赤らめながら髪を撫でた。

　紗綾の髪はついてほしい癖はつかず、ついてほしくない癖は必ずついてしまうという難儀な髪質だった。

　手早くクリップで髪をまとめるが、前髪まではどうにもならない。

「今朝は上手くセットできたと思ったのに……」

　潰れてしまったであろう前髪を未練たらしくつまんでいると仁科が「はい、可愛い顔いただきました～」と揶揄う。

　総務課の人間は紗綾が創始者の孫だと知ってもへりくだったりはしない。

　紗綾が手を抜かず仕事に取り組んでいることを知っているのだ。

　仕事仲間に恵まれて紗綾は充実した日々を送っていた。

「紗綾さん紗綾さん、今晩時間あります？」

「なあに？」

　仁科が口角をあげて紗綾の方を見ている。

　その顔に見覚えのある含みを感じた紗綾は、内容を察し苦笑する。

　以前同じ顔をされたときは、確か合コンのためにシフトを交代してほしいと頼まれたはずだ。

「実は、今日飲み会があって、紗綾さん……」

　仁科は上目遣いで顔の前で手を合わせ『お願い』のポーズをする。紗綾は『やはり』と思うが、それは嫌な気持ちからではない。仁科は先月恋人と別れたばかりで、現在絶賛恋人募集中なのだ。

「あ、いいわよ。わたしが残るから早上がりして」

　紗綾とて同僚の幸せを応援する気持ちは常識的に持ち合わせているので、協力を惜しむ気はない。

　しかし仁科は唇を尖らせて目を眇める。

「違いますぅ！　紗綾さんも行きませんかっていうお誘いですぅ！」

「えぇ……？」

　まさか自分が誘われるとは思わず、紗綾は戸惑いの声を漏らす。

　野中の一件以来六年間、紗綾は恋人を作らず仕事ばかりしている。

　その生活が寂しいとは思わないが、パートナーを積極的に探そうとしている仁科たちをみると、自分もいつまでも野中のことを引き摺っていないで次の恋愛に目を向けたほうがいいかもしれないという考えが浮かぶ。

　しかしそう思った瞬間、紗綾の脳裏に野中の顔が浮かぶ。

　優しい野中の笑顔が困ったように歪んでいくのに耐え切れず、紗綾は瞼を強く閉じて強制終了させる。

「佐さ野のさんには内緒にしておきますから～」

「ロク……佐野はただの幼馴染だってば。それに、誰も残らないわけにはいかないから今回はお気持ちだけいただくね。楽しんできて」

　紗綾は軽く首を振ってデスクの上の書類に目を通し、仕事のことを考える。

　残念そうに眉を下げている仁科に仕事の状況を確認すると、彼女もサッと頭を切り替える。

　さすが切り替えが早いと感心しながら、紗綾は心の片隅で野中を思い出し苦い気持ちになっていた。

　ミカミ輸送は勢いがあるものの、業界内では新興や成金と言われ軽んじられることも多い。

　ミカミ輸送に足りないのは歴史の重みだ、と創業者である兼蔵は事あるごとに口にするが、歴史はほしいからと手に入れられるものではない。

　日々を真面目に歩んできた積み重ねがのちに振り返ったときに轍となって残るもの。

　そんな兼蔵のことをないものねだりが過ぎると呆れながらも、紗綾は一方では感心もしている。

　現役を退いても常にミカミ輸送に足りないものはなにか、それを補うにはどうすればいいのかを考えてくれているのはありがたく、心強いことだ。

（……変な方向に頑張らなければ、ね）

　時折暴走する祖父のことを思い、紗綾はため息をついた。

　丁度そのとき、総務課のドアを少し乱暴に開けて見知った人物が入ってきた。

「紗綾、ちょっといいか」

「ロク」

　紗綾は立ち上がってそちらに行く、と目で合図する。

　ロクこと佐野陸ろく郎ろうは紗綾の幼馴染だ。

　筋肉をこよなく愛し、己の肉体を一番生かせる仕事を選んだ結果、苦労して積み上げた高学歴に見合った企業ではなくミカミ輸送に就職した。

　紗綾と幼馴染で同期入社。

　親しげに名前で呼び合う二人のことを、周囲はいい仲であると勘違いしている節があるが、根も葉もない噂に過ぎない。

　陸郎は紗綾よりも筋肉が好きだし、紗綾は野中を忘れられず未だに引きずったままだ。

（年頃の男女がくっつきもしないでただ仲良くしていることを許容できる社会、早く来ないかな……）

　そんなことを思いながら陸郎と仕事の話をしていると、「ところで」と陸郎が声を潜めた。

「じい様、また入院したんだって？」

「あぁ、うん。たいしたことないみたいだけど、一応大事を取って」

　兼蔵が入院すると聞くたびに、紗綾の口に苦いものが広がる。

　幼かったとはいえ、人の死を願うようなことを口にしてしまった自分の浅はかさが思い出されるのだ。

「そうか。ま、じい様なら大丈夫だろ」

　幼馴染ゆえに紗綾と兼蔵の確執を知っている陸郎は気に病むな、というように肩を叩いて去っていった。

「あ～ん、いつ見てもいい筋肉……っ」

　仁科が陸郎の背中を見送りながら物欲しそうにしているのを紗綾は羨ましく眺めてから、仕事に集中するべく気合を入れなおした。




　週末のある日、紗綾は人事部の担当者と会議室で唸っていた。

　来年一新される、ミカミ輸送の新しい制服のデザインを決定する最終会議に臨んでいるのだが、なかなか満場一致とならない。

　社内アンケートで一位となったデザインが、年配者に評判が悪いのだ。

　最終的に二案まで絞ったのだが、どちらにするにするかで会議は紛糾していた。

「機能的にはＡ案が間違いないが、デザインはＢ案……本当はＢ案のデザインにＡ案の機能性を盛り込めたら問題ないんだが、両立できないとなると…………ううん」

　首を捻った人事部の部長が立ち上がってＡ案のブルゾンをワイシャツの上から羽織る。

「どう？」

　部長がモデルよろしく手を広げてくるりとその場でターンする。

「……作業着、という感じですね」

　歯に衣着せずに言うならば、どこにでもある作業着、である。

　紗綾のしょっぱい反応に部長が眉を下げる。

「そんな身もふたもない。じゃあ三上さんちょっと羽織ってみてよ」

　そういって上着を脱いで紗綾に寄越す。

　オーバーサイズだから脱がなくても着られるが、着心地を確認するために紗綾はジャケットを脱いでブラウスの上にブルゾンを羽織った。

　可愛らしい胸元のフリルが作業着の隙間から出ているのは、どこかシュールだった。

「……若い子が着ても作業着だなあ」

「そりゃそうですよ」

　長い袖をまくりながら紗綾は苦笑する。

　しっかりした素材ながら腕まくりしやすいのは加点一、と脳内にメモしながら腕を上げ下げしながら着心地を確認していると、会議室のドアが慌ただしくノックされた。

　応えを返す前にドアが開けられ仁科が飛び込んでくる。

「紗綾さん、すぐに病院に行ってください！　会長が……、紗綾さんを呼んで……っ」

「え？」

　青褪めた仁科の表情に、紗綾は最悪の状況を思い描いた。

　祖父の命に危険が及んだに違いない。

　考える暇もなく身体が動いた。

「紗綾さん、かばん！」

　仁科が差し出してくれた、いつものバッグをひっつかむと挨拶もそこそこに駆け出す。

（おじいちゃん……死なないで……！）

　タクシーを拾うと、運転手に兼蔵が入院している病院を告げて急いでもらう。

　着くまでの間に、もっと詳細を知っているであろう母に電話をしようとスマホを取り出すと、同時に着信があった。

「……お、おじいちゃん!?」

　ディスプレイに表示されたのは、いま正に病院で死の縁に立っていると思われた紗綾の祖父、兼蔵からの着信だったのだ。




　憮然とした表情でタクシーを降りた紗綾は、腰に手を当てて目の前の建物を見上げた。

　兼蔵が入院している病院からほど近いハイエンドホテル。

　人数制限のあるアフタヌーンティーはプラチナチケット、最上階のスイートルームから見る夜景は恋人たち垂涎の的だと噂だ。

「まったく、人騒がせなんだから」

　紗綾は鼻息も荒くホテルのエントランスを進む。

　兼蔵は電話でラウンジにいると言っていた。

　検査検査で退屈な病院を抜け出してホテルに息抜きに来ているから一緒にお茶でも飲もう、という身勝手な内容を思い出し、紗綾は眩暈を覚えた。

（本当に……なにを考えているのかしら）

　命にかかわるようなことがなかったのは喜ばしいが、創業者だからだといって業務中に社員をこのように呼び出されたらたまったものではない。

　紗綾はタクシーの中で会社に電話をかけ、兼蔵を病院に送り届けたら戻る旨連絡を入れたが、仁科に「もう半休扱いにしちゃったのでそのまま休んでください。有給溜まってるので！」と言われ、甘えることにした。

　一度ちゃんと言わなければ、と決意し顔を上げた紗綾は、兼蔵を探して辺りを見回す。

　しかしそれらしい姿が見えずうろうろしていると、スーツの男性とぶつかりそうになる。

「あっ」

「失礼……、あれ、紗綾ちゃん？」

　低い声でそう呼ばれて身体がビクリ、と震えた。

　耳馴染みが良く、優しい声音が頭上から降ってくるような感覚には覚えがあった。

　恐る恐る視線を上げると、そこには学生の頃よりもずっと精悍さを増した野中が笑っていた。

　昔は長く顔に掛かっていた前髪を短く整えサイドに流した野中は、誰が見ても爽やかで好感が持てる青年といった風貌だ。

「やっぱり紗綾ちゃんだ。久しぶりだね、元気にしてた？」

　はにかむような野中の言葉に、全身の細胞が沸騰するような高揚感が湧き上がり、紗綾は無意識に一歩後ずさった。

「あ、ええ……。いっけい先輩も、お元気そうでなによりです」

　あの夜ホテルを逃げ出してから、紗綾は野中と会うことなく、そのまま彼の卒業を遠くから見送った。

　元々学科が違ううえに、野中に会いたくて彼の行動範囲内にわざわざ会いに行っていたため、会わないようにするのは拍子抜けするほど簡単だった。

　それまで協力してくれていた友人たちを誤魔化すのには苦労したが、うすうす良くないことがあったのだとバレていたのだろう。

　無理矢理聞き出されるようなことなく、そっとしておいてくれたのがありがたかった。

　それなのに、今こんなところでばったりと会うなんて。

　己の不運さに嫌気がさした紗綾だったが、今は兼蔵のことを探さなければと思い出す。

　緩みそうになった顔を引き締めて野中を見返す。

「すみません、今、人を探していて……」

「それってもしかして三上会長のこと？」

　相手をしている時間がないのだ、と言って立ち去ろうとしていた紗綾がぎょっとして目を剥くと、野中が正解だと察したのか、口角を上げて手を差し出した。

「おいで」

「！」

　あのときと変わらぬ、優しく包み込むような声音は紗綾の心をいとも簡単に過去に引き戻した。

　好きで好きで仕方がなかった野中が、自分に手を差し伸べてくれていることが奇跡に思えて、紗綾は思わずその手を取ろうとして、現実に戻る。

（いや、なんでわたしこんなにちょろいのかな？）

　紗綾は眉間に力を入れると口をきつく引き結んで、差し出された手を無視した。

「祖父がこちらに？」

　ローヒールで床を意識的に強く叩いて野中の脇を通り過ぎると、彼からわずかに哀愁のようなものを感じたが、気のせいだと断じる。

　学生時代も、野中の優しさを好意と勘違いしてあんなことになってしまったのだから、今度は勘違いしてはいけない。

　紗綾はそう自分に言い聞かせて前を見る。

　ラウンジのソファには、前よりも少し痩せた兼蔵が座っていた。

「おじいちゃん！」

　思わず声をあげて近付くと、兼蔵は「おお、来たか。さーちゃん」と顔を綻ばせる。

　紗綾が成人してからも、兼蔵は紗綾のことを幼いときのまま、さーちゃんと呼ぶ。

　さすがに職場では困るが、それ以外の場所では容認していた。

　しかし今はすぐ近くに野中がいたことを思い出して顔を赤くする。

「おじいちゃん、外でさーちゃんはやめてってば」

　照れもあるが、野中に子供っぽいと思われたくないという見栄がさらなる火照りを生む。

　どうしてこんなところに、と自分もソファに座りながら早口で問うと、兼蔵が眉を寄せる。

「さーちゃん、なんだその服は」

「……っ！」

　言われてようやく思い出した紗綾は服の前を掻き合わせる。

　新制服の会議中に試作品のブルゾンを羽織ったまま来てしまったのだ。

（着心地いいからうっかり……っ）

　着心地がよく機能性に優れているＡ案はお世辞にも格好いいとは言えない。

　ザ・作業服なのである。

　しかも胸元と背中にはしっかりと『ミカミ輸送』と書かれている。

「お仕事中に抜けてきたんでしょ？　制服も似合うよ」

　紗綾の隣に野中が腰掛けてニコリと笑う。

　フォローしてくれているらしいが、紗綾は社名入りのブルゾンを脱ぎながら怪訝そうに眉根を寄せる。

（いっけい先輩、なんでここに座るのかな？）

　紗綾と目が合った野中は笑みを深めると、今度は兼蔵に話しかける。

「紗綾さんはなにを着ても似合いますからね」

「はっはっは、野中君は口がうまいな！」

　兼蔵は機嫌よさそうに笑うとコーヒーを啜る。

　その様子に紗綾は違和感を持った。

　二人から既知の空気を感じたからだ。

　野中が兼蔵を知っているのは、まあ、理解できる。

　これでも輸送界の雄と言われた人物だからだ。

　しかし兼蔵が野中を知っていることには激しい違和感しかない。

　紗綾は目を細めて注意深く二人を見る。

　その視線に気付いた兼蔵はおもむろに口を開く。

「わしは前々からさーちゃんを、歴史のある由緒正しい家の御曹司に嫁がせたいと思っていたんじゃ」

「え、なに、やめてよ。急にどうしたのおじいちゃん」

　焦る紗綾を顧みることなく、兼蔵は腕組みをして瞼を閉じる。

　完全に演説モードに突入である。

「成金と軽んじられる我らミカミ輸送が歴史の重みのある家と手を取り合うことは、全社員の利益につながることだと、わしは考えておったのじゃ」

「いやいや、こんなところで話すことじゃないから。おじいちゃん、落ち着こう、一旦病院に戻ろう。わたし送っていくから」

　紗綾はこのまま兼蔵に演説させてはいけないと悟り口を挟む。

　しかし一国一城の主として長年君臨してきた兼蔵は止まらなかった。

　紗綾の言葉を蚊ほども気にした様子もなく立ち上がると、力強くこぶしを握った。

「野中君の家は歴史も古く、文化的な活動をしてきたと言えばこの日本で右に出る者がいない由緒正しい家柄で、本人も日本画や彫刻の分野で活躍している。それにさーちゃんとは大学が同じで、しかも知り合いだというじゃないか」

　ゾク、と紗綾の背中に悪寒が走った。

　この先は言わせてはいけない。

　そう本能的に感じ取ったのだ。

　しかし緊張のあまり、のどが引き攣れて咳込んでしまう

「お、おじい……っ、ごほ！　ごほごほっ！」

「この機会を逸することはできない。二匹目のどじょうがいるとは限らない。わしは、野中家と三上家の縁組を決意したのじゃ！」

　咳き込んで涙ぐんだ紗綾は、頭の上で大きくぶち上げられた祖父の言葉を絶望と共に聞いていた。

　野中に申し訳なくて、とても顔を上げられない。

「だからね、紗綾ちゃん」

　咳き込む紗綾の背に手が添えられ、すぐ近くから、優しい声がした。

　それが誰だかわからない、などとは言えるわけがない。

「今日は、君と俺のお見合いなんだって」

　それを聞いた瞬間、紗綾の咳と呼吸が止まった。

　驚いて顔を上げると、野中は眩しそうに目を細めて紗綾を見つめていた。




「本当に、祖父がすみません」

　ホテルの庭園を散策しながら、紗綾はしきりに野中に謝っていた。

　病院を抜け出してきていた兼蔵をタクシーで病院へ送り返した紗綾は、大人しく帰る交換条件として『野中君と親睦を深めてこい！』と厳命されてしまったのだ。

　もちろんそんなことはできないと反対したが、野中自身が兼蔵に承諾と笑顔で返事をしたため、紗綾の逃げ道はなくなった。

　紗綾はこっそりと野中を盗み見る。

　優しい雰囲気はそのままに、すっかりと成熟した男性になった野中を、忘れたことはなかった。

　美術系の雑誌のみならず、女性雑誌で『イケメン日本画家』などと特集されることもある野中の活躍はもちろん知っていたし、嬉しく思っていた。

　半面、やはりあのことを思い出すと未だに胸が痛むのも事実。

　しかし、『あのときどうしてあんなことを？』と聞くには、紗綾にはまだ傷口が生々しすぎた。

「紗綾ちゃんは知らないだろうけど、兼蔵さんとは少し前から交流があってね」

「え……、そ、そうなんですか？」

　初耳過ぎて挙動不審になる紗綾を、野中は面白そうに見つめる。

　その視線に昔と少しも変わらない親しみを感じ、紗綾は胸を高鳴らせる。

「俺が出品していた展覧会を見に来てくれていたんだ。そのときに作品の運搬や梱包のことを聞かれて妙に馬が合ってね。まさかそれが君のおじいさんで運送業界の雄、三上兼蔵だと知ったときは驚いたけど」

　そう言って野中が片眉を上げた。

　それに気付いた紗綾は息を詰めて無言になる。

　野中が話の途中で片眉を上げるのは、相手に悪いと思ったとき……つまり嘘をついたときだと知っているのだ。

　大学生のときに野中を見つめ続けてそれに気付いた紗綾だが、野中の嘘は人を思いやる方便であることがほとんどだった。

　彼の人の良さを裏付けるものだったが、いまの紗綾はそれをポジティブに捉えることが難しかった。

（ああ、なにか気を使わせてしまったのね……）

　野中と二人きりになることは気まずいが、嬉しくもある紗綾とは違い、野中は気まずさしかないだろう。

　野中にとって紗綾はただの大学の後輩で、飲み会のあったあの日、ちょっと気まずく別れた相手でしかないのだ。

　そんな相手と見合いなど、戸惑わないほうがおかしい。

　庭園を一回りしてラウンジが見えるところまで戻っていた紗綾は、フロントでチェックインする客を見てあることを思い出した。

（あ、ホテル代……）

　あのとき紗綾は自分が誘いをかけたにもかかわらず、野中がシャワーを浴びている隙に逃げ帰ったため、料金を支払っていないのだ。

　ホテル代は男性が負担するべき、などと時代錯誤なことを言うつもりは毛頭ない。

　六年間のときを経て、今が借りを返すときではないかと気付いた。

（でも、さすがにお金を裸のまま渡すのは失礼よね）

　いくら自分が気まずくても人として筋を違えてはいけない。

　曲がりなりにも大人になった紗綾は、野中に対して誠実でいたかった。

「あの、いっけい先輩」

「うん？」

　野中は身体ごと紗綾のほうを向いて返事をする。

　育ちの良さが表れていると思う。

　所作のひとつひとつに慈しみを感じる……過去に失礼を働いた紗綾に対しても、だ。

「こんなことを言うのは失礼かと思うんですけれど」

「なんだろう、怖いな」

　茶化して口角を上げた野中の目が笑っていない。

　紗綾はゴクリと生唾を飲むと覚悟を決め一息に言い切る。

「後日改めて、お時間を頂けないでしょうか！　きちんと、させたいので」

　あのときのホテル代を精算させてください！　という副音声を添えたつもりだったが、もちろんそれは野中には聞こえなかったに違いない。

「あぁ、もちろん。じゃあ、連絡先を交換しようか」

「あ、いっけい先輩が変えていなければ……大丈夫です」

　六年前のあのときから、と口にすることはできなかったが、それでも野中には通じたらしい。

　彼はほんの少しはにかんだように笑うと「変えてないよ」と言った。

　その深い声が、なぜかあたたかくて紗綾は少し泣きそうになる。

　クロークに預けてあったブルゾンを受け取ると、「じゃあ、また」と言って会釈をする。

　野中は送ると言ってくれたのだが、それを固辞した。

　紗綾には一人で考える時間が必要だった。

　隣に野中がいては、ドキドキして纏まる考えも纏まらない。

（それに、おじいちゃんを問い詰めないといけないし……！）

　自分に内緒のまま見合いなどという大事なことを、騙し討ちのようにセッティングした兼蔵に釘を刺さなければと、紗綾はこぶしを握る。

　その勇ましい背中を野中がずっと見送っているなどとは、想像もせず。




「おじいちゃん！」

　病室のドアを開けると、中にはほんの少ししょんぼりした兼蔵と紗綾の母親、そして担当医がいた。

　状況から見て無断外出を絞られているようだった。

「三上さん、今後こういうことをされては困りますからね」

「本当に申し訳ありません」

　母親と共に慌てて頭を下げ担当医を見送ると、紗綾は顔を上げて兼蔵を見る。

　兼蔵は拗ねたようにベッドから窓の外を見ていた。

「おじいちゃん、なんで野中さんにあんなことをお願いしたの!?」

「……野中君はいい青年じゃ」

　それはわかる。

　しかしだからといってアレはない、と紗綾は思う。なんの通知も準備もなく紗綾を呼びつけてはい、見合いです。同じ学校で顔見知りだからいいんじゃない……とは雑過ぎるにもほどがある。

　もし本当に見合いをさせるつもりならきちんと釣り書きを準備して仲人を立てて……いや、そんなことをされても断るのだが。

　紗綾は自分の暴走しがちな思考に待ったをかける。

　自分は一度野中に振られているのだ。

　寸前で『やっぱりできない』と言われるほど彼にとって魅力のない女なのだ。

　それをこの場で口にするのはいろんな意味で憚られるが、兼蔵がその事実を知らないからと言って、学生時代の野中とのことをなかったことにはできない。

　紗綾の剣幕に母親がきょとんと首を傾げる。

「どうしたの紗綾、落ち着きなさいよ。それに野中君って？」

「と、とにかく、おじいちゃんは身体を治すことが先決なんだから、変なことは考えないで！　お母さん、わたし先に行くね！」

　母親が全く見合いの件に関与していないことに気付いた紗綾は、強引に話をまとめるとお大事に！　と病室を出た。

　病院には小さいながら中庭があり、緑を感じることができる。

　患者や家族の癒し効果を考えてのことだろう。

　そのため大きく取られている窓に自分の姿を映しながら、紗綾は眉を寄せる。

（髪を振り乱して作業着を着た格好で、六年ぶりに好きな人……ううん、好きだった人に会うとか……ないわぁ……）

　手櫛で髪を整えながらため息をつく。

　野中が今日のことを本気にしているとは思えない。

　兼蔵が野中を気に入っているのは本当だとしても、野中には、好き好んで魅力のない女と見合いをする理由がないのだ。

　紗綾としても一方的に好きだったとはいえ、未だに思い出すだけで胸が苦しくなるほど失恋した相手と今更どうにかなるなんて考えもしていなかった。

　野中がああ言ったのは表面上兼蔵の冗談に乗っかっただけに違いない。

（ほんと、たちが悪い……）

　そっとブラウスの上から胸を押さえる。

　さきほど野中のことを好きだった人、と過去系で表現した紗綾だったが、心はそう思っていないようだった。

　彼のことを想うだけで、胸が苦しい。息ができない。

　まだ、こんなにも心が野中を求めている。

「未練たらたら……情けない」

　眉を寄せてガラスに映った自分を睨むと、深呼吸をして気持ちを切り替え歩き出した。




　半休扱いになったため明るいうちに自宅に帰った紗綾は、久々に母親と晩御飯を一緒に作りゆったりと食事の時間をとることができた。

　創始者である兼蔵も一緒に住んでいることもあり、職場からほど近い場所に構えた自宅は数年前に和モダンにリフォーム済みだ。

　普段こんなに早く帰宅することがない紗綾は、気まぐれに父親の趣味の観葉植物を霧吹きで湿らせてから、母親と居間でお茶を啜っていた。

　早くも時間を持て余し始めた紗綾が、風呂に入って寝てしまおうと考えていたところに固定電話が鳴った。

　電話を取ろうと腰を上げた紗綾を制して母親が受話器を取る。

　聞くとは無しに聞いていると、母親の愛想のいい声が戸惑いに変わり、言い淀むさまにただならぬものを感じた紗綾が立ち上がる。

　『変なセールスなら代ろうか？』とジェスチャーで伝えると、母親は困惑したように首を傾げて「はい、失礼いたします」と言って電話を切った。

「なんの電話だったの？」

　紗綾の問いに母親は頬に手を当てる。

「野中さんという方からで、あなたとのお見合いの話を前向きに進めたいって。あら、そう言えば野中さんって病院でおじいさまが……」

「え!?」

　驚きのあまり言葉を失った紗綾は、眩暈がしてテーブルに手をついた。

（どういうこと？　いっけい先輩ってここまで手の込んだ冗談をする人だった？　いや、人を傷つけるようなことはしないはず……）

「お見合いなんてなにかの冗談だと思うけど、今度正式にご挨拶に来るっていうし、紗綾と日時の相談をするからって。知っている人なのよね？」

　母親の怖々とのぞき込むような視線を曖昧に見返すと、テーブルの上に置いてあった紗綾のスマホが低く唸った。

　メッセージアプリだと気付いた紗綾は、慌ててスマホを掴みアプリを起動させる。

　案の定、野中から『いつご自宅に挨拶に行こうか』とメッセージが入っていた。

「まさか、本気で……？」

「ああ、よかった。やっぱり『その』野中さんなのね？　もしかしてお付き合いしている人なの？」

　野中が知り合いだとわかった途端、興味津々になる母親の好奇心溢れる追及をなんとか躱すと、紗綾はスマホを胸に抱えて自室へ戻った。

　ドアを閉めてからまじまじとメッセージを確認するが、何度見ても『いつご自宅に挨拶に行こうか』と書かれている。

「嘘だよね……」

　口ではそう言いながら、六年ぶりの野中からのメッセージが嬉しくて気を緩めると顔がにやけてきそうになる紗綾だった。







３・交際








「やあ、随分かわいい格好をしてるね。似合ってるよ」

「……うぐっ」

　待ち合わせに現れた野中の好青年ぶりが眩しくて、紗綾は手をかざして影を作った。

　先日ホテルであったときはスーツ姿だったが、今日は少し砕けてジャケットにチノパンという出で立ちである。

　それがまた野中の爽やかさにとてもよく似合う。

　あれから紗綾と野中はお見合いとも言えぬお見合いで意気投合したことになり、野中主導で半ば強引に両家へそれぞれ挨拶をした。

　結果紗綾は野中と結婚を前提とした交際をすることになってしまった。

　紗綾は何度も『これは祖父が勝手に』と両親や野中家に申告しようとしたが、そのたびに野中がうまく話題を誘導したりすり替えたりした。

　彼がまるで口八丁の詐欺師のような動きをしたことに紗綾は驚きを隠せない。

　二人の間にしっかりとした愛情と慎み深さがあるような印象をつけた結果、野中の両親からは初々しいお嬢さんだ、と本来の紗綾とは正反対の評価をされて閉口する。

　にこにこと自分のことを『幸せにする』と言ってくれる野中にときめいてしまう紗綾は強く否定することができず、ずるずると外堀を埋められた形だ。

　紗綾はこっそりとため息をつく。

（今日こそいっけい先輩の本心を確かめなきゃ）

　もしもこれが兼蔵の謀略であるならば、野中を巻き込むことはできない。

　そう思って紗綾は足元を見た。

　仕事では履くことのない、ヒールの高いパンプス。

　アイボリーのスクエアニットに身体に添うラップスカートという出で立ちだ。

（髪まで巻いて腰にリボンのデザインとか……浮かれデートコーデ、と言われても言い訳出来ない……っ）

　急に恥ずかしくなった紗綾は意識して野中から視線を逸らした。

　しかし「じゃあ、行こうか」と手を差し伸べられると、紗綾はじっと野中を見つめた。

　そして無言のまま視線を動かして自分に向けられた手のひらに目を向ける。

　紗綾はここで無邪気に手を取ることができるほど神経が太くないのだ。

　しかし野中の反応が怖くてそれを突っぱねることもできず、結果彼の手を凝視して固まることになってしまう。

（可愛くない……わたし、いっけい先輩を困らせている）

　しかしわかっていてもできないことがある。

　紗綾は再び視線を逸らしながら口を開いた。

「どうして、こんなことを？」

『こんなこと』にはいろんな意味を含めたつもりだった。

　見合いのこと、交際のこと、そして差し出された手はなにを望んでいるのか。

　紗綾にはわからないことばかりだ。

「どうしてって、デートだから紗綾ちゃんと手を繋ごうかと思ったんだけど」

「……デ、デート」

　紗綾は怯んで言葉を濁す。

　確かに今日はデートをしようと誘われた。

　両家への挨拶のあと野中からメッセージを受け取った紗綾は目を疑った。

　学生時代にもそんな風に誘われたことがない紗綾は、戸惑いつつも気持ちがフワフワするのを止められず、スマホのメッセージアプリを何度も確認した。

　浮かれながらも紗綾はそのメッセージに『きちんと話をしましょう』と返した。

　可愛くないと自分でも思わないでもないが、野中の本心がわからないまま諾々と流されるわけにはいかない。

「そう、デート。紗綾ちゃんは話したいことがあるだろうけど、俺にも話したいことはあるし、まずは気持ちを解すことから始めようかと思ってね」

　だから、はい。と手のひらを上に向けて紗綾に手を取るように催促をする。

　その表情や声に、紗綾を騙して笑いものにしようなんて気配は微塵も感じられない。

　誠実で優しい、紗綾が大好きだった野中のままだ。

　気持ちを解す、という野中の言葉に紗綾は感銘を受けた。

　同時に自分の浅はかな考えが恥ずかしくて顔が熱くなる。

（そうか、いっけい先輩はそういう意味で……！　わたしったらいつまでも成長してなくて、恥ずかしい……っ）

　熱を持つ頬を両手で扇ぐと指をわきわきさせて、そっと野中の手に己のそれを重ねる。思ったよりもしっとりとした感触を意外に思っていると、野中がぎゅっと手を握った。

「じゃあ、行こうか」

「は、はい……っ」

　並んで歩きながら、紗綾は学生時代にもこんなことをしたことなかったのに、と感慨深く野中の手の感触を味わっていた。

　二人で出掛けるのは、実は初めてではない。

　何度かデートとも呼べない待ち合わせをしたことがある。

　しかし彼氏でも彼女でもなかった二人の仲が進展するはずもなく、紗綾の中で甘酸っぱい思い出として残っている。

　そんなあるとき、際どい話題になったことがあった。

　『何度目のデートからキスは許されるのか』というものだ。

　当時三回目のデートでキスをする、いや、キスなら最初のデートでするべき、三回あれば寝るだろう、という意見が仲間内でされていこともあり、自然とその話になった。

　『紗綾ちゃんはどう思う？』

　『そ、そうですねえ……』

　まさか今日のこのお出掛けも自分の中でこっそりとデートにカウントしているとは口に出せず、紗綾は顔を赤らめる。

　『わたしは……デートなら十回くらいしてから……かな』

　『十回かあ』

　野中が朗らかに笑ったが、その笑いがどういう意味を持ったものなのか、紗綾には判断が難しかった。

　しかし恐らく『身持ちの固い面倒な子だな』と思われたのだろう、とぼんやりと感じていた。

　『いっけい先輩はどうですか？』

　探るような気持ちで視線を上げる。

　野中が付き合っている子にどういう触れ合いの仕方を求めるのか、知りたかった。

　野中はちらりと紗綾を見たあと口角を上げた。

　『俺は彼女に合わせるよ』

　どうともとれる言葉に、紗綾は『ずるい』と頬を膨らませる。

　自分はちゃんと自分の考えを披露したのに、はぐらかされた気分だった。

　しかしそんな紗綾の頭を野中の大きな手にわしわしと乱暴に撫でられる。

　『いいじゃない。紗綾ちゃんは十回なんでしょ？　覚えとくよ』

　『わー！　髪が！』

　『せっかく（野中との）お出かけのために綺麗にセットしたのに』と声をあげながらも頭を撫でられた！　今日は髪を洗いたくない！　と思う紗綾だった。

　ホテルでの一件があった後では、軽口でもそんなことは口にできない。

　そう思うと学生時代は自由だった、と紗綾は苦い思い出に浸る。

　話題の映画を見て感想を言い合いながらカフェでランチを取った紗綾は、驚くほど自然に野中との時間を楽しんでいることに気付いた。

　最初はあまり浮かれないように、と自分を律していたはずなのに、いつの間に緩んでしまったのかと眉を顰める。

　六年前、苦しんで苦しんでようやく自分の気持ちに決着をつけた過去に対する裏切りのような気がして、紗綾は胸に手を当てた。

　カフェを出たあと、浮かない顔で駅までの道を歩いていると、野中が小さく声を上げた。

「あ」

「どうしたんですか？」

　なんでもないと視線を逸らす野中からはなんでもなくない雰囲気が感じられた。

　紗綾があたりを見回すと、ショーウィンドウに張り付いてあからさまにこちらを見ている人物と目が合う。

　タオルを頭に巻いてなにやら力仕事をしているような出で立ちに、紗綾は職場の同僚たちを思い出しつい笑顔になった。

「いっけいさーーーーーん！」

　その人物は野中の知り合いのようでガラス越しに野中を呼んだ。

　しかし野中は珍しく嫌そうな顔をした。

　人当たりのいい彼には珍しいことだ、と紗綾が思うと野中が諦めを多分に含んだため息をつく。

「ごめん、紗綾ちゃん。少し寄っていっていいかな」

　知り合いなんだ、とタオル頭の彼を指さすと、さされた彼は嬉しそうに手を振る。

　その様子が留守番をしていた大型犬が飼い主を見つけたときのように見えて、紗綾は微笑ましさに顔を綻ばせる。

「いいですよ」

　ごめんね、と眉を下げた野中は紗綾を伴って件の建物に入っていく。

　そこはがらんとした空間が無機質な壁に仕切られている、独特の空間だった。

「佐さ島じま」

「野中さ～～ん、無視して行っちゃうつもりだったでしょ？　酷いっすよ！」

　酷いと言いながら佐島と呼ばれた男は、随分と野中と仲がいいようでニコニコと頬を緩ませている。

　佐島はその笑顔を紗綾に向けるとさらに笑みを深めた。

「彼女っすか」

「まあね」

「……っみ、三上です」

　野中のあまりに自然な返答に思わず声を上げかけた紗綾だったが、ここでムキになって否定するのも野中に対して失礼かもしれないと思い、動揺の上に笑顔を張り付けた。

「三上ちゃんっすね。俺は佐島っす！」

　握手を求めて手を伸ばした佐島に応えようとした紗綾は、無意識に野中と手をつないでいたことに気付き顔を赤くする。

「あ、すみません。いっけい先輩……」

　手を離して、という視線を野中に送るが、彼の視線は佐島を向いたまま動かない。

　仕方なく自分の手を引き抜こうとするが、余計に強く握られてしまう。

「……あのっ」

　わけがわからなくて手を再度引き抜こうともがくも、やはり野中がそれを許す気配はない。

　無言の攻防を繰り広げていると、佐島のほうが折れた。

「あの、いっけいさん、なんかすみません」

「そうだよ。デートを中断された俺らの気持ちを汲んでくれよ」

「……っ？　……っ??」

　野中の言動のおかしさに動揺を隠せない紗綾はなんと言っていいのかわからず、ただ顔を赤くする。

「で、なに？」

「冷たい！　あの、ここんところなんですけど、動線と作品の余韻が合わなくて……」

　用件を話し始めた佐島だったが、野中はすぐに視線を外して紗綾に申し訳なさそうに声を掛ける。

「ごめんね、ちょっと時間かかりそうだから、奥で飲み物でも飲んで待っててくれる？」

　野中がそう言うとどこからか女性スタッフが飛んできて紗綾を誘導してくれる。

　繋いだ手を離す直前にまた強く握った野中の真意がわからず、紗綾は曖昧に頷いた。

「ちょっとごちゃごちゃしていますけど」

　女性スタッフは恐縮した様子で狭くて薄暗い通路を先導する。

　どこの業界もバックヤードというものはそう大差ない。

　紗綾は逆にホームに戻ったような安堵感を得た。

「どうぞ」

「ありがとうございます」

　あたたかい紅茶を出された紗綾はスタッフルームのような場所にあるソファに腰掛けた。

　女性スタッフは、笑みを浮かべながら紗綾の隣に座った。

「いっけい先生の彼女さんなんですよね？」

「あ、……うう、……ええと」

　紗綾は視線を彷徨わせた。

　さきほど野中が佐島に対してそのようなことを言っていたときは話を合わせた紗綾だったが、こう改めて聞かれるとどう答えていいのか迷ってしまう。

「恥ずかしがらなくてもいいですよ。だって、今日はデートなんでしょう？」

「うっ」

　指摘されると言葉に詰まる。

　確かに野中はデートだと言ったし、佐島にもそのように説明した。

　だから、多分広義でデートといっても間違いではないだろう。

「……で、デートだと思います」

「ですよね！　いっけい先生もデートだから今日は来られないって言っていらしたから。忙しいなか彼女さんとの逢瀬の時間を捻出してくれるなんて、素敵ですよね！」

　女性スタッフはトレイを胸の前で抱きしめて、身体をくねらせる。

「あの、いっけい先輩、そんなに御多忙なんですか？」

「もうすぐここで展示会があるんです。指示書はもちろんあるんですけど、実際やってみると印象がちょっと違ったり、っていうことがあって。細かいところはやっぱり先生のご意見を伺わないといけないので……」

「展示会……」

　見るとそこかしこに梱包が解かれた絵や掛け軸のようなものが散見された。

　恐らく野中の作品だろうと思われた。

「そんな大変なときなのに……ごめんなさい。わたし知らなくて」

　野中は日本画界の若きホープとして、メディアでも取り上げられることがある有名人である。

　本来ならば兼蔵のたわ言に付き合って、紗綾の相手などしている時間はないのだ。

「え？　じゃあ多分先生はそういう余裕のないところを隠して余裕あるところを彼女さんに見せたいんですね！　可愛いところありますね！」

　彼女はにこにこしながらポジティブなことを言う。

　しかし野中に負い目がある紗綾は、とてもではないがそのように受け止めることはできない。

　自分が野中の仕事の邪魔をしてしまっているのならここでデートを切り上げよう、と考えていると野中と佐島が入ってきた。

「お待たせ。じゃあ行こうか」

「あの、お忙しいようならわたしはここで……」

　一人で帰る、と匂わせた紗綾だったが、野中はそれが聞こえないように手を差し伸べた。

「行こう」

「いっけい先輩……」

　責任感の強い野中は『じゃあここで解散』とは言わないだろうことは紗綾も理解していた。

　しかしここから発展のしようもないデートと野中の大事な仕事では、天秤に掛けずともどちらを優先すべきかは紗綾にもわかる。

　これからの野中の人生に大きく関わってくることを、紗綾が邪魔するわけにはいかない。

「お時間取らせてしまってすいませんッした！」

　佐島が直角になるほど深々と頭を下げる。

　仕事に一生懸命な彼の邪魔をしているようで紗綾は申し訳なくなり、頭を下げた。

「こちらこそすみません。お邪魔してしまって」

　自分は野中の時間を搾取している。

　そんな気持ちが拭い去れないまま、画廊を後にした。

「本当に良かったんですか？　お仕事」

「ん、ああ。大丈夫だよ」

　カフェで一息ついた野中は、いつもの優しい笑みを浮かべて紗綾を見つめる。

　その視線に嘘が感じられず紗綾はほっと息をついて店内を見回した。

　八割がた席が埋まっているカフェは若い女の子やカップルがほとんどだ。

　聞こえてくるのは楽しそうな笑い声や囁き声。

　こんなところに来ては自分たちも『そのように』見えてしまうのではないかと紗綾はソワソワと身動ぎする。

　ふと野中を見ると、彼はずっと紗綾を見ていたようで微笑む。

　その笑顔に本当にデートをしているかのような居心地の悪さを感じた紗綾は、本題を切り出すことにした。

「でもいっけい先輩、どうして話を先に進めるなんて」

「うん？　なんの話？」

　コーヒーカップを傾けながら目を見開く野中に、紗綾は言葉を重ねる。

「お見合いの話です。あれはおじい……祖父が暴走しているだけだとわたしは理解しています。家族も知らされていなくて驚いていました」

　父も母も野中と紗綾の見合いについてはなにも聞かされていなかった。

　完全に兼蔵の一人相撲なのだ。

　それを真に受けて真面目に相手をしなくてもいいのだと紗綾は言ったつもりだった。

　だが、野中は小さくため息をつくと、静かにカップを置く。

「君と結婚するには、話を先に進めなきゃいけないだろう？」

　僅かに首を傾げて野中が言う。

　なぜそんなことを聞くのか、とでも言いたそうな表情に紗綾は眉を寄せる。

　どうも話が噛み合っていないような印象を受けるのだ。

　紗綾が知っている野中は察しが良く、以前はこのようなことは一度もなかったように思う。

「あの、もしかしていっけい先輩はわたしと結婚するつもりで、すか？」

「そうだよ」

　紗綾の問いに即答した野中は笑みを深めた。

　慈愛に満ちた彼の笑顔は誰にでも親切な野中を象徴するもので、紗綾が好きなもののひとつだ。

（あ、もしかして）

　紗綾の中に一つの考えが閃いた。

　野中はあのホテルでの出来事の責任を取るつもりなのではないか。

　確かにあの出来事は紗綾にとってひどい痛手だった。

　深く傷ついたし日常生活を送れるようになるまで時間もかかった。

　しかし、あれは紗綾から仕掛けたことで、野中はいわば被害者である。

　なにもかもが野中のせいというわけではないのだ。

（むしろわたしの行動のせいで先輩の心を乱してしまった可能性だってあるのに。いっけい先輩は……優しいからきっと気に病んで）

　そう考えると合点がいく。

　恐らく偶然兼蔵と知り合った野中は、兼蔵が紗綾の祖父だと知りあのときの贖罪をせねばならないと考えたに違いない。

　だから普通ならば到底受けるはずもない兼蔵の強引な見合い話を受け、更にそれを前向きに進めようとしているのだ。

（あぁ、なるほど……そういうことなのね）

　合点がいきすっきりとしたのと同時に、一抹の寂しさが胸をよぎる。

　紗綾も、大好きな人が振り向いてくれるという妄想を一度もしなかったわけではない。

　もしかして野中も密かに自分のことを意識してくれていて……という幻想が脆く崩れ去った瞬間だった。

　吸い込んだ空気が肺にわだかまり、重くのしかかるようだった。

　六年前と同じか、それ以上のダメージが紗綾を襲う。

　好きな人に無理をさせてしまっていたという事実が、こんなにも精神を圧迫するのだと再認識する。

（でも、手遅れになる前に気付いてよかった。いっけい先輩を解放してあげられるもの）

　紗綾は重苦しい胸を押さえてきつく瞼を閉じる。

　そしていつもより入ってこない空気を殊更ゆっくり吸い込み、吐き出す。

「あの、別にわたしなら大丈夫です」

「ん？」

　紗綾が顔をあげると、今度は野中が怪訝そうな顔をする。

　やはり話が噛み合っていないような気がする。

　しかし紗綾は気にせず話を進めることにした。

　物事には勢いが大事なこともある。

　そしてそれが今だという気がしていた。

「六年前の飲み会のときのことは、わたしが全面的に悪かったので、どうぞ、お気になさらずに……！」

　そう言いながら紗綾はバッグを引き寄せて中をまさぐる。

　すぐに取り出せるように準備してあった封筒を取り出すと、素早く野中に差し出した。

　彼は意表を突かれたように目を見開いたが、眉根を寄せてなにかを言いたげに口を開く。しかし紗綾はそれを無視して勢いのままに押し通す。

「あのときは、本当にすみませんでした！　これ、ホテ……お部屋代です……！」

　後日ネットで調べたホテル代が驚くほど高額だったことも、また紗綾を苦しめた。

　ラブホなのかそうでないのかの区別もついていないほど浮かれていたのは痛すぎて、今でも身悶えてしまうほどだ。

　そこまで気と金を使ってくれた野中をひとり残して立ち去るなど人としてありえない。

　紗綾は自らの古傷に塩を塗り込みながら野中に頭を下げた。

「……」

「……」

　沈黙が二人の周囲に降り積もる。

　もしかしたら雰囲気の良い静かなカフェの中の空気をも悪くさせてしまったかもしれないという懸念から顔があげられなくなっていた紗綾に、野中の発する小さな音が聞こえた。

　ため息である。

（呆れられた……！　当然だけど呆れられてしまった……！）

　じわりと視界が涙で歪む。

　泣いて誤魔化すつもりなど毛頭ないが、生理的に我慢できる類のものではない。

　気持ちが昂っている。

　だがこれは落ち着けるための涙だ。

　けっして悲しいからではなく……！　そう自分に言い聞かせるが、視界はどんどん潤みを増す。

　泣くなんてウザいと思われる、と必死に目に力を入れるがどれだけの効果があるのか判然としない。

「これは仕舞って。ねえ、紗綾ちゃん」

　野中の声がぐっと近づく。

　紗綾の視界にあるテーブルが陰り、野中が身を乗り出したのだとわかる。

「今日はお互い動揺していると思うから、仕切りなおそう。次の土曜、また会って話そう」

　目の前に白く清潔そうなハンカチが差し出されて、紗綾はそれで涙を拭った。

　また会おうと言ってくれた野中の声はいつもよりも固かったが、それでも優しさを多分に含んでいる。

（……どこまでも優しいんだから。その優しさがわたしをつけあがらせるのに）

　ありがたいと思いつつ、決定的な引導を渡してくれない野中のことを心の中で詰る。

　それでもまた会えるのだと喜ぶ気持ちがある自分が、ひどくずるい人間に思えて紗綾はまた少し泣いた。




　そして土曜日。

　醜態を晒してしまった自分に気合を入れるべく、パンツスーツに身を包んだ。

　今日こそ野中を自由にしてあげるのだという気持ちだった。

　しかしどこかに野中に対する恋心を忍ばせたくて、胸元にボリュームのあるフリルのブラウスと、高めのパンプスをチョイスした。

（これくらいは、許してくれるよね）

　野中と会うのも恐らくこれで最後だ。せめてキリリとした姿で覚えていてほしいと思う反面、わずかでも女性として可愛いと思ってほしかった。

　それに今日は仕事があるため野中と会うのは夜になる。

　迎えを断り、仕事から直接待ち合わせ場所に向かうことにした。

　これは正確にはデートではないという逃げ道がほしかったのもある。

（本当に、保身ばかりの浅はかな考え……）

　紗綾は退勤のあと化粧を直して、トイレから出たところで幼馴染の陸郎とばったり会った。

「お、どした、綺麗なかっこして」

　揶揄うような声音に紗綾は目を眇める。

「普通通りよ。ロクはまだ仕事？」

　陸郎はおうよ、と威勢よく応じて力こぶをつくる。

　業務中にいかに筋肉を鍛えるかという課題に取り組んでいるため、陸郎は話の途中で無意味なポーズをとることが多い。

　陰で脳筋と言われているが本人にとって脳筋は誉め言葉らしく、気にしていないようだった。

「ねえ、この格好……かっこいいかしら」

　今日は野中の前で醜態を晒すことができない紗綾は不安になって陸郎に尋ねた。

　個人として対応できないのなら業務として野中との話し合いに臨もうと思ったのだ。

　陸郎は顎に手を当てて目を細めるが、ニッと歯を見せて破顔する。

「めっちゃかっこいい。デキる女っぽい」

「そ、ありがとう。頑張ってくる！」

　陸郎の言葉に勇気をもらって、紗綾はヒールの音も高く、会社を後にした。




　指定された駅で待っていると、徐々に空の群青が濃くなっていく。

　本格的な夜が来るのだと感じて、少し鼓動が早くなる。

　相手が特別に思っていなくても、夜に待ち合わせするのは紗綾にとって緊張することだった。

　自分を落ち着かせるように数度深呼吸をすると、車のクラクションが鳴った。

　そちらを見ると車の運転席から野中が手を振っている。

「いっけい先輩？」

　驚いて駆け寄ると乗って、と声が掛けられる。

　混みあう駅前のロータリーのため、紗綾はすぐさま助手席に乗り込みシートベルトを付ける。

　野中は「出すよ」と短く言うと滑らせるように車を発進させた。

「あ、すいません、助手席に乗ってしまったんですけど、大丈夫でした？」

　リアシートに乗るべきだったかと思い野中を見ると、彼は口角を上げて言う。

「是非助手席でお願いします」

　おどけるような声音にさっきまでの緊張感が解けて、紗綾はホッと息を吐く。

　男性の車の助手席には特別な意味があることは紗綾も知っていたのに、つい助手席に乗ってしまった。

　まずかったかと思っていた紗綾だったが、野中にはそのようなこだわりはなかったようで安堵する。

「どこへ向かっているんですか？」

「ふふ、それは着いてからのお楽しみということで」

　はぐらかされたような気がしたが、今日の野中がなにやら楽しそうにしていることから、紗綾もなるべく気を負うことなくドライブを楽しもうと思った。

　しかし。

（わああ……っ、腕、腕が逞しい……っ）

　内心動揺しながらこっそりと横目で野中を見る。

　彼は白のピンストライプシャツを腕まくりして、ステアリングを握っている。

　視界の端で野中の腕が動くたび、紗綾の乙女な部分がミーハー丸出しで騒ぎ出す。

　それを表に出さないように必死に平常心を心掛けているうちに、目的地に到着してしまった。

「ここ、ですか？」

　先に降りた野中が助手席のドアを開けてエスコートしてくれた場所は、ナイトアクアリウムを売りにしている郊外の水族館だった。

　紗綾が仰ぎ見ると、野中はどこか得意げな顔をしている。

「そう。紗綾ちゃん好きだよね、水族館」

「え、……あ、はい……」

　野中の言葉に紗綾は頷きながら、赤面を隠すために口許を覆った。

　実は紗綾は水族館にはあまり興味がない。

　小さい頃に家族で出かけた水族館の設備が古く、海に近いこともあり、磯臭さが半端ないところだった。

　水槽の中は幻想的なのに磯臭さが邪魔をして、あまり世界に没入できなかったことが強く印象に残っている。

　しかし野中が紗綾を水族館好きだと思っているのには訳がある。

　学生の頃『水族館に行きたい。ナイトアクアリウムが特に好き』と野中のいる前で発言したことがあったのだ。

　当時ナイトアクアリウムはカップルなら必ず行くロマンティックなデートスポットとして大変流行っていた。

　野中に恋をしていた紗綾は出来るなら野中と行きたい、という期待を込めて「ナイトアクアリウムが好き」と言ったのだ。

（まさか、それを覚えて……？）

　紗綾の心に一条の光がともったが、それをすぐに自ら否定した。

　覚えていたのは偏に野中の記憶力の良さの賜物であり、紗綾の好みだから覚えていたという証左にはならないのだ。

　それにただ会って話をするだけだと思っていたのに、水族館に行くなんて想像もしていなかった紗綾は胸がトクトクと弾むように高鳴り始める。

（待って……勘違いしては駄目！　深呼吸！）

　にやつきそうになる顔を引き締めて、紗綾は水族館に入った。

　磯臭さを覚悟していたのだが、最近の水族館はそういうところもきちんとしているようで、不快な匂いは全くなく、純粋に楽しむことができた。

「うわあ……！」

「すごいね」

　たくさんの魚の群れが泳ぐ大水槽、アーチ状になっていて海の中を歩いているような感覚になる特殊水槽、そして可愛らしいペンギンプール。

　週末ということもあり夜のわりに人は多いが、人混みというほどではない。

　来場者のほとんどがカップルで、館内はしっとりとした雰囲気に包まれていた。

　どれも紗綾の幼い記憶よりも素晴らしい光景で夢中で見ていると、足元の段差に躓いてしまった。

「きゃ！」

「おっと、大丈夫？」

　隣にいた野中がすぐさま支えてくれて事なきを得た紗綾は、礼を言って体勢を立て直す。

　しかし野中は手を離してくれない。

　見上げると口許だけで笑った野中は、紗綾の手を取って自分の手に絡ませる。

「今日は高いヒールを履いているし、薄暗いし、危ないから掴まってて。離さないでね」

　念を押すように首を傾げた野中の視線が射るようにまっすぐ紗綾に向かっていたため、紗綾は大丈夫だという言葉を生唾と一緒に飲み込んで頷いた。

　野中の顔があのときの顔と重なったのだ。

（あのときの……ホテルに行ったときの顔みたいな……）

　気のせいだと自分に言い聞かせ、水槽の中を注視するが、すぐにそれもできなくなった。水槽に映る野中が自分を熱く見つめているのだ。

（ちが、……違う、これは見つめているんじゃなくて、見ている！　ただ単に危ないことをしないか見られているだけ……見守りの視線！）

　自らにそう言い聞かせるが、ガラス越しに視線がかち合ってにっこりと微笑まれると気持ちが揺らぐ。

　次第に頬が熱く感じられ、耐え切れなくなった紗綾は繋いでいないほうの手で顔を扇ぐ。

「熱い？」

　揶揄うような声音の野中が耳元に顔を寄せて囁く。

　同時につないだ手に力を籠められ、紗綾はどうしていいかわからなくなって足元を見る。

「あの、本当に……揶揄うつもりなら勘弁してほしいですし、同情や祖父への配慮ならこの辺でやめていただければ」

　このままでは、勘違いとわかっていても野中に対する気持ちが止められなくなってしまいそうだ。

　なにしろ紗綾はまだ野中への恋心が忘れられずにいるのだ。

　蛇の生殺しどころの話ではない。

　だが自分から言い出す勇気もなく、野中から引導を渡してもらおうとしているのが情けなくて紗綾は眉を顰める。

　そうするときつい顔つきになることは知っていたが、そうでもしないと涙がにじみそうだったのだ。

「うーん、いまいち気持ちが通じていないなとは思っていたけど、ここまでとはね」

　野中は深刻そうに唸ると、繋いだ手を軽く引いた。

「紗綾ちゃん、ちょっと」

　水槽のサイズのせいで生じたデッドスペースなのか、照明の届かない暗く引っ込んだところに連れ込まれた紗綾は息を呑む。

　野中が壁に両手をついて囲い込むようにしたのだ。

「紗綾ちゃん、今日で何回目だか覚えてる？」

「え？」

　急に脈絡もない質問をされて、顔を上げる。

　目が合った野中は真剣な顔をしていた。

　静かな中にも探るような視線は紗綾に思い出せと言っている。

　紗綾は野中の言いたいことに心当たりがあった。

　学生時代に、ふたりで話した回数と言えばひとつしかない。

　でも、まさか……。

「八回目だよ。でも、俺と紗綾ちゃんは見合い相手だし、知らない仲じゃないし、俺の勘違いじゃなきゃ好意以上の気持ちがあるよね？　十回目じゃなくてもよくない？」

　野中の言葉をを紗綾は正確に紗綾に理解した。

　正解を裏付けるように野中の顔が近付く。

「あの、いっけい先輩……っ」

「名前で呼んで」

　名前で、と言われて紗綾の頭の中が真っ白になった。

　野中の名前はいっけい、……。

（じゃない！）

　いっけいとは名前の別読みであだ名のようなものだ。

　野中の本名は、と考えた一瞬を気付かれてしまった。

「あ、俺の名前忘れたでしょう？」

　コツ、と額が軽くぶつけられた距離があまりに近くて手を突っ張ろうとすると、その手を封じられた。

　そして野中はさらに身体を寄せて紗綾を壁に追い詰める。

「わ、忘れてません……っ」

　胸の先が野中の胸板に触れそうになって一歩下がると背が壁についてしまい、もうこれ以上逃げ場がないのだと知った。

「ふぅん？　じゃあ、呼んでみて」

　そう言いながら野中は紗綾の鼻先に軽くキスをした。

「ひゃ！　ちょ……っ」

「ほら、早く呼んで」

　楽しそうな野中の声音とは正反対に、紗綾は追い詰められていく。

　もちろん野中と触れ合うのが嫌ではないが、頭の隅のほうでもしかしてまた、という思考がこびりついて消えてくれないのだ。

　それほどまでに、紗綾の心の傷は深かった。

　ましてや相手は同じ野中なのだから。

　だが、心のどこかで『今回は違う』と思っている自分もいる。

　前とは違い、野中のほうから積極的に紗綾へアプローチしてきているように思えるのだ。

　もしこれが祖父への忖度でなければいいのに。

　そう思いながら、紗綾は細く小さく、名を呼んだ。

「か、一かず慶たか、さん……っ」

「ふふ、正解」

　紗綾の唇にフ、と息がかかったかと思うと、フニっとしたものが唇に押し当てられた。

　あたたかくて柔らかいそれはすぐに離れると、今度は紗綾の下唇を食むようにして重ねられる。

「……っ」

「キスしていいよね」

　もうしている、という言葉は入り込んできた野中の舌に攫われてしまった。

　まるで別の生き物のように紗綾の口内を這いまわるのに目を白黒させていると、野中の舌が紗綾のそれに触れた。

「……っ、ん、んん！」

　優しく撫でるように触れたあと、重ねて擦り合わされると勝手に身体が震えて胎の奥の方がじぃんと痺れた。

　どこかでなにかが滴るような気配がした紗綾はごく、と喉を鳴らす。

　口に溜まった唾液が喉を流れ落ちる際、いつもと違う味がしたことに羞恥が煽られる。

「ふ、……っ、う、うう……っ」

　両手を封じられたまま、背を壁に張り付かせて自由が利かない状態で野中からの口付けを受ける紗綾は、自分がひどく興奮していることに気付いた。

（よくわからないけれど……、わたし……）

　どこかでなにかが、どころではなく足のあわいに明らかな潤みを感じた紗綾は腿を摺り合わせて身動ぎした。

　拘束された手を離してほしい。

　目の前の野中に縋りつきたい。

　抱きしめて、隙間なく抱きしめられたい。

　そんな淫らな欲望が湧き上がるのが止められない。

　紗綾は夢中で自分から舌を伸ばし野中のそれに触れた。

「……、……」

　瞬間、野中が反応したのがわかった。

　はしたないと思われたかと身を固くするが、すぐに野中が応じるように舌を絡めてきたため、身体の力を抜く。

　触れているのは口と手。

　しかしそれ以上にもっと野中を感じて紗綾はうっとりと瞼を持ち上げる。

　焦点が合わないほど近くに野中の顔がある。

　彼も瞼を伏せていたが、視線を感じたのか薄目を開けた。

「……っ！」

　至近距離で目が合うと野中はより深く唇を重ねてきた。

　まるで噛みつかれるような激しいキスに紗綾は立っていられなくなる。

　膝から力が抜けてバランスを崩したところを野中に抱きとめられる。

「大丈夫？」

　紗綾を気遣ってのことだとわかるが、それでも耳元で囁くようにされると官能のほうを強く感じて、紗綾はポーっとなってしまう。

「一慶さん……」

　名前を呼んで、これが夢ではないという確信を持ちたい。

　そう思った紗綾だったが、遠くから人の話し声がして期せずして夢ではないという確信を持つことになった。

（こ、ここ……、公共の場だった……っ）

　我に返った紗綾は拘束されたままの手のひらで野中の胸を推して距離を取る。

　すると紗綾の意を汲んだのか野中もあっさりと紗綾の手を離した。

　しかし身体をどかすことはせず、それどころかさらに紗綾を自分と壁の中に閉じ込める。

「ちょ、一慶さん……っ」

「しっ……静かに」

　そう言うと紗綾を人目から隠すように覆い被さる。

　照明を落としたナイトアクアリウム、さらに暗がりで奥まった場所でじっとしているせいで近付いてきた客は二人には気付かず、水槽の魚たちを楽しそうに見て通り過ぎていった。

　安堵した紗綾はホッと息を吐いて野中を睨みつける。

「もう、いっけい先輩ったらこんなところで……っ」

「こんなところで発情するなって？」

　人好きのする笑顔にほだされそうになりながらも紗綾は深呼吸して、乱れたであろう髪を整える。

　心臓が早鐘を打っている。

　自分はこんなにドキドキしているのに、野中はいつもと変わらない様子なのが、不公平だと感じて頬を膨らませる。

「揶揄ったんですか？　人が悪いです！」

「好きだよ」

　低い声で野中が囁いて、紗綾の手を取った。

　ずっとほしかった言葉が急に与えられて、紗綾は意味が理解できず呆ける。

　たっぷりと十秒はあっただろう沈黙の後、紗綾がよほど不審げな顔をしたのだろう。

　野中が小さく吹き出した。

「～～～、やっぱり揶揄ったんですね！」

「いいや、紗綾ちゃんの顔があまりに可愛くて。本当に好きだよ」

　くつくつと笑いながらそう言う野中はそれでも堪えていたのか、咳払いをして笑いを収めようとしていたが、結局耐え切れなくなったのかぶふっと吹き出す。

　それだけでは済まず、とうとう腹を抱えて笑い出す。

「あは、はははっ！　駄目だ、おかしい！　紗綾ちゃんが可愛すぎてダメだ……っ」

「ちょっと、酷くないですか？　絶対可愛いの使いかた違ってますよね？」

　顔を真っ赤にして抗議する紗綾はこぶしを握って手を振り上げた。

　それは勿論本気ではなかったが、野中はそのこぶしを受け止めて紗綾への謝罪を口にする。

「ごめんごめん。でも違わないよ。本当に可愛い。本当に好き。紗綾ちゃん俺と結婚して」

「嘘ばっかり！　本当にわたしがＯＫしたら困るくせに！」

　紗綾の気持ちが六年前にフラッシュバックする。

　大好きな野中とひとつになれると思っていたのに、そうはならなかったあの苦い思いが胸に広がり目頭が熱くなる。

　本心からの言葉ならどんなにいいだろうと思うと、のどが震えて嗚咽が出そうになり唇を噛む。

　泣いて困らせるような子供ではないつもりだった。

　あれから六年も経っているのだ。

　今日だって野中の本意を確かめて、大人として冷静に話し合いをするつもりだった。

「ＯＫしてよ。俺と結婚して。俺のこと、前より今よりももっと好きになってほしい」

　まるで懇願するような声音に紗綾の心が揺さぶられる。

「……っ」

　今でもなお、野中に想いを寄せていることが本人にばれていたことを知り、紗綾は動揺する。

「信じられない、そんな……っ！　わたしのことなんて全然、これっぽっちも意識していないくせに！」

　手を振りほどこうともがくが、できない。

　ほっそりとしている野中だったがやはり紗綾とは筋肉量が違うらしい。

　なにをしても野中の手のひらの上なのか、と思うと紗綾の眦に涙が滲んだ。

「うぅ～～～っ」

「ちょっと、紗綾ちゃん？」

　周囲への配慮まで気持ちが回らなくなった紗綾の声は静かなフロアによく響いた。

　抑えようとしても気持ちが溢れてしまってコントロールできない。

「いっけい先輩がわたしをなんとも思ってなくても、女として見られなくても、わたしは……っ、いっけい先輩のこと好きで、ずっとドキドキしてて……っ」

　初めて出会ったときから、きっと惹かれていた。

　優しい笑顔も、ときどき見透かしたような意地悪な顔をするのも、人を気遣う優しさも、作品にかける情熱の強さも。

　なにもかもが紗綾の中で鮮明なのに。

（好きな人が同じ強さで自分を好きじゃないことがつらい……なんて、子供みたいで恥ずかしい……っ）

　しかし昂った感情はそうそうすぐには収まらない。

　野中は困っているだろう。

　構わないから自分を置いて立ち去ってくれないかな、と思っていた紗綾は、不意に息苦しさを感じた。

　野中が紗綾を抱きしめたのだ。

「ごめん。本当にそんなことないから。俺だって紗綾ちゃんと同じ気持ちだよ。だから泣かないで」

　嘘だ。

　泣き止ませるための慰めに過ぎない。

　そう思うものの、力強く抱きしめられ、全身を野中の香りで包まれると安心して脱力してしまうのも事実。

　紗綾は鼻をスンスン鳴らしながら、小さく唸る。

「うぅ～……、嘘だぁ……」

「嘘じゃないよ。それを証明することもできるけど」

　囁くような野中の声に、紗綾の涙が止まった。

　野中が紗綾を好きなことを証明する。

　そんな手立てがあるのか。

　言葉の意味を咀嚼する紗綾の耳に、再び低い声が吹き込まれる。

「証明するのには夜通し掛かるけど、いい？」

　野中の言葉に雄の気配を感じて、紗綾の身体が緊張した。




　二人だけの世界に没頭していた紗綾だったが、野中の腕の中から出ると、遠巻きに二人を観察している人々がいることを知り、羞恥で倒れそうになった。

　ナイトアクアリウムは家族連れよりもカップルが多いのが幸いしたが、それでも立派な痴話げんかに見えたことは誤魔化しようもない事実だ。

　野中は、恐縮して縮こまる紗綾の肩を抱いて水族館を出た。

　駐車場に停めてある車のロックを解除すると助手席側のドアを開けて乗るように促すが、紗綾は棒立ちになったままだ。

「紗綾ちゃん？」

「あの、こんなに迷惑をおかけしたのに、車で送ってもらうわけには……」

　なにより愁嘆場を演じた直後に車内という密室に野中と二人でいるのは、非常に気まずい。

　紗綾としては仕切り直すための時間がほしかった。

「送るんじゃないから、移動するだけだよ。乗って」

「移動？」

　不安げに聞き返す紗綾を半ば無理矢理助手席に座らせると、ドアを閉めた野中はすぐに運転席に回り込みエンジンをかける。

　アイドリング独特の振動のなか、野中は前を向いたまま車を発進させた。

「言っただろう？　本当に君を好きなことを、夜通し証明するって」

　紗綾は息を呑んだまま、なにも言うことができなかった。

　そうして連れてこられたのは水族館からほど近い、海の見えるリゾートホテルだった。

　そんなつもりがなかった紗綾は慌てたが、野中は手慣れた様子でチェックインすると親しげにフロント係と言葉を交わして紗綾をエレベーターホールに誘導する。

　あまりにスムーズな野中を不審に思ってジト目で見ると、「あぁ、ええとね」と野中がはにかんだ。

「ここで仕事をしたんだ。ほら、エントランスのあの絵」

「絵？　あ、アレいっけい先輩の絵なんですか！」

　野中が指さした背後を振り返ると、そこには大きな風景画が飾られていた。

　墨の濃淡のみで描かれたものだったが、紗綾は鮮烈な赤を感じて思わず口を開いた。

「すごい、朝焼け……」

「え、どうして朝焼けって思ったの？」

　驚いた野中の顔を見て、紗綾が再び絵を凝視する。

　確かに朝焼けを示すヒントはなかった上にモノクロの絵だ。

　紗綾は思い違いかと顔を赤らめる。

「やだ、直感的に朝だと……。知ったかぶりで恥ずかし……」

　照れ隠しに口許を隠した紗綾に、野中はなぜか満足げに口角を上げた。

「合ってるよ。アレは朝焼け。でも、まさかなんの予備知識もなく当てられるとは思わなかったな」

　野中は参ったな、と頭を掻く。

「アレは一番最近の仕事。ここに通い詰めてるときにナイトアクアリウムのことを知って、紗綾ちゃんを誘おうと思ったんだ」

　そう言った野中はちょうど降りてきたエレベーターに紗綾を押し込んだ。

「ちょ、いっけい先輩……」

「また呼び方戻ってる……そうじゃないでしょ」

　他に乗る客がいるかもしれないというのに、野中はすぐにパネルを操作して扉を閉める。

　気遣いのできる彼にそぐわない行動だと思っていると、頬にキスをされた。

「わっ」

「紗綾、俺の名前」

　野中の視線にまた雄の気配を感じた紗綾は、ドキドキしながら野中を慣れぬ名前で呼ぶ。

「一慶さん、あの」

「そうそう」

　満足げに口角を上げると、紗綾の口の端にキスをする。

　ビクリ、と身体を強張らせた紗綾をじっとりと見つめると今度は唇にキスをする。

「今日は逃がさないから」

　野中から発せられた骨に響くような低音は、言いようのない色気が滲みだしていて紗綾の心を縛る。

　身動きができないまま『今日は』がどこに掛かる言葉なのか考えたい紗綾だったが徐々に深くなる口付けに思考が解けていく。

　目の前の男が好きで仕方がない。

　心も、身体も紗綾の全てが野中をほっしていた。

　短くない廊下を進み部屋に入りドアを閉めるとすぐに抱き合って口付けをした。

　バッグを落としたことにも気付かずに深く貪る。

「紗綾……」

「一慶さん……」

　互いの名前を呼び、存在を確かめ合う。

　灯りを点ける時間も惜しいとばかりにベッドに雪崩れ込む。

「紗綾、好きだ」

「……っ」

　野中の言葉に、紗綾は応えられなかった。

　嬉しさのあまり声が出せなかったのだ。

　六年前、そう言って抱いてほしかった。

　今となっては仕方ない話だが、苦悩し続けてきた過去の自分が報われた気がしたのだ。

「紗綾、……紗綾、君は？」

「すき、……すきです……っかずた、う、むぅう！」

　名前を呼び終わる前にじゅう、と舌をきつく吸われて目を丸くする。

　そのままごくん、と唾液を嚥下されたのを目の当たりにして、頬が熱くなる。

　自分も、野中との口付けの際、自分とは違う味のするものを飲み込んだときのことを思い出してしまう。

　熱が高まり思考が鈍るのに、触れられる肌は驚くほど敏感だ。

　首筋に這う唇や舌の感触、腕をさする手、そしてパンツスーツ越しにあわいを押し上げてくる野中の膝。

　すべてが紗綾を興奮させる。

「紗綾、脱がせていい？　直に触れたい」

「一慶さん、わたしも……っ」

　逸る気持ちで震える指先を叱咤するように、急いでボタンを外してジャケットを脱ぐ。

　いつもは見なくてもできるはずの、ブラウスのボタンを外すのに苦心していると、野中の大きな手が添えられた。

「俺にやらせて。脱がせたい」

「えぇ……？」

　思いがけない野中の申し出に困惑している紗綾を尻目に、野中は素早くボタンを外す。

　途中フフ、と小さく声を漏らしたのでどうしたのか聞くと、「胸のとこがパツパツだから」と宣う。

　野中らしくない理由に驚くが事実だからしょうがない。

　確かに紗綾のブラウスの胸元はちょっときつい。

　だからそれを隠すように胸元にフリルが付いたデザインを選ぶことが多い。

　可愛げのない自分の雰囲気を和らげることと実益を兼ねた選択だった。

「ずっと触りたかったから……ああ、すごい」

　ブラウスを脱がせシンプルな白のキャミソールを捲り上げるとブルーのレースのブラジャーが現れる。

　夜に会うとは言ってもこんな事態になることは想像していなかった紗綾は、もっと可愛いのもあるのに！　と歯噛みした。

　下から支えるようにして胸に触れた野中は、谷間に鼻先を埋めて口付けする。

「ひゃ！」

「柔らか……前はいっぱいいっぱいでいろいろできなかったから、全身で紗綾を感じたい」

　野中は素早く自分のシャツを脱ぐとベッドの下に落とす。

　そのまま紗綾の背中に手をまわしてホックを外すと、ブラジャーに支えられていたふくらみがフルリと揺れた。

「あっ」

　止める間もなく野中は、先端の桃色に熟れた乳嘴を口に含んだ。

　熱い唇で挟まれ舌で転がされ、更に吸われると紗綾は胸だけではなく腹の奥の方もビリビリと痺れるような感覚を覚えた。

「あぁんっ」

「可愛い……紗綾、好きだよ」

　手のひらを大きく広げて指を食い込ませ、指の間からはみ出る柔肉を見て、野中が目を細める。

「やわらか……っ、紗綾、直に触るとものすごく柔らかい……しあわせ……っ」

「ひゃ、あ……っ、うう、……んん！」

　形が変わるほどぐにぐにと揉みこまれ、強調され固くしこった乳嘴を摘まんで捏ねまわし、舌で舐る。先端がどんどん敏感になっていき、快感が神経を高ぶらせ、気持ちいいという感情が膨らみ続けていた。

　野中は乳嘴だけでなく、乳房も口に含み、吸って赤い痕を残す。

　まるでこれは自分のものだと署名するようだった。

　満足げにそれを見た野中は作品に押す落款のようだと笑う。

　野中の執拗な胸への愛撫に、紗綾はくたりとベッドの上で荒い息をしている。

　息を吸うたびに上下する胸を眺めながら野中は下で唇を舐めて湿らせた。

　紗綾と違ってあっという間に下着一枚になった野中は、まだ呼吸を整えようとしている紗綾の腰に手を掛け細いベルトを外すとスラックスを一気に脱がせた。

　そしてストッキングを脱がせようとウエスト部分に指を引っかける。

「はっ、あ……っ」

　ビクリと腰を戦慄かせた紗綾を落ち着かせるために、野中は彼女のふとももを撫ぜた。

「ストッキングを脱がせるだけだよ」

「や、あの……っ、まって……！」

　まだ息が整っていない紗綾がものすごい勢いで上体を起こして野中の手を押さえた。

　しかし紗綾の手よりも一瞬早く、野中はストッキングを彼女の脚から抜き取ってしまう。

「うん？　駄目なの？」

　不思議そうに小首を傾げる野中に説明するのが恥ずかしくて、紗綾は視線を彷徨わせた。しかしいい言葉が見つかる前に野中はその理由に行き着いたらしい。

　ストッキングを手に彼の口元が綻んだのを認め消え入りそうになる。

　手の中のそれには紗綾が野中の愛撫で感じていたという確かな証が残っていたのだ。

「やだ、見ないで……っ」

　身を乗り出して野中の手の中のストッキングを取り返そうとしてきた紗綾をみて、野中は深い笑みを浮かべる。

「恥ずかしいの？　俺は嬉しいけど」

「ひゃ！」

　半裸の状態で抱きしめられ、紗綾の顔は真っ赤になってしまう。

　野中に抱き寄せられた紗綾はとキャミソールをとブラジャーを脱ぎ、口付けを交わす。

「全部見たい、……見せて」

　野中と視線が絡まると、顔を真っ赤にしながらも紗綾が頷く。

　紗綾の許可を得た野中はショーツを指にひっかけるとゆっくりと下に引いた。

　同時に脚のあわいからつう、と透明な雫が内腿を伝い落ちる。

「あまり見ないで……」

　羞恥に俯く紗綾を、野中は満面の笑みで迎え、愛した。

　膝を割られ、秘めた部分をじっとりと見つめられた紗綾は羞恥で顔を真赤にする。

（見ないでって言ったのに……っ）

　見られていると思うと、余計に蜜洞から愛液が滴る。とろりとした感触が媚肉を伝うと、野中の指がそれを掬いとった。

「紗綾を傷つけたくないから、ゆっくりするね」

　言葉通り野中は周辺をマッサージするように優しく触れてから指を局部に押し付けた。小刻みに動かし、蜜が淫らな音を立て始めると、紗綾の身体も解れていく。

「ん、あ、ぁあ……っ、一慶さ……っ」

「紗綾、好きだよ」

　夢かもしれない、と紗綾は思った。名前を呼んだら、応えてくれる人がいる。

　それがこんなに幸せだなんて知らなかったのだ。

　野中は紗綾の名前を呼びながら、六年前よりもずっと丁寧に紗綾を蕩かしてくれた。

　ゆっくりと指を挿入して入り口を何度も行き来されると、恥ずかしさとくすぐったさが交互に襲ってきてどうしていいかわからなくなる。

　そもそも絶対的な経験値が紗綾には足りていない。

「あっ、やぁ……っ」

　思ったよりも太く長い指が紗綾の蜜洞を摺り上げる。

　ザラザラとしたところを指の腹で圧されると、ビリビリと電気が走り腰が戦慄く。

　崖っぷちを全力疾走しているような不安定さの中で、紗綾は快感の波頭が崩れそうになるのを必死に我慢した。

　しかし紗綾の反応を注意深く見ていた野中は反対の手でヒクヒクと震える小さな秘玉に触れた。

「あっ！」

　快楽に敏感な花芽の反応は顕著だった。腰が戦慄き、蜜洞を解す野中の指をきゅうきゅうと締め付ける。

「や、だめ……っ」

　すぐに達してしまいそうなほど強烈な感覚が紗綾を襲う。野中の指は乱暴ではなかったが、紗綾が弱すぎた。指の腹で撫でられクリクリと転がされると覿面に効いた。

「これ、気持ちいい？」

　弱いところを重点的に攻められ、あっけなく高みにのぼり、崩れ落ちた。

「んっ、ん、ふ……ぁっ！」

　ビク！　とひときわ大きく身体がしなり、達した紗綾は無意識のうちに野中の指をきゅうきゅうと食い締める。

　知らぬ間に息を詰めていた紗綾は目の前がチカチカと明滅したことで、慌てて息を吸う。

「はっ、あっ……、ふっ！」

　追及の手を緩める気がないのか、野中の指がさらに紗綾の奥を暴こうと動くと、背中が反り返り、自分から野中に局部を押し付けるような格好になる。

「ここ？　ここが好き？」

「ん、あぁ……っ、待って、ちが、今イッた、ああ……！」

　野中の言葉にも、自分がなんと返しているのかわからない。

　本当はそこがとても気持ちいいのに伝えられなくて、紗綾の目尻から涙が零れる。

　全然スマートじゃない。

　こんなとき手はどこに置いたら？

　どんな顔をしたら？

　快楽に蕩けた紗綾は考えたら考えるだけ思考がこんがらがる。

「……なに考えてるの？」

　とうとう紗綾の混乱ぶりが野中に伝わったらしい。

　ぐっと身を寄せて密着した肌の熱に絆されて、紗綾の頭の中は野中でいっぱいになる。

「わたし、おかしくて……、待ってほしい……、わけがわからないくらい中が気持ちいい……っ」

「ふ……っ、紗綾は本当に可愛いね」

　僅かに声を震わせた野中が顔を近付けて口付けると、自然と口を薄く開き迎え入れる。

　舌を絡ませ甘く食むと、貪欲な身体は再びあの快感を得ようと野中の指を締め付けた。

　それに味を占めたのか、野中はしつこいくらいに蜜洞と花芽を愛撫し、紗綾が何度も絶頂に至りもういいと言っても譲らなかった。

　蜜がぐちゅぐちゅと淫らな音を立てるのを消え入りそうな気持ちで聞きながら、喉からはしたない喘ぎ声が漏れるのを止められない。

「あ、っんん！　一慶さん……っ」

　名前を呼ばれた野中は、ビクビクと身体をしならせる紗綾の胸を揉みしだきながら唇を歪ませた。

「もっと名前を呼んで、もっと乱れて。誰にも見せたことのない顔で俺を感じて」

　そう言って野中が臍下にきつく吸い付く。

　同時に中を解していた指で腹側をグリグリと押し上げられ、紗綾は情けない声を上げた。

「ひ、ぁあ……っ」

　野中の指をきゅうきゅうと食い締め、腹筋を震わせて達する。

　荒い息をついて酸素を求める紗綾の中から指が引き抜かれる。

「はは……、指にまでこんなに吸い付いて」

「……っ」

　揶揄う意図はないのだろうが、野中の言葉に羞恥心を煽られた紗綾は顔を隠して唇を噛む。

　しかしすぐに下腹部に熱いものを感じてハッとする。

　紗綾は野中の前が膨らんでいるのに気付いて生唾を飲む。

（あんなに大きく……）

　それによく見ると野中は額に汗を浮かべ息を荒くしている。自分を愛撫することで野中の興奮も高まっているのだと思うと、紗綾の心が震えた。

　見られていることに気付いた野中は僅かに口の端を上げて微笑むと、おもむろにサイドテーブルに手を伸ばし薄い包みを取り出し下着を脱ぎ去る。

「一慶さん……」

　目の前に現れた熱く猛る肉茎から目が離せずにいると、先ほどの薄い包み──コンドームの封が開けられ、野中の手によって素早く装着された。

「紗綾、俺を受け入れて」

　野中の声はあくまで静かで、押し付けるような響きはなかったが、猛る屹立までそうはいかなかったらしい。

　堪えきれないようにズリズリと紗綾の秘部に竿を擦り付けて、今すぐにでも潜り込んできそうな勢いだ。

「紗綾、……好きだ」

　切なく掠れる声に紗綾の鎖骨がぎしりと軋む。

（こんなに求められて、わたし……幸せでどうにかなっちゃいそう……っ）

　気を抜くと泣いてしまいそうだった。

　紗綾は眉間に力を入れてなんとか涙をこらえた。

「一慶さん……わたしも一慶さんが好き……きて……」

　差し伸べた手がみっともなく震えていたが、それでも紗綾は野中がその手を取ってくれると信じていた。

　異性との交際を禁じられて恋愛方面に疎かった紗綾が、初めて明確な恋心を抱いたのが野中だった。

　兼蔵からの不純異性交遊禁止から六年前のことを考えると未だに胸が痛むし、納得しきれていない。

　それでもこうして再び野中と出逢い、今度はしっかりと想いを伝えあい結ばれるとなると紗綾の胸に迫るのは野中への愛情だ。

（そう、わたし一慶さんを信じている……）

「紗綾……っ」

　野中が手を取りシーツに縫い留めると、被膜越しに紗綾の隘路を熱杭で押し拓く。

　十分に慣らされたそこは野中を受け入れながらもギチリと締め付ける。

「い、……ぁあっ」

　身を裂く痛みと指とは違う大きな違和感、しかしそれをも凌駕する圧倒的な達成感に紗綾は涙を零した。

（一慶さん……好き）

　強く閉じていた瞼に野中のキスが落ちてくる。吐息混じりに紗綾を呼ぶ声が聞こえてきて、詰めていた息をそろそろと吐くと唇が塞がれた。

「ん、んっ」

　息ごと奪うような激しいキスに驚くが、野中が紗綾を求めてくれているのがわかって嬉しくなる。紗綾の方からも積極的に舌を絡めて応じると痛みが和らぎ、身体の強張りが引いていく。

　紗綾の変化を身をもって知ったのか、野中が色気を多分に含んだ声で低く囁く。

「動いていい？」

　紗綾が頷くと野中はゆるゆると腰を揺らす。それは動くというよりは中に自分を馴染ませるような微かさで、もっとガンガン突かれると想像していた紗綾は驚く。

（え、そんな感じでいいの？）

　あまりに優しすぎる律動に拍子抜けした紗綾だったが、野中の荒い息と眉間に刻まれたしわでようやく察する。

（……っ、我慢、してくれてるの……？）

　多分本人にそれを聞いても否定するかもしれない。

　だが、紗綾は野中の優しさを感じて、瞬時に体温が上がった。

（あっ、駄目……っ、好き……っ！）

　膣壁が勝手に収縮し野中を離すまいと締め付ける。

　急な変化に驚いたのか、目を見開いて顔を上げた野中と視線が合う。

「紗綾？」

　戸惑いと気遣いを含んだ野中の声にまた、紗綾はキュンとする。

「一慶さん……っ、いいの、もっと……して……っ」

　さすがに具体的に口にすることはできなかったが、それでもしっかり伝わったようだ。

　野中の律動が早さを増していく。

　優しく揺さぶられ奥を突かれた紗綾は徐々に強い快感を拾う。

　荒い息遣いの合間に唇を重ね舌と視線を絡ませると、得も言われぬ気持ちになった。

「あっ、いっけいさ……っ」

「紗綾……、さあやっ」

　腰が打ちつけられる乾いた音と淫らな水音が入り混じると、ムズムズして喘ぎ声が止まらない。中の収縮に合わせて内腿に力が入り、野中の腰を挟むような形になる。

　そうすると中を締め付ける力が増すようで、紗綾は無意識にそれを繰り返す。

「さ、さあや……っ」

　掠れた声に名前を呼ばれて顔を向けると口を塞がれる。

「んっ、ふ……っ、あぁ……っ」

　野中の腰が押し付けられ、先端が紗綾の奥を抉るように突く。

「んぁ……っ！　あぁ！」

　背骨に電流が走り蜜洞がぎゅう、と激しく収縮すると紗綾の頭の中で火花が散る。

　全身が戦慄き意識が真っ白に塗りつぶされた。

「さ、あや……っ」

　全てが白い世界に野中の声が響き、紗綾を穿つ雄芯が大きく脈動した。本能的に野中が達したことを察知した紗綾は、大きな安堵を感じながら真っ白な海に意識を沈めた。

　一般的に性交と呼ばれる生殖行為だったが、紗綾にとっては長年のコンプレックスを乗り越えるための儀式めいた意味合いを持っていた。

　それが想いを寄せた野中によってもたらされたという事実は紗綾にとって大きかった。




　翌日は仕事が休みだったこともあり、昼過ぎまでホテルで野中と過ごし、夕方帰宅した紗綾は家の前まで来てようやく、宿泊について家になにも連絡を入れておかなかったことに気付いて顔を青くした。

　スマホを見れば自宅から着信が数件入っている。

　人と会うから遅くなると伝えたものの、紗綾自身泊まるつもりがなく急な出来事だったため、そこまで思い至らなかったのだ。

（う～ん、スマホより一慶さんばかり見てたからなあ。連絡しなかったのは悪かったけど、わたしも立派な大人だし、そうそう連絡をしなくても）

　とは思いつつ、やはり連絡のひとつくらいはしておくべきだったと反省に首を垂れていると、手にしたスマホが鳴った。

「うわ」

　画面を見ると母親からだった。紗綾は門扉に手を掛けたまま電話に出た。

「も、もしもし……」

　『ああ、ようやく連絡が取れた。大丈夫？　おかしなことになってない？』

　安堵したような声に罪悪感が募った紗綾はますます頭を下げる。

「うん、大丈夫。連絡しないでごめんね」

『無事ならいいんだけど。今度から外泊するならちゃんと言ってほしいわ。ご飯の準備だってあるし』

　まったくもってその通りな母親の言葉に、紗綾はぐうの音も出ない。

　紗綾は重い足を引き摺るようにして門扉を開け敷石を歩いた。

「ごめん、急なことでうっかりしてた。ただいま」

　きちんと話そう、と紗綾が玄関を開けた音に気が付いて、母親はパタパタとスリッパを鳴らして玄関までやってくる。

「あらやだ、そこにいたの？」

　通話を切って母親と向かい合うと、申し訳ない気持ちが膨らんでくる。

　無断外泊の件だけではなく、兼蔵の言いつけを破ったことへの罪悪感が紗綾に重くのしかかってきた。

　無言でいる紗綾に思うところがあったのか、母親は視線で紗を促すと居間のソファに座らせた。そしてすぐにあたたかいほうじ茶を出してくれた。

　湯呑で手のひらを温めてから、紗綾は意を決して告げる。

「……あのね、野中さんと一緒にいたの」

「あら」

　驚いたように瞠目する母親の気配に、紗綾が下を向く。

　叱責されるのか、それとも呆れられるのか。

　唇を噛んで身を縮ませる紗綾に、予想外の明るい声が掛けられた。

「まあまあ！　じゃああなたたち両想いなのね？　よかったわ～」

「え」

　安堵したように胸をなでおろした母親は口角を持ち上げた。

「だって野中さんはすごく乗り気で、紗綾がいなくても家に遊びに来てくれたりおじいちゃんのお見舞いに来てくれたりしているのに、紗綾ったら全然そんな気配無くて」

　安堵したようにずずず、とお茶を啜った母親の言葉に紗綾は疑問を投げかける。

「え、ちょ、今なんて？　家に遊びに？」

　紗綾は無断外泊を怒られるどころか、とんでもない事実を突きつけられて困惑に眉を顰めた。

「おじいちゃんも言ってたけど、野中さんは本当にいい方よ？　お母さん応援してるんだから」

「え、だって……男女交際とか……ふ、不純異性交遊、とかおじいちゃん怒るんじゃ……」

　理解を超える出来事に紗綾の頭は上手く働いていなかった。

　しかしそんな紗綾を見て母親は呆れたように笑う。

「なにをそんな時代錯誤な！　紗綾が好きになった人なら大丈夫よ！　お見合いだってそもそもおじいちゃんが持ってきた話なんだし、二人がくっついてくれたらおじいちゃん大喜びに決まってるじゃない！」

　母親の言葉をうまく呑み込めなくて紗綾が唖然としていると、母親は急に真面目な顔をして身を乗り出した。

「でも、お父さんにはまだ言わないほうがいいわね。昨日も友達のところにいるらしいわよってお母さんが誤魔化しておいたからね」

　聞くと母は幼馴染の陸郎からデートに出掛けたという情報を入手していたため、一緒にいる相手が野中ではないかとあたりを付けていたというのだ。

　協力的で理解のある母親に感謝するべきなのだろうが、紗綾は素直に喜べずに曖昧に頬を引き攣らせた。

「あなたったら真面目だから、ずっとおじいちゃんの言いつけを守って彼氏を作らないんだもの。母親としてはやきもきしていたのよ。だからあなたが野中さんみたいな素敵な人と出逢えて本当にうれしいの。幸せになってね」

　まだ結婚が確定したわけでもないのに、母親は瞳を潤ませてうんうんと頷いている。

　自分のセリフに酔っているのかもしれない。

「あ、ありがとう。でも、勝手に外泊したのはごめん」

　娘の恋愛に諸手を挙げて賛成するのが、昨今の母親界隈の風潮なのだろうか。

　紗綾はその分野にまるで詳しくないためよくわからないが、それでもちょっと感動しすぎではないかと感じて一歩引いた。

「いいのよ。あ、明日仕事帰りにおじいちゃんのところに届け物をしてくれる？」

　着替えやタオル、その他諸々が入ったバッグが部屋の隅に準備されているのを確認して紗綾は頷いた。

　これでチャラ、とばかりに小さな頼みごとをするのは家族の間では昔からの仲直りの印だった。

　罪悪感を抱かなくていいのだと言われているようで、紗綾は眉を下げて肩を竦めた。

「うん、いってくるね」

　そう言って紗綾は明日、兼蔵に野中のことが好きだと言おうと心に決めた。

　翌日その通り実行したところ、兼蔵が『ミカミ輸送はこれで安泰だ！』と大いに喜び万歳三唱したため、看護師からお小言を食らってしまった。

「おじいちゃん、わたし野中さんとお付き合いして……いいの？」

　兼蔵の言いつけを守らないと、と幼心に刻まれたある種のトラウマが紗綾の気持ちに微妙にブレーキをかける。

　だが、兼蔵は過去のことなど忘れたように満面の笑みで頷く。

「野中君とさーちゃんはお似合いじゃ。すぐにでも結婚してほしいくらいじゃ！」

　兼蔵からのお墨付きは紗綾の心を驚くほど軽くした。

　まるで重いコートを脱いで春の風に吹かれたような気持ちになった。

　そんな紗綾の顔見て、兼蔵はまた満足げに笑う。

　それからすぐに紗綾と野中は婚約し、それをを公表した。

　運輸業界の雄の孫娘と、日本美術界の寵児との婚約は世間をほんの少し騒がせた。

　しかし芸能人でもなく、あくまで一般人であるため報道の自粛を求めたのが功を奏し話題はすぐに別へ移り、紗綾はホッとすることができた。

　職場でもたくさんの社員から祝福された。

　特に仁科からは半泣きで『私に隠れていつの間に他の男のものになったんですかおめでとうございます！』とキレ気味で激しいハグを受けた。

　その後以前立ち寄った画廊での展示会に野中と連れ立って訪れた際もスタッフから祝福を受けた。

　そのとき佐島がしきりに紗綾を褒めたので、野中がムッとして横を向く。

　佐島がそれを指摘すると『紗綾のいいところを一番知っているのは自分だから』と意味不明なマウントを取り、周囲が生温い雰囲気で満ちた。

　恐縮して半笑いになった紗綾を、野中が誰憚ることなく『俺の紗綾』と呼んで握った手を離さずいた。紗綾は真っ赤になりながらも、野中の手を握り返す。

　自分をこんなに深く想ってくれる野中となら、きっと幸せになれると、紗綾は信じて疑わなかった。







４・亀裂








（早く来れてよかった）

　半休を取った紗綾はまだ外が明るいうちに病院へ来られてホッとする。

　婚約から三か月、すべてが順調に進んでいた。

　また母親から兼蔵に届け物をしてほしいと頼まれた紗綾は、大きなバッグを肩に掛けなおした。

　出勤時に荷物が多いことを仁科に問われて病院へ持っていくのだと説明したところ、それがなぜか課長の耳に入ってしまい、半休になった。

　病院へ行くのならあまり遅い時間はよくないと諭されたのだ。

　幸い紗綾はまだまだ消化しきれていない有給があるため、それを使って半ば無理矢理のように職場から追い出された。

　余計な気をまわさせてしまったと申し訳なく思った紗綾だったが、確かに病院を訪問するのなら遅い時間は好ましくない。

　紗綾は課長と仁科の判断に感謝して病院の正面玄関から入った。

（そういえば前に半休を使ったのもおじいちゃん関係だった）

　そこで、六年ぶりに野中と再会したのだ。

　兼蔵の強引さには辟易するところもあるが、それでも兼蔵のおかげで長年の心の澱がなくなったのだから、結果よかったのだと思えた。

　顔なじみになった看護師に挨拶をすると、「彼氏が先に来てるよ。いい人だね」と揶揄われた。

　自分と一緒でなくても時間を見つけて兼蔵を見舞ってくれる野中の存在を心強く思いながら、二人を驚かせようと、こっそりとドアに近づく。

　中からはいつもの通り兼蔵の元気な演説が聞こえてきていた。

（またおじいちゃんったら、一慶さんも毎度同じような話だと困るだろうに）

　年寄りは何度でも同じことを繰り返すから、とため息をついた紗綾は、その内容に耳を傾けて表情を変えた。

「……から、この結婚は野中家との業務提携みたいなものだ」

「こちらこそミカミ輸送の力を借りられるのはありがたいことなので」

　野中の声はいつもと変わらない涼やかさを保っている。

　それが話している内容と乖離していることが、紗綾の冷静さを失わせていく。

（業務……提携？　どういうこと？）

　言葉の意味はわかる。しかしそれが紗綾と野中の結婚に一体どう関係するのか？　紗綾は頭を振った。

（……嘘、わかる。わからないふりをしてるだけ……）

　紗綾は深く項垂れる。兼蔵は最初にお見合いだと言った。両家になんらかの利益がある繋がりということだ。それは兼蔵にとって紗綾が『片付く』ことでありミカミ輸送の成金という汚名返上だろう。だとするなら、野中家のメリットは？　ドクドクと嫌な動悸がする中、兼蔵は感慨深げに話を続ける。

「成金だ不調法者だと後ろ指を差されるのももう終わりだ。これからのミカミ輸送は文化的な活動を通じてより愛される企業になっていくのだ！　なあ、野中君」

「そうですね」

「それにしても野中君が紗綾をもらってくれるなんて、本当にありがたいと思っているんじゃよ？　あの子はあの歳まで彼氏の一人もいなくて。まあ、多少負けん気が強くて男勝りなところがあるから仕方ないが、気が強いからといってあの子を捨てないでくれるね？　そのための業務提携で資金援助だよ？」

　紗綾は唇を噛んだ。

　資金援助。それが野中家側のメリットか……。野中家がどうこうとは聞いていないが、芸術一家であるなら、金の心配なく創作に打ち込める環境は重要なのだろう。

　理解はするが感情が追いつかない。なにより兼蔵の言い分が紗綾の矜持を傷つけた。

　恋人を作らなかった遠因は兼蔵の言いつけなのに。

　兼蔵はそれをまるで忘れてしまったように、紗綾の性格に問題があるように言った。

　そうではない、と声を大にして否定したかったが、胸が苦しくて、ブラウスの胸元をぎゅっと握った。

（でも、気が強いのは本当のことだし……加えて早とちりでおっちょこちょいだし）

　自分の短所など言われずとも知っている。

　しかしそれを指摘されて結婚不適合者だと言われてしまうと立つ瀬がない。

　しかも婚約者である野中の前で。

　紗綾はそんなことはない、紗綾を愛しているのだ、と野中に言ってほしかった。

　短所もまるごと好きだと言ってほしかった。

　しかし紗綾の願いも虚しく、他でもない野中の言葉が、紗綾の心にとどめを刺した。

「ええ、わかっています」

　『この結婚は業務提携』『資金援助』……つまりそこに愛はないということか。

　紗綾が俯いて唇を噛みしめると、鉄錆の味が口の中に広がった。

「三上さんどうしたの？　まだこんなところに突っ立って」

「ごめんなさい、急用を思い出しちゃって。これを祖父に渡してもらえますか？」

　肩に掛けたバッグを顔見知りの看護師に押し付けると、呼び止める声を無視して早足でその場を去った。

　走り出さなかっただけまだ自制心が残っていた。

（悔しい……、自分だけが知らずにいたんだ……！）

　詳細はわからないが、兼蔵が野中に紗綾との結婚の見返りとして業務提携と資金援助を持ち掛けたのだろう。

　兼蔵はミカミ輸送の発展のため。

　野中は恐らくミカミ輸送の輸送網と梱包技術のノウハウのため。

　紗綾を愛しく思ったからではなかった。

（なにを今更。この結婚は元々お見合いでいわば政略結婚だったじゃない……、単に条件が一致した相手が一慶さんだってことで、わたしが知らずに舞い上がっていただけで）

　そうだ、最初から納得づくのものだった。

　しかし紗綾の気持ちはズタズタに引き裂かれてしまった。

　もはや最初の形を思い出せないくらいに。

　病院の玄関を早足で出ると、強い風が吹いて紗綾の髪をなぶる。

　その拍子にゴミでも入ったのか目に痛みを覚え、紗綾は片目を手で覆った。

「痛、……っ」

　立ち止って瞬きをしているとじわじわと悲しみが身体中に広がり、病院を出るまではとずっと我慢していた涙が堰を切ったように溢れ頬を伝う。

　紗綾はひとしきり泣くと、ハンカチで涙の痕を押さえて帰宅した。

　幸い母親は出掛けているようで、家には誰もいなかった。

　泣き顔を見られずに安堵した紗綾は子供のようにグズグズと鼻をすすると、すぐに洗面所でメイクを落とす。鏡に映った顔はまるで転んで大泣きした子供のようだった。瞼は腫れ、鼻も赤くなっている。嗚咽を堪えているせいで眉間と顎にしわが寄っている。

（涙でひどい有様……）

　簡単に保湿をすると自室のベッドに倒れ込む。見知った天井を見ているとまた涙腺が緩み、そこで枕に顔を押し付けて思うさま泣いた。

　しばらくして気の済んだ紗綾は上体を起こしてのろのろと着替えはじめた。

　バッグの中に入れていたスマホに数件の着信があったことに気付いてロックを解除する。

「……一慶さん」

　ディスプレイには通話の着信と、メッセージアプリからメッセージが来ていることを知らせる表示があった。

　唇を引き結んでアプリを立ち上げると『来たなら声を掛けてくれればいいのに。俺も病院にいたんだよ』と野中からのメッセージがあった。

　あの後看護師から荷物を受け取って、声を掛けずに立ち去ったことを不審に思ったのだろう。

　聞かれたと思っていないのか、それとも野中にとっては聞かれても問題ない内容だったのか。

　考えることも億劫で、紗綾はスマホをベッドに放り投げると、また泣いた。

　そのまま寝てしまい、次に目が覚めたのは、日もとっくに落ちてからだった。

「寝てたの？　靴があったから声を掛けたんだけど返事がないから」

「うん、ちょっと疲れて」

　泣いて腫れぼったい目をごしごしと擦って誤魔化す。

　普段と変わりない態度を心掛けたつもりだったが、母親は紗綾をじっと見つめた。

「なに？」

　その視線に居た堪れなくなった紗綾が首を傾げると、母親が口を尖らせる。

「なんか変ね……なにかあったの？」

　いつも通りにしていようと思っていたのに、違和感に気付かれてしまった紗綾は堪えきれなくなり涙を落とす。

「～～お、おかあさん……っ、わたしもうだめだあ……っ」

　嗚咽が止まらなくなり、その場にしゃがみこんでしまった紗綾の肩に、母親が触れた。

　その手が温かくて、泣き止めない自分が情けなくて、紗綾は母親に縋って泣いた。

　泣きながら事の説明をした紗綾に、母親は冷静に告げた。

「野中さんがそんな打算で紗綾に接していたようには見えなかったけど、でもそれが本当なら無理に結婚しなくていいのよ」

「でも、おじいちゃんが」

　紗綾との結婚を条件に資金援助をしているなら、一方的にこちらから婚約をなかったことにしてはまずいのでは。

　そう言うと母親は眉間にしわを寄せて唸る。

「あのねえ。紗綾をコケにした男共にそんな気遣いはいらないんじゃない？」

「お、おとこども……？」

　急に母の目が据ったような気がして、紗綾はぎくりと身を強張らせた。

「そう、おじいちゃんも野中さんも、紗綾をなんだと思っているのかしら！」

　ぷりぷりと頬を膨らませ肩を怒らせた母親は次の瞬間、見たこともないような黒い笑顔を見せる。

「お、おかあさん？」

「絶対に後悔させてやるわ……っ」

　紗綾は驚きで涙が引っ込んでしまった。

　その後、帰宅した父親に事情を説明して結婚の話を一旦凍結したいと言うと、低く唸って顎をさする。

「じいさんがまさかそんなことを……。確かに会社では野中家を中心とする日本美術界へのサポートチームが動き出しているが」

「あ、もしかして『極秘チーム』ってそれのことなの？」

　紗綾が尋ねると父親が頷いた。

　極秘チームとはミカミ輸送のベテランと若手それぞれ各部署から優秀な人材を選抜し結成されたものだ。

　紗綾でさえ詳細を知らされず、上層部の一握りしか把握していない極秘プロジェクトを担っている。

「確かそれ、ロクも選ばれているよね？」

　優秀でフレキシブルに考えることができ、実際に動ける社員を、と言われてロクを推薦したのは一年以上前だ。

　その頃から水面下で紗綾の結婚を含めてことが動いていたのか、と思うとむかつくよりも呆れてしまう。

　どれだけ用意周到なのだ。

「ああ。従来の型にはまらなくなってきている現代の美術品の梱包と輸送を一手に引き受けるほか、保管、管理の細かなアドバイスやメンテナンスも含めて、ミカミ輸送の技術力の高さをいかんなく発揮する場として、じいさんが発案して進めてきた。じいさんが野中君と知り合って加速した感はあるな」

　父親の言葉に、紗綾は首を傾げる。

「え？　野中さんとおじいちゃんが知り合ってからの企画なんでしょう？」

　資金援助の話も鑑みると、野中ありきのものだと思っていたのだ。

　しかし父親ははっきりと否定した。

「いや、それはない。じいさんはいろんなところに足を運んで、ミカミ輸送の力を必要として技術がいかせるところを探していて、偶然彼と会ったんだ」

　必要以上に傷つくな、と父の視線が言っているように見えて紗綾は力なく笑った。

　だからといって紗綾との結婚話が正当化されるわけではない。

　紗綾は自室に戻って大きく息を吐いた。

　仕事の話を交えたおかげか、随分と冷静になれた気がする。

　野中とは元々見合い。

　つまり政略結婚だった。

　それが、たまたま紗綾と野中が偶然知り合いで、更に紗綾が野中に好意を持っていたために捻じれただけのこと。

　本来愛を介在せずとも整う結婚なのに、そこに紗綾が恋や愛を持ち込んでしまった。

　野中は政略結婚が円滑に進むよう動いたに過ぎない。

（あぁ、誰も悪くない。わたし一人が勝手に盛り上がって勝手にショックを受けただけ）

　野中と心が通ったと勘違いした。

　普通の恋愛結婚と同じように、絆に意志を求めてしまった。

　政略結婚も結婚のひとつの形だと、紗綾は思う。

　一緒にいるうちに情が湧くということもあるだろう。

　それを否定するつもりはないが、今の自分にはできないと紗綾は感じている。

（このまま結婚しても、意味がない。一慶さんを幸せにできない）

　しかし野中に好かれていないことを理由に婚約を破棄して彼の仕事の足を引っ張るのは、紗綾の社会人としての矜持が許さない。

　私情を挟みたくないので紗綾が関わることはないが、彼には『ミカミ輸送』として当初の予定通りバックアップする形で対応できないだろうか。

（わたしが関わらなくても極秘チームがやってくれる）

　野中をフォローするのは必ずしも自分でなくてもいいのだという事実は、まだ飲み込めない。

　紗綾は、野中と会わなくなればそのうち平気になると自分に言い聞かせる。距離を置けば、彼への想いも薄まっていくに違いない。野中への気持ちがなくなったら、そのときは純粋に仕事相手としてプロジェクトに助力できるようになるかもしれない。

　紗綾は自分の頬を叩いて未練を追い出す。

（六年前も吹っ切ったんだから、今回だってできる！）

　そう自分に言い聞かせた。




　翌日、紗綾は野中に返事を返さぬまま出社した。

　朝スマホを確認したら、野中から追加で数件の着信とメッセージが入っていた。

　紗綾を心配するメッセージに心が揺れたが、頬をピシャリと叩いて無視を決めこむ。

　そして昼、仁科たちと時間をずらして休憩に入った紗綾は近くのコンビニでお弁当を買おうと会社を出たところで、野中の姿を見つけて足を止めた。

　同時に野中も紗綾に気付いたようで、ガードレールに寄りかかっていた腰を上げてこちらへ歩いてくる。野中の顔を見るとつい嬉しくて顔が綻びそうになってしまうが、昨日の決意を思い出し、唇を引き結び表情を固定する。

「紗綾、どうしたの」

　いつもよりも心持ち野中の視線が鋭い。

　眉間にしわを寄せ注意深く紗綾を観察している。

「な、なにが……ですか」

　返信がなくて心配したのだろう、いつもより語調がきつい野中の言葉に腰が引ける。

　その様子に気付いたのか、野中は咳払いをして息を吐く。

　自分の勢いに紗綾が怯んでいると悟ったのだ。

「いつもなら電話は無理でもメッセージくれるのに、それもないし。具合が悪いのかとこっちはやきもきしていたのに」

　野中は紗綾を上から下まで眺める。

「……元気そうだし」

「心配をかけてしまったのは、すみません」

　野中の言葉の端に拗ねた様子を見つけて思わず頬が緩みそうになった紗綾は、唇を引き結ぶ。

「……俺、何かしてしまった？」

　紗綾の言葉に硬さを感じたのか、野中が眉を顰める。

　話が長く深くなるのはまずい。

　痴話喧嘩ではないが、婚約者と微妙な話をしているのを社員に見られてもいいことはない。

　場所を変えるか、日時を改めるかしなくては、と紗綾は周囲を見回す。

　なんのことはない仕草だったが、なにか野中の神経に触れてしまったのだろう。

　野中は眉間にしわを寄せ、急に距離を詰めて紗綾の手首を掴んだ。

「俺といるのが、恥ずかしい？」

「え？　一慶さんなにを言って……、うっ」

　手首にさらに力が込められて、紗綾は思わず顔を顰めた。

　ほっそりとしていても、野中の力は強かった。

　穏やかで優しい彼の中にこんな一面があるなんて、と初めて触れる表情に思わず腰が引ける。

「は、離してください。一慶さん、落ち着いて」

　つい発した言葉が震えていたのは、他にも焦りを感じていたからだ。

　さっきよりも痴話喧嘩らしくなってしまった体勢は、注目を集めるかもしれない。

　自分はよくても野中は有名人だ。噂になるような行動はまずい。

　なんとかしなければと焦る紗綾の手首が、野中の手ごと後ろから掴まれた。

　あ、と思ったら手が強引に引き剥がされ、頭にタオルを巻いた大きな背に庇われた。

「紗綾、大丈夫か」

　野中と対峙したまま、警戒を露わにした声がした。

「ロク！」

「お前、会社の前で絡まれてんじゃねーよ、って、あれ？」

　紗綾が不審者に絡まれてると思って対応したら、見知った顔であることに気付いたらしい。

　陸郎は身体ごと振りむいて大きく目を剥く。

『おい、野中さんじゃねえかよ！』そう訴える陸郎は極秘チームのメンバーであるため、野中のことをもちろん知っているのだろう。

　それでなくても紗綾の婚約者なのだ。知らないわけがない。

　陸郎の登場でさらに場が混乱するのを危惧した紗綾は、慌てて声を張る。

「一慶さん、わたしから連絡しますから、今日はこの辺で」

　帰ってほしい、とまで直接的に口にすることはできなかった。

　本当はそんなこと欠片も思っていないのだから。

　勢いで顔を上げた紗綾は、正面から目を合わせてくる野中を見続けることができなくて視線を逸らす。

　まだ、気持ちの整理がついていない。

　近くにいたら好きという気持ちが溢れてしまいそうで苦しい。

「……わかった、待ってる。乱暴にしてごめんね」

　冷静さを取り戻したのか、野中は小さく息をついて立ち去った。

　それに安堵の息を吐いた紗綾は、気付かないうちに陸郎の背中に手を当てていたことに気付いて距離を取る。

　幼馴染とはいえ、近すぎた。

「なに、喧嘩したのか？」

　機微にまったく気付いていないのか、陸郎はタオルを取ってワシワシと頭を掻く。

　筋肉以外のことにはあまり勘が働かないのだ。

「ううん、そんなんじゃないよ。でも、ちょっと事情があって……ありがとう」

　礼を言うと、陸郎は力こぶを作って肉体を誇示し去っていった。

　恐らく「いいってことよ！」とでも言いたかったのだろう。

　食欲がなくなった紗綾は、会社の自販機でお茶を買って休憩室で休むことにした。

　いつまでも野中を避けているわけにはいかない。

　このまま結婚しないのなら、婚約を解消しなければならない。

　ダラダラと続けていてもお互いにいいことはない。

（プロジェクトが動いているんだから、わたしとの婚約解消でそれがなくなってしまうのは困る。あれはきっと会社のためにも、一慶さんのためにもなるはずだもの）

　しかし婚約破棄となればギクシャクするのは避けられないだろう。

　野中もきっとやりにくいはずだ。

「……いっそのこと転職、しようかな」

　紗綾はスマホを取り出すと、求職サイトを検索し始める。

　近隣の募集から遠隔地まで、自分の希望を入力すれば日本中どこでも閲覧ができた。

「引っ越しも、したほうがいいかな。できるだけ離れたところに」

　ばったり出会ってしまうことがないように、と考えて紗綾は「ふは、」と笑いを零す。

（大学のときと一緒だ。問題に向き合わずに逃げてばっかり）

　あのときは、それしかできなくて、でもそれが最良だと思っていた。

　野中に選ばれなかった自分が恥ずかしくて可哀そうで、情けなくて。

　紗綾は手の中のスマホ画面をじっと見て、サイトを閉じる。

　そしてメッセージアプリを立ち上げ、野中に向けたメッセージを打ち込み始める。

　愚かなりに六年もがいてきた自分は、少しでも前に進んでいるのだと思いたかった。

　メッセージを送信してスマホをテーブルに伏せると、立ち上がってお茶を一気に飲み干す。

「よっし！　やるぞ！」

　仁王立ちになった紗綾は自分の頬を張って気合を入れた。







５・政略結婚なのに、好きな人と結ばれてしまった








　野中と会って話をする約束を取り付けたのは二日後の仕事終わり。

　食事に誘うことにした。

　周囲に人がいれば自分も冷静さをある程度保てるだろうという希望を込め、密室ではなく外で食事をするつもりだ。

　会うことにした、と家族に伝えると父親が行きつけの料亭を使うように勧めてくれた。

　秘密は守ってくれるし、なにかあったらすぐ対応してくれるありがたい店だという。

「そんな政治家の会食じゃないんだから、なにもないよ。ただ話をするだけだから」

　父親の過剰な気遣いに苦笑する紗綾だったが、父親は口をへの字にして言う。

「いいや、備えは幾重にもしておくべきだ。現にこの前は手を掴まれたと聞いたぞ。普段大人しい奴が爆発すると恐ろしいんだからな」

「ちょ、お父さんはなんでそれを知っているのよ！」

　焦る紗綾に、父親は得意げにスマホを掲げる。

「ロク君とグループ作ってるから」

「筒抜け！」

　しかし料理も美味しいところだと言うことなので、ありがたく使わせてもらうことにした。

　予約して場所と時間を野中にメールすると『わかった。楽しみにしている』と返事が来た。

　もしかしたら野中と二人きりでする最後の食事かもしれない。

　紗綾は気合を入れるために一度帰宅し、着替えてから料亭に向かう。

　甘すぎないグレイのボウタイのシャツに八分丈のセンタープレスのスラックス、髪をきりっとアップにした紗綾は婚約者に会うというよりは接待に臨む出で立ちに見えた。

　先に着いた紗綾は座敷に通された。

　よくドラマで会社の重役とか政治家が、怪しげな手荷物をやりとりするような立派な座敷だった。

　仄かにイグサの香りがする畳に座ると、女将が挨拶に来て「なにかあったら遠慮なく声をあげてくださいね」と使命感たっぷりに微笑んだのを見て顔が引き攣る。

（『声を掛けてくださいね』じゃなくて『声をあげてくださいね』……悲鳴前提ってこと？　お父さん、一体女将になにを言い含めたの……っ）

　礼を言って一人になると、急にドキドキしてきた。

　紗綾は落ち着こうと床の間に飾られた花に目を向ける。

　季節の花がさりげなく飾られている。

　その凛とした佇まいは、物言わずとも紗綾の気持ちを凪いだものにしてくれた。

「お連れ様がいらっしゃいました」

「どうぞ」

　ほんの少し騒ぐ胸を押し殺して、紗綾は野中と視線を絡めた。

「やあ、すごいところだね。緊張してしまうな」

「わたしもです」

　いつも通り柔らかな笑顔で登場した野中に、紗綾の心臓が跳ねた。

　黒っぽいジャケットと揃いのスラックスで気負いなく座布団に腰を据えた野中は、何度か座り直す。

　前かがみになると白のカットソーから覗く鎖骨が艶めかしくて、紗綾は咳払いをした。

　やはり好きなのだと自覚して、目を伏せる。

　自分の気持ちが野中の重荷になるのなら、これ以上背負わせるわけにはいかない。

「それで、話したいことって？」

　野中が背筋を伸ばして口を開く。

「まずは食事をしましょう。ここの料理が美味しいからと父が勧めてくれたんです」

　辛気臭い話のせいで、せっかくの美味しい料理が食べられないのはもったいない。

　紗綾はにこやかに見えるように口角を上げる。

　企う業ちの重役は常日頃からこんなところで食事をしているのか、と羨ましく思うほどに美味しい料理に舌鼓を打つ。

　野中ともぎこちなくない程度の会話をすることができた紗綾は、お茶を飲みながら水菓子が出てくるのを待っていた。

「美味しかったね。さすが三上社長のご推薦だ」

「恐れ入ります」

　おどけたように頭を下げた紗綾は、動きを止めた。

　野中が真面目な顔で紗綾を見ていることに気付いたのだ。

「……この前病院でニアミスして以来、おかしいよね。なにがあったのか教えてくれる？」

「ええと、そのことですが」

　顔面に接客用の顔を張り付けて言葉を探す。

　紗綾なりに何パターンかシチュエーションごとの対応を考えてきたはずなのに、野中を前にするとなにも思い出すことができない。

　向かい合っただけで胸がいっぱいになってしまう。

　まだ自分の中でしっかり整理できていないのだと痛感する。

「別れないからね」

　不意に野中が言った。

　考え事をしていた紗綾は聞き逃したかと思わず聞き返す。

「え？」

「だから、別れないからね。俺は紗綾と結婚するから」

「……っ」

　決意の漲る野中の目元を見ていると、つらくなる。

　それはそうだろう。

　業務提携、そして資金援助が水泡に帰すのは重大事に違いない。

　しかし紗綾は違和感を覚えた。

　野中の言葉からはいい条件を逃すものかという狡猾さよりも、聞き分けのなさを感じたのだ。

　違和感を覚えがらもそれに言及せず、紗綾は努めて冷静に話を進める。

「そんな勝手な……。そう言うってことは、一慶さんもうっすらとわかっていたってことでしょう？」

「紗綾は俺と結婚するつもりでいただろう？　どうして急に俺から距離を置くの」

　卓に手をついて身を乗り出す野中の顔は怖いくらい真剣だ。

「だっ、……っ、うっ……」

　反撃を試みた紗綾だったが言葉がつかえて出てこない。

　『わたしを好きじゃないくせに』

　『好きも愛してるも私のことじゃなかったんでしょ』

　『私じゃなくてミカミの縁者と結婚したいんでしょ』

　……なにを言っても勘違い女の言葉にしか聞こえない。

　言葉の裏に『自分を見てほしい、好きになってほしい』という野中への想いが溢れているのが、自分でよくわかって口にすることができない。

　黙った紗綾に焦れたのか、野中が眉根を寄せて口を開く。

「六年前、俺がどんな気持ちで紗綾を追わずにいたかわかるか？　ミカミ輸送に食いついてもらうためにした涙ぐましい努力は無駄だったと？」

　野中の言葉を聞いて、紗綾の頭に疑問符が浮かぶ。

（え？　一慶さんがわたしを追わなかった理由？　ミカミ輸送に食いついてもらうって、どういうこと？）

　予想だにしていなかった野中の言葉と勢いにどう反応していいものかわからず、紗綾は固まる。

　しかしその態度をどういうふうに受け取ったのか、野中の声はさらに切実さを増す。

「君が手に入らないんじゃ意味がない。俺はどうしても君がいい……君じゃなきゃ嫌なんだ」

　聞きようによっては駄々っ子のような野中の言葉に呆然となる。

　同時に身体の奥からじわじわとむず痒い感覚が這い上がってくる。

（よくわからないけど……一慶さん、もしかしてわたしを……？）

　期待してしまうと勘違いだったときに落差で立ち直れないだろうことは承知しているが、それでも紗綾は野中の真意を聞いてみたかった。

「一慶さん、それってどういう……」

　二人の視線がかち合った。

「……っ」

「……紗綾」

　野中が息を吐いて座布団の上に座り直したので、紗綾もそれに倣って姿勢を整える。

「紗綾、もし君が心変わりして、俺のことをもう好きでないとしたら」

　そこで言葉を切った野中はぐっと息を詰めた。

　そして一息に言い切る。

「……もう一度、俺のことを好きになってほしい」

「へ？」

　予想外どころか意味がわからない野中の言葉に、紗綾は思わず間抜けな声を漏らした。

（いま、なんて？　この人なんて言った？）

　言葉にしなくても紗綾の顔が雄弁に語ったのだろう。

　取り繕うように野中が早口で補足する。紗綾はそんなに必死な野中を初めて見た。

「作品作りしか取り柄のない俺が、紗綾から愛想を尽かされるのは仕方がないと思う。でも、俺は前より今よりもずっと紗綾のことを好きになる自信があるし、年を重ねた紗綾だって愛したいし隣にいたいと思う。この気持ちが重いのも承知している……でも、君がいないと俺は生きていけない……！」

　生きていけないとか、正直重い……そう思いつつも、紗綾の胸に一条の光が差す。

「じゃあ、ミカミ輸送との業務提携とか……資金援助というのは」

　紗綾はあの日病院で聞いたことを残らずぶちまけた。

　兼蔵と野中が、ビジネスとして自分との結婚を捉えていることにショックを受けたことを洗いざらい話した。

「一慶さんは事業のためにわたしを選ばざるを得なかったのだと思って、とても悲しかったです」

「ああ、なんだそういうことか……」

　野中はがっくりと項垂れた。

　そして力なく「誤解だ」と言った。

「紗綾は隠していたみたいだけど、ミカミ輸送の掌中の珠の『男女交際厳禁令』は、経財界では知る人ぞ知る話でね。俺も知ってた」

「え？」

　嘘でしょ、と呆然とする紗綾に野中が「そういうところだよ」と微笑む。

　野中曰くそれを知る同年代の男は面白がり、誰が紗綾を落とせるかを賭けたりしていたという。

「なっ！」

「もちろん俺は参加していなかったけど、でも、あの三上会長が大事にしている孫娘には興味があって」

　同じ大学に入学してきたとき、わざわざ見に行ったのだという。

「アイドルを見に行くような感じでね。そこで君に一目惚れしたんだ」

　野中は眩しそうに目を細めてはにかむ。

　野中の思いもよらない言葉に、紗綾は口をパクパクさせる。

　そんなわけない。

　野中は自分が大学内で見かけて、一目惚れしたのだ。

　しかしもしもそれが本当なら……。

　紗綾の鼓動は高鳴る一方だった。

「友人経由で君と知り合えたのは僥倖だった。俺は君に気に入られたくてかっこつけて、必死だった……知らなかった？」

「……っ」

　まったく気付いていなかった紗綾は勢いよくかぶりを振る。

　それを見て野中は「ははは、やっぱり」と笑う。

　そこに気落ちした雰囲気を感じて紗綾は冷や汗をかく。

　信じられないことだが、どうやら野中は本気で話しているようだった。

　ありえないことだが絶対にないわけではない……と、思いたい。

　どう振舞ったらいいのかわからない紗綾の赤くなった頬をまた眩しそうに見て、野中は話を続ける。

「ずっと君を見ていたから、君が俺を好ましく思ってくれていることにはすぐ気付いたよ。嬉しくて天にも昇るような気持ちだった」

　そこで野中はでも、と話を区切る。

「……でも君と付き合えるとして、三上会長がそれを知ったら許さないと思ったんだ。俺には姉がいてね」

　大いに芸術の才能を受け継いだ野中の姉は将来を嘱望されていたが、しかし家の反対を押し切って芸術関係とはまるで違う道へ進み、家の勧める相手ではない男性と結婚の約束をした。

　もちろん家族親類縁者は大反対し、それを受け入れられなかった野中の姉は自らの意思を貫き通すため駆け落ち同然で家を出てしまう。

　すると家族は、彼女を最初からいないものとして扱った。

　縁を切られ一人で放り出されることのつらさを、思春期の野中は痛いほど知ることになる。

「だから君にそんな道を選ばせたくなくて……。結果的にあの夜、紗綾を拒否することになってしまった」

「どういうこと……？」

　紗綾は戸惑いに視線を彷徨わせて野中を見た。

　野中の姉が苦労したであろうことは想像に難くない。

　しかしそれは紗綾の事情とはまるで重ならない。

　表情で紗綾が言いたいことがわかったのだろう、野中は紗綾の手を取って軽く握った。

「輸送界の雄、三上会長は苛烈な人物だと有名で、彼が孫娘に最高の婿がねを望んでいるのは知っていたから」

「え？」

　野中の思いもよらない発言に、紗綾は今までの情緒が吹き飛んだ。

「俺はまだ学生で、輝くような才能があるわけでもなく、ただの歴史だけがある『野中家』のガキだ。もしも君が三上会長の許可を得ずに俺と付き合ったり、ことに及んだりしたことが知れたら、俺の姉のように君が不幸になってしまうと思った」

　──そう思うとできなかった。

　野中は重いものを吐き出すようにそう言うと、テーブルの上の紗綾の手を掬い上げ、指先に口付けた。

　それはあのときのことを謝罪しているように思えて、紗綾は言葉を失う。

「でも、……だって」

「あぁ。酒も入っていたし、君から誘われて有頂天になった俺はこのまま想いを遂げようとしたんだが直前で思い留まった。自分の欲と君の将来を秤にかけるなんて、最低なことをしていると」

　酔いに任せて大変なことをするところだった、と反省した野中は文字通り頭を冷やして部屋に戻り、紗綾がいないことで嫌われてしまったと思い込んだ。

　確かに事実だけ並べたら最低な男の所業である。

　すぐに謝罪をしようとしたが、挿入直前までいった紗綾を目の前にしてこれ以上我慢できる気がしなかった野中は、日を改めて紗綾に会うつもりだった。

　今は互いに興奮して感情的になってしまいそうだと思ったからだ。

　しかし翌日からまったく紗綾と会えなくなり、避けられていると気付いた野中は激しく落ち込んだ。

　友人から『直接会いに行け』と言われても気力が湧かず、まるで廃人のような生活を送ったという。

（初耳だわ。そんなこと、誰も……）

　しかし失意の野中はあるとき気付いた。

　自分が兼蔵にとって『最高の婿がね』になればいいということに。

　幸い兼蔵が欲している『歴史』と『文化的な活動』という条件に野中家はぴたりと当てはまる。

　野中はそれから見違えるほどに創作に力を注ぎ、あわせて経済界の集まりに顔を出し、兼蔵とミカミ輸送の動向をチェックする傍ら、紗綾におかしな虫がつかないよう陰ながら見守るという忙しい生活を送るようになった……。

「……え、本当ですか？」

　全然気付かなかった、と呟く紗綾に、野中は深く頷く。

「だろうね。三上会長は仕事熱心なかたわらで紗綾に似合いの若い御曹司をいつも探していたから、一つ一つ潰していくのは骨だったよ」

「つ、潰……っ」

　不穏当な言葉が出て、思わず恐ろしいことを想像してしまった紗綾に、野中は違うからと手を振る。

「三上会長が目を付けそうな奴に事前に好みの女性を紹介したり、パートナーがいる奴には早く結婚したほうがいいと勧めたり、搦手で親に声を掛けたり……、まあ、いろいろ」

「そ、そうなんですね……」

　思ったよりもガチめに活動していた野中に、些か引き気味で紗綾が応じる。

「そのおかげで、今や俺は経済界の男女関係に一家言持つ男として認知されている……」

　悩まし気にため息をついた野中に、吹き出しそうになった紗綾はそれをなんとか飲み下した。

　野中の長い話が終わり、すべての情報がクリアになったはずの紗綾は、にわかには信じられず眉を顰めて何度も瞬きをする。

「こんな情けない話、全部嘘ならいいのにって思うけど」

　肩を竦める野中は至極真面目、ともすれば落ち込んでいるようにも見える顔をしている。

　紗綾は抱きしめて慰めたい衝動に駆られるが、手を固く握って我慢する。

「じゃ、じゃあ……一慶さんはわたしのことが嫌いとか、興味がないとかじゃなく……」

「好きだよ、ずっと好きだった。だから紗綾には家族から反対されるようなものではなく、みんなから祝福されるような未来をあげたかった」

　緊張に掠れたような声が紗綾の耳朶を打つ。

　野中の言葉には、あまりにたくさんの思いやりが含まれている。

　ただ好きだから、では幸せになれないと知っている野中はなんとか紗綾をこの腕に抱きたいという願いが溢れていた。

　野中の姉のことがそれほどまでに彼の中に暗い影を落としていたなんて、紗綾は知らなかった。

　しかし今にして思えば、野中はことあるごとに家族を大事にするように周囲に言っていたような気がする。

「でも、俺はまた失敗したんだね。三上会長の望む通りに動くことが紗綾を手に入れる最短ルートだと思ったんだけど、君の気持ちを無視して、結局紗綾を傷つけた」

　野中は再び頭を下げた。

「すまない。でも、君を離したくない……好きなんだ」

　珍しく背中を丸めた野中が消えてしまいそうで、紗綾は慌てて立ち上がり卓を回り込んで膝をつき、彼の袖口を掴んだ。

「わたし……本当にショックだったの。業務提携と資金援助とセットじゃなきゃ価値がないって言われたみたいで」

　思い出すとまた涙が滲みそうになる。

　そんな紗綾を野中は遠慮がちに抱き締める。

「ごめんね。本当は俺も言い返したかった。紗綾に彼氏がいないのは俺が周囲を牽制してたからだし、仕事とか金とか、そんなのがなくても、身一つでも紗綾がほしいって啖呵切りたかった。でも三上会長の機嫌を損ねてしまったら紗綾との関係が破綻するかもと思うとできなかった」

　腕に籠った力の強さで、野中の悔しさを感じた紗綾はようやく張り詰めていた気持ちが緩んだ気がした。

「……ゆるさない」

「え」

　怯んだような声がして、野中の手から力が抜けた。

　紗綾は顔を上げ野中の目を見つめて唇を塞ぐ。

「ずっとわたしのこと好きでい続けてくれないと、許さないんだから！」

　ぽかんとする野中に抱き着いた紗綾は胸板に頬擦りする。

　もう絶対に離してあげない！　と決意を新たにすると、野中の腕が背中に回る。

「えっ、まって……紗綾それめちゃくちゃかわいいんだけど……っ」

　珍しく上擦るような野中の声と、それを裏付けるように速くなった胸の鼓動を感じた紗綾は野中への愛しさが溢れてしまい、伸び上がって再びキスをした。

「……っ、紗綾！」

　驚いた野中だったが、すぐに紗綾の口付けに応じてくる。

　食むように唇を合わせその隙間から舌を差し込み、余すところなく舐る。

　より密着しようと身体を寄せ合い、自然と息が上がった二人はどちらからともなく互いの体に触れ熱を確かめ合った。

「はっ、……ぁんっ」

　野中の手が腰を撫でると甘えるような声が出てしまって、紗綾は慌てて口を閉じる。

　しかし野中は止まらないどころか、紗綾の臀部を執拗に揉む。

「や、……だめ……っ、一慶さん……っ」

「どうして？　俺はもう我慢できそうにないよ……、紗綾……っ」

　あからさまな意思を持って蠢く野中の手を紗綾は必死に止める。

「だめ、待ってってば、一慶さん！」

「なぜ？　紗綾は俺がほしくないの？」

　涼やかな容姿に壮絶なまでの色香を纏わせた野中の言葉に、うっと言葉を詰まらせた紗綾だったが、歯を食いしばって流されまいと耐える。

「……ここ、父から紹介された料亭ですから……っ」

『なにか』あったら大変なことになる、と暗に告げた紗綾に、野中はピタリと動きを止め、そしてゆっくりと深呼吸を繰り返してから、項垂れた。

「…………そうだね。つい目の前の紗綾の可愛さに我を失ってしまった」

　そう言うと紗綾の臀部から手を離し、自らの身だしなみも整える。

　その手が微かに震えているのに気付いて、紗綾は野中の思いの深さを改めて知った。

「一慶さん、口を」

「ん？　ああ、ありがとう」

　移ってしまった口紅をティッシュで拭う野中を見て紗綾は腰を上げた。

「わたし、ちょっとお化粧直してきます」

　女将が最後のあいさつに来るまでにきちんとしていなきゃ、とポーチをもって立ち上がった紗綾を見上げて、野中がクス、と笑った。

「なんですか？」

「いや、これから君が『化粧を直してくる』というたびに、今日のことを思い出すだろうな、と思ってね」

　どこか吹っ切れたような野中の顔を見て、紗綾は頬を膨らませる。

　彼がこれから数えきれないくらいあるだろうその機会を想定してくれていることが嬉しくもあり恥ずかしくもあった。




　それから二人は日を改めて、そろって兼蔵の病室を訪れた。

　最初は訪問を喜んでいた兼蔵だったが、野中が業務提携と資金援助をなかったことにしてくれ、と言うと顔をわかりやすく歪ませた。

「なぜじゃ、紗綾が君になにか失礼なことをしたか？」

「三上会長、そうじゃありません」

　兼蔵を落ち着かせようと努めて穏やかに話す野中の横で、紗綾はその様子を冷静に見ていた。

　兼蔵と野中の関係はずっとこうだったのだろう。

　兼蔵の耳に心地よい言葉で機嫌を取り、ミカミ輸送がゆっくりと野中一慶という餌に食いつくのを待っていた。

　ビジネスではそれもありだろう。

　しかし、紗綾はこんなジリジリとしたものは性に合わなかった。

「おじいちゃん、わたしは一慶さんが好きだから婚約しているの。そして愛しているから結婚したいの。そのための条件なんて、一慶さんがいてくれればいいだけなの。業務提携とか資金援助とかは、ぶっちゃけ邪魔なの！」

　これまで溜まりに溜まった鬱憤が集約された言葉だった。紗綾はとうとう正直な気持ちを兼蔵に言ってやった、と肩で息をする。

「さ、さーちゃんなにを言うんだ。これはミカミ輸送の今後の……成金企業なんて不名誉な名を払拭して、さーちゃんの将来がより安泰になるための……」

　兼蔵が反論すると、紗綾は反射的に身体を強張らせた。

　兼蔵と正面から言い合うのは、まだ少し怖い。

　そんなことはないと頭では理解していても、もし紗綾と言い合いになったことで兼蔵が倒れてしまったら、と思うと背筋が冷えるほど恐ろしい。

　でも、曲げたくはなかった。野中のために自分が出来ることの全てを精一杯して、なんとしてでも彼を幸せにするのだという気持ちが漲る。

　紗綾は腹に力を入れると野中の手を握った。

「！」

　野中は息を呑むと目を見開いて紗綾を見る。

「おじいちゃん、ミカミ輸送はそんなことじゃへこたれない。おじいちゃんが作った会社だよ、もっと社員を信じて。悪口なんて言わせておけばいいじゃない。そんなやつら、実力でほえ面かかせてやるわ！　野中家にだって、向こうから是非ミカミ輸送に、って言ってもらえるようにする！」

　紗綾は真正面から兼蔵を見据えた。

　気を使ってぶつかるのを避けているだけでは本当の気持ちは見えない。

　怖くても間違いでも、自分の気持ちを知ってもらわなきゃ始まらない。

　幼い頃から紗綾を覆っていた分厚い雲が切れ、青空が見えた気がした。

　視界が開けた紗綾の隣で、野中が手を握り返した。

「三上会長、紗綾さんは俺にはもったいないほどに素敵な女性です。彼女と共にこれからの人生を歩むことを許してください。そして、できたら祝福してほしいのです」

　繋いだ手から、それぞれが勇気をもらって前に進む。

　それが嬉しくて仕方がなくて、紗綾が肩を竦めると、兼蔵がゆっくり吐息を吐いた。

「……わしは、さーちゃんのために良かれと思って……だが、知らずに老害になっていたのかのう」

　肩を落とした兼蔵がさっきよりも一回り小さくなってしまった。

　そのあまりの覇気のなさに紗綾は慌ててフォローする。

「老害だなんて、そんなことないわ！　おじいちゃんにはずっと元気でいてもらわないと……ひ孫を抱っこしてもらうんだから！」

　元気づけようと紗綾が放った一言に、野中がびくりと背筋を伸ばし、兼蔵が過敏に反応した。

「！」

「ひ、……ひ孫？　お前たちもう仕込んだのか？」

　ベッドから転がり落ちそうな勢いで兼蔵がまくし立てるのを、紗綾が慌てて宥める。

「ちが……っ、そういうことじゃなくて！」

「ま、まだです、まだ仕込んではいません！」

　一般的な話だよ、と弁明しようとした紗綾だったが、食い気味に野中が否定したので余計に妙な空気になってしまった。

（個室でよかった……！）

　紗綾は真っ赤になりながら、心の底からそう思うのだった。




　野中家と三上家の結婚式は、兼蔵の退院を待って行われた。

　病室で紗綾に啖呵を切られて以来、紗綾に嫌われたくないと妙に消極的になってしまった兼蔵の気持ちを盛り上げるため、紗綾は奔走した。

　しかし兼蔵に気を使って当たり障りのないことを言うよりも、本音をぶつけて向き合うほうがずっと充実していた。

　同時に仕事も多忙を極めた。

　結局極秘プロジェクトは野中家と『ミカミ輸送』双方が改めて話し合いを重ねたうえで続行となった。

　もともと野中家としても作品の特性を理解し、完璧に近い形で運んでくれるパートナーを探していた。

　兼蔵は自社のコンプレックスのあまり、実力を下の方に見誤っていたのだ。

　結婚式の準備、プロジェクトの本格始動、そして野中との逢瀬。

　目の回るような忙しさの中でも二人は着実に愛を深めていった。

　時折意見が衝突することもあったが、互いに向き合い曖昧にしないことで乗り越え式に臨む。

　式は盛大に行われ、たくさんの親戚や友人に祝福された。

　なかでも一慶の姉が出席して野中家との和解がなったことは、もっとも喜ぶべき出来事だった。

　来賓を最後まで見送り、無事に終わってホテルの部屋に引き上げてきたときには二人ともぐったりしていた。

　疲れ果てた新郎新婦を労わってか照明が落とされた室内は、正直初夜の雰囲気を盛り上げるというよりも快適な眠りに誘おうとしている。

　中世の王侯貴族が眠りにつくような大きなベッドには、二人の門出を祝うように赤いバラの花びらがハートを描くように置かれていた。

「……もったいないけど、片付けようか」

　互いの服が白いことを気にして野中が小首を傾げると紗綾が頷いて同意を示す。

「なるはやで……っ」

　花びらを片付け終えると、髪が乱れるのも構わず紗綾が仰向けにベッドに寝転がる。

　野中も脱力したようにその隣に腰を下ろす。

「疲れたね……大丈夫？　ドレス脱がそうか？」

「……うう……そうよね……脱がなきゃ……。お願いしていい？」

　紗綾はベッドの上で百八十度回転し野中に背中を向ける。

　真ん中のボタンを外さなければ脱げないデザインなのだ。

「このドレス、最初見たときは背中がガバっと開いているのかと思ってびっくりした」

　野中が紗綾の背中に指を這わせながら言うのを笑いながら聞いていた。

「後ろ身頃がベージュだから。でも、この刺繍が素敵だったからどうしてもこれにしたくて」

　真っ白な糸で立体的に施された刺繍は肩から肩甲骨を覆うようなデザインで、まるで背中に生えた羽のように見える。

「こういうかわいいのが似合わないの知っているけど、でも一生に一度だけだから」

　紗綾は性格的にも容姿的にもシンプルなものが自分には似合うと思っている。

　しかし本当はレースやフリルが好きなのだ。

　顔がきついからこういうのでたまに中和しないと、と自身に言い訳をして身に着けるほどに。

「似合うよ。このドレス、紗綾にぴったりだ」

　うなじに軽く口付けして、野中はボタンを外し始める。

　ゆっくりと現れる素肌に順に唇を落としていく。

「ふふ、ありがとう」

　野中は紗綾に優しい。

　今までの分を取り返そうとするように、いつもそばにいるし、少しでも触れたがる。

　紗綾がもっと人目を憚ってほしいと思うくらい、野中の愛は思った以上に重い。

「本当だよ、紗綾は誰よりもかわいい」

　ボタンをすっかり取り終えてむき出しになった紗綾の背中にキスをしながら器用にビスチェを脱がし、腰を抱えてドレスを引き抜く。

　一連の流れに淀みがなさ過ぎてどこかで練習してきたのかと不安になるくらいだ。

「紗綾」

「……お風呂に入ってきていい？」

　そのまま口付けをしようと顔を近づけた野中の胸を押して、紗綾は呟いた。

　いつもなら快く風呂に送りだす野中も、躊躇いを見せた。

　しかし紗綾は無言で上目遣いに見る。

　惚れた弱みか、野中はそれを突っぱねることができない。

　天を仰いでから紗綾の頬にキスをして、風呂の準備をしてくれた。

　温めの湯に浸かりながら、紗綾は揺れ動く気持ちと戦っていた。

（だって、一慶さんが素敵過ぎて……！）

　今更と言われようが、今日の野中が輝くばかりに素敵に見えている紗綾は緊張していたのだ。

　初めてでもないのに、『初夜』だということを必要以上に意識してしまいまともに野中の顔を見ることができない。

（うう、どうしよう……）

　しかしいつまでもここでウダウダしているわけにはいかない。

　あまり長湯して逆上せてしまっては元も子もないのだ。

　紗綾は覚悟が決まらないまま身体を拭き、髪を手早くまとめてバスローブを羽織る。

　バスルームから出ると、野中は窓の外を眺めながら酒を飲んでいた。

　どうやらワインを開けたようだったが、手に持ったグラスに液体はほとんど残っていない。

　タイを外して首元を緩めた姿はどこか淫靡な雰囲気を纏っているようで、紗綾は夫となった男の横顔に胸の高鳴りを覚える。

「お待たせ……しました？」

「待ちわびたよ」

　身体ごとこちらを向いた野中は紗綾に向かって大きく手を広げた。

「お、お邪魔します……」

　無邪気に勢いをつけてその胸に飛び込む方が劇的かと思った紗綾だったが、さすがにそれを実行することはできず、さささ、と素早く近寄って静かに腕の中に収まった。

「なんだか、遠慮してる？」

　正面から紗綾を抱きしめた野中はこめかみにキスを落とす。

「遠慮というか、緊張しています」

　顔を見られたくなくて、押し付けるようにして野中の胸に顔を寄せた紗綾は小さくため息をつく。

　野中が自分を愛してくれているのはわかっている。

　それは疑っていない。

　しかし紗綾の中ではまだ、自己肯定感が十分に高まっていない。

　本当に自分でいいのだろうか、という気持ちを綺麗に拭い去ることができないのだ。

「どうしたら緊張が解れるかなあ」

　野中はとぼけたような声音で、紗綾を抱き締めたままベッドに倒れ込んだ。

「わっ」

　図らずも野中を下敷きにしてしまった紗綾は驚いて声を上げ、腕の中から逃れようともがいた。

　しかしそれを許さないほど野中は腕の力を強める。

「一慶さん……っ、重いから」

「重くない。重いとしても、紗綾の重さなら積極的に感じたい」

　真摯に見上げる野中の視線が茶化すような気配は微塵もなく、紗綾は息を詰めた。

「誓うよ。これからもずっと紗綾を愛しているし大事にする。絶対に悲しませないし、幸せにするから」

　それを聞いた紗綾は野中に跨るようにして身体を起こすと、静かに見下ろした。

「わたしも一慶さんを愛しているし、悲しませない。でも、なにかあったらそのときに言って。隠さないで誤魔化さないで、ちゃんと言って。二人で考えて最適解を探していきたい。わたしだけじゃなく、二人で幸せになりたい」

　言葉にするのは勇気がいることだ。

　自分の心のうちをさらけ出す行為は恐ろしい。

（でも、相手が一慶さんなら、わたしできると思う）

　驚きに目を見張る野中の両頬を包むようにして、上体を屈めて口付ける。

　好きだという想いを込めて唇を合わせていると、野中の大きな手が紗綾の後頭部を逃がさないとばかりに強い力で引き寄せる。

「あぁ、二人で幸せになろう」

　口付けは深くなり、絡めた舌がビリビリと甘く痺れ始める。

　背をしならせて快感を逃すと、下腹部を自分から押し付けるような形になってしまう。紗綾のそこはすでにしとどに潤んで、野中を待っている。

「ん、ぁあ……っ、一慶さん……っ」

　名を呼ばれた野中は目を細めて口角を上げると素早く身体の上下を入れ替えた。

　紗綾に覆いかぶさるようにして、再び喘いでいる唇を荒々しく塞ぐ。

「また、あとで乗ってね」

「え……それって、あ、う……っ、んん！」

　思うさま貪るような口づけと同時に、野中の手は器用に、そして効率的に動く。

　紗綾の身体のしなやかなラインをなぞりながらバスローブの紐を解き、豊かな双丘に指を食い込ませる。

　乳嘴を避けるようにして揉みこむその動きに、触れられてもいない赤い実が固く張り詰めていく。

「あっ、あぁ……ん！」

「……紗綾、食べてもいい？」

　乾いた唇をひと舐めして、野中は返事も聞かないうちに固く熟れた乳嘴を口に含んだ。

「ひ、ぁああ……っ」

　ビリ、と紗綾の身体に快感が電流のように流れ、腰が浮き上がる。

　吸われ、舐られるたびに秘めた泉から淫蜜が滴るのを止めることができない。

「や、一慶さん……、そこだけそんなに……されたらっ」

　片方の乳嘴だけが敏感になってしまい、少し息を整える猶予がほしくて思わず声をあげた紗綾だったが、野中には違うように聞こえたらしい。

「ああ、そうだね。こっちも可愛がってあげないと平等じゃないよね」

　舐っていた乳嘴から顔を上げると、反対側の乳嘴に吸い付く。

　一時休めると思っていた紗綾は驚いて息を呑む。

　思わず大きな声をあげそうになって慌てて口を塞ぐ。

「ひぅ……っ！　う、うう、んんっ」

　いつもよりも感度が高いのは、初夜という特別なシチュエーションだからだろうか。

　じゅっ、と強く吸われ、反対の乳嘴を指で転がされると、意識が身体から数センチ浮き上がるような浮遊感を覚える。

　その感覚に身を委ねるのが危険なことのような気がして、紗綾は口を強く引き結ぶ。

　苦行に耐えるような紗綾の様子に、野中が苦笑して手を重ねる。

「紗綾、我慢しないで声を出して。俺は紗綾が感じている声を聞きたいよ」

　野中の懇願するような声に快感に耐え涙が滲んだ視線を向けた紗綾は、濡れた睫毛で瞬きを数度して呟く。

「だって、あまり声が大きいと、その……玄人っぽいからやめた方がいいって」

　ネットで、と口を尖らせた紗綾に野中は微笑む。

「そんなことないよ。紗綾が感じてくれているってわかると、俺も燃えるから、ぜひ聞きたいな」

「でも……」

　まだ抵抗感があるらしい紗綾が言葉を濁して視線を彷徨わせると、野中はにこにことしながら、紗綾の手首を掴むと頭の上にひとつにまとめて片手で拘束した。

「えっ」

「さあ、存分に鳴いて？」

　笑みを深めた野中は、紗綾に見せつけるように口を開き、舌を覗かせる。

　『今から舐めるぞ』と宣言されたような気がして、紗綾の背中が期待でしなる。

「やっ、あっ……あぁ……ひぁっ」

　期待通りに乳嘴が再び熱い野中の口内に迎え入れられ、舌で転がされると自分でも驚くような声が出てしまった。

　紗綾は羞恥に頬を染めながら身体をくねらせる。

「や、あぁ……っ、あっ、まって……、は、あ……、ああ……っ！」

　振りほどこうとしても腕は自由にならない。

　両の胸は野中の指と舌に翻弄され、快感の逃がしどころがない紗綾は追い詰められていた。

　コップの水が溢れるような、腕から何か大事なものが転げ落ちてしまいそうな、よくわからない不安感が募り、紗綾を苛む。

（ダメ、このままじゃ……っ）

　焦燥感ばかりが高まっていく紗綾は、それをなんとか回避したくて身体を大きくくねらせた。

　だが、それは野中にとって真逆の効果を発揮した。

　ゴクリ、と彼の喉仏が大きく上下したのを見た紗綾はぎくりと身を強張らせた。

　そして制止の言葉を口にしようとしたが、遅かった。

　野中の口内で乳嘴を甘く食まれ先端をくじられた紗綾は、背を弓なりにしならせ顎をのけぞらせた。

「あ、あぁっ！　あ……っ！」

　目の前で白い火花が弾けたのがわかった。

　頭が真っ白に塗りつぶされ、四肢が痙攣したあと、くったりと弛緩するこれが、どういう状態なのかわからないわけではない。

　数秒後、我に返った紗綾は首から上が燃えるように熱くなり、頭上でひとまとめにされていた手が緩んだ隙に顔を覆った。

「やだ、もう！　だから待ってって言ったのに……っ」

　肝心のところに触れず、胸だけで達してしまったのがひどく恥ずかしくて、紗綾は顔を隠したまま身を縮める。

　今まではこんなことなかったのに、なんで今日に限って、と身もだえていると、火照った肩に野中が触れた。

「紗綾、かわいい。感じてくれて嬉しい……」

　戸惑いを感じさせる野中の言葉に紗綾が指の隙間から覗くと、『感無量』と書いてある野中の顔が目に入った。

　そのあまりに満足げな表情に『そうなの？』という視線を投げかけると、全肯定するような頷きが返された。

（そうか、一人だけ乱れて恥ずかしいと思っていたけれど、一慶さんにしてみれば……嬉しいのか）

　確かに野中が自分の愛撫で達したなら嬉しいだろう、と考える。

　野中は強引にしてしまったことに対して謝罪を口にしてくれた。

　紗綾も手を縛められたのはちょっと怖かったことを告げ、仲直りのキスを交わす。

　そうして仕切り直しに成功した野中は安堵したような柔らかい笑みを浮かべ、おもむろに服を脱ぐ。

　身体を何度も重ねているとはいえ、未だに野中が裸になるところを凝視するのは恥ずかしかった。

　それとなく視線を逸らしていると、野中が紗綾の名を呼ぶ。

「紗綾」

「ひゃい！」

　突然声を掛けられておかしな声が出た紗綾が振り返ると、すぐに抱きしめられ口付けをされた。

　優しく重ねられ啄まれ、紗綾も野中の身体に腕を回してキスに応える。

　密着する素肌で野中の昂ぶりを感じながら、紗綾は自分が熟れていくのを自覚していた。

（はしたないかもしれないけれど……お互いで高まりあうのって、とても興奮する）

　そっとベッドに横たえられ、野中の手が紗綾の身体のラインを丁寧になぞっていく。

　胸の膨らみをゆっくりと味わい薄い腹を擽るようにされるとくすぐったさで笑いが零れる。

「ふ、……っふふ……、一慶さんくすぐったいってば」

「そう？　ならしつこく攻めよう」

　悪戯っぽい笑みを浮かべた野中が腹や胸に音を立てて口付けると、紗綾がさらに笑い声をあげる。

「やだ、……く、ふふっ」

　身体をくねらせて堪える下腹に野中の手がかかると、一瞬ビク、と反応した紗綾だったが、恥ずかしそうに頷き視線を外してそれを許容した。

　野中は指先を引っかけて殊更ゆっくりとショーツを引き下ろす。花嫁らしく純白の下着はレースをふんだんに使っていて、上気した紗綾の肌に映えた。

　隠されたあわいが露わになり、同時につと、と蜜が零れた。

「……っ」

「こんなにトロトロになってくれてたの？」

　瞬時に頬が赤く染まった紗綾を見て野中が笑みを深める。

　ひくりと下腹が震える紗綾を宥めるように手のひらで撫でさする。

「このままでも受け入れてくれそうだけど……」

　そう言って長い指で潤むスリットを擽って秘裂を開かせると顔を寄せてあわいに口付ける。

「はぁ……っ？　ちょ、一慶さ……っ！」

　驚きの声を上げる紗綾を下から覗き込むと見せつけるように舌を動かす。

　しとどに濡れた襞を確かめるように上下に動かして余すところなく舐め上げると、紗綾の身体が快感に反らされる。

「ひゃ！　あ、あぁ……っ、だめ、ダメダメ……っ」

　あわいを舌で愛でると丁度鼻先にくる花芽が触れてほしそうに震えた。

「ここも……」

　野中は舌なめずりすると花芽を舌で押すように舐め、同時にぬくりと指の先端を潜り込ませる。

　優しく皮を剥いて赤く充血した芽を唇で甘く食みながら、蜜洞の中を確かめるように小刻みに指を動かしてぐるりと回すと、息を呑んだ紗綾が身体を痙攣させ達して甘い吐息が漏れた。

「ひ、……ぁあっ」

　一度極まった紗綾の蜜洞は狭隘でありながら、しかし野中の指によく馴染む。

　物欲しそうに指に吸い付くような感触に、思わず野中の喉が鳴る。

「……っく。本当に紗綾は俺のことが好きだよね。……はあ、堪らない」

　指を二本に増やし、先ほどよりもやや強引に中を慣らしていく野中の息が徐々に荒くなっていく。

　自らを求めてくれているのをひしひしと感じ、紗綾は鎖骨のあたりがギシリと軋むような息苦しさを覚えた。

「んっ、あ……一慶さん……わたしもう……っ」

　トロトロに蕩けた紗綾はこれ以上人の形を保つ自信がなくて音を上げる。

　求めるように伸ばした手を、野中のもう片方の手が掴んで頷いた。

　指を引き抜いてすぐにベッドサイドに用意してあった避妊具を着けるとしとどに濡れたあわいに猛る野中の熱杭が宛がわれる。

「一慶さん……っ」

「は……っ、最高……っ。紗綾のここ、早く俺がほしいってキスしてくる」

　先端を少しだけ押し込んだ野中を、被膜越しに感じた紗綾はそのつもりはないのに、確実に意思を反映してくる身体の素直さに羞恥を覚えながらも肯定する。

「そう……っ、はやく、もっと奥まで一慶さんが……ほし、あぁっ！」

　全部言い終わらないうちに野中の雄芯が紗綾の隘路を奥まで一気に押し入った。

　あまりのことにぎゅう、と蜜洞が収縮する。

「……うぅ、ごめん、でも、ものすごくきもちい……っ」

　奥まで一息に貫かれた衝撃をなんとかやり過ごした紗綾が見上げると、快感に恍惚とした表情を浮かべる野中がいた。

　眉間にしわを寄せ短く喘ぐ夫に胸が引き絞られるような切なさを感じた紗綾は天を仰いだ。

「ん……っ、わたしも、きもちいい……っ」

　抱きしめた広い背中にしがみつくと野中が律動を始める。焦らすように浅いところを摺り上げたかと思うと、長いストロークで奥まで突き入れノック。

　中が気持ち良くて悶えると、鋭敏な花芽を指で捏ねられた。

　野中は紗綾の気持ちいいところを的確に攻め立て翻弄する。

　緩急をつけたその動きに甘えたような声がひっきりなしに漏れた。

「紗綾は、奥のここ……、好きだもんね」

　そう言って奥の弱いところを捏ねるように小刻みに突かれると、快感が紗綾の身体いっぱいに溢れそうになり、なにもわからなくなる。

「ひぁ……っ、あっ！　かずた……っ、あ、ぁあっ！」

　快感の波頭が崩れ紗綾の背筋が大きくしなり、中が野中をきゅうきゅうと締め付ける。

　律動を早めた野中は、紗綾の最奥を先端で押し潰すように腰を押し付ける。

「くっ……、はぁ……っ、紗綾……っ」

　名前を呼ばれて野中を見るが、生理的に浮かんだ涙でよく見えない。

　しかし快感に潤みながら、しっかりと紗綾を見つめているのはわかる。

「紗綾、愛してる……、ずっと、一緒に」

　──ずっと、一緒に

　野中の口から出た言葉に、紗綾は胸が締め付けられた。先のことは誰にもわからないし、保証は意味がない。でも今この瞬間に紗綾とずっと一緒にいたいと望んでくれる野中という存在が、紗綾にはとてつもなく愛しいと感じる。

「わたしも……っ、一慶さん……、愛してる……っ」

　腕を野中の首に回して引き寄せると唇を重ねた。

　自ら舌を差し入れ絡ませると、蜜洞の中で雄芯がビクリと跳ねた。野中が喜んでくれたのだとわかると、紗綾の身体も呼応してキュウキュウと野中を締め付ける。

「ぷはっ、あ、……っ、紗、綾イキそ……っ」

「んっ、あぁ……っ！」

　最後は耳元で聞こえた野中の掠れた声に快感を刺激され達してしまった。

　その衝撃でビクビクと狭道の中で震えた野中は、薄膜に白濁した熱情を吐き出すと脱力してシーツの上に倒れ込む。

「紗綾、大丈夫？」

　息を整えながら聞いてくる野中に頷いた紗綾だったが、心臓がドキドキしすぎて言葉にならなかった。

（強引な一慶さんも、必死な一慶さんも、どんな一慶さんも素敵だった……！　どうしよう、こんな素敵な人がわたしの夫だなんて……っ）

　胸を押さえて唸る紗綾を、野中が後ろから抱き締めた。

「無理させてごめんね？　今日から紗綾が俺の奥さんなんだって、俺だけの紗綾なんだって思ったら堪らなくて」

　肩口に額を寄せてぐりぐりと擦り付ける様子は、まるで甘えて赦しを乞うように思えて紗綾の胸に得も言われぬ喜びが満ちる。

「わ、わたしも同じようなことを考えてたの……なんだかうれしい」

　野中の腕に触れて同じ気持ちだと微笑むと、紗綾は野中に向き直った。

「これからもよろしくお願いします、あなた」

「……紗綾……っ」

　濃厚なキスを交わした二人はまた肌を合わせ、何度も愛を確かめ合った。




　結婚後も紗綾はミカミ輸送で働き続け、美術品輸送プロジェクトに深く関わった。

　当初は野中家に関係する作品のみを担当していたが、その扱いの丁寧さや細やかさが美術界に口コミで広がり、いろんな芸術家から依頼が舞い込み始める。

　すると絵画に留まらず、様々な素材の作品に合わせた輸送プログラムを提案するミカミ輸送の美術品輸送は信頼を得、新規参入が難しいと言われる博物館からも連絡が来るようになるとまぐれだという声は消えていった。

　要員の確保、教育、訓練、座学……様々な問題が次から次へと舞い込んだがミカミ輸送はひとつひとつに丁寧に携わることで最適解を生み出し続けた。

　そのうちに成金企業、などという不名誉な呼び名は忘れられていく。

　紗綾が思っていたように、地道な仕事ぶりが周囲の評価を改めさせたのだ。

　ミカミ輸送は新興企業ではなくフロンティア企業として認知されていった。

　野中はますます精力的に作品を発表し、一部の愛好家やイケメン好きな層からだけではなく一般にも名が知れるようになった。

　そのきっかけになったのが、紗綾が息抜きにプレイしていたスマホのゲームアプリである。

　日本の伝統的な美術工芸作品をイケメンに擬人化して自分だけの美術館や博物館を作ろう、という趣旨の収集系のゲームで、当初芸術品の来歴や特性を勉強するために始めた。

　しかし収集系はコンプリートしなければ気持ちが悪いという紗綾が寸暇を惜しんでプレイしているのを、野中がイケメンに夢中になっていると勘違いしたのだ。

　結婚から二年、冷めることのない妻への愛ゆえに燃え盛る嫉妬心から野中は『自分ならこの作品はこう擬人化する！』とデザインしたものがあまりにもいい出来だった。

　自分一人ではもったいない、たくさんの人と感動を共有したいと紗綾がＳＮＳに上げたものが公式の目に留まってしまったのだ。

　公式から連絡が来た当初困惑した紗綾と野中だったが、日本美術界が注目される一助になるなら、とコラボ企画を立ち上げることとなった。

　するとそれはたちまちＳＮＳで拡散され全国展開が決まり、コンビニとコラボ、そして今度は映画化するという。

　流石に映画まではタッチしなかったものの、野中一慶の名は若い世代にも広まり、そこから日本美術に興味を持った若者が博物館に足を運んだりするきっかけとなった。

「ネットって恐ろしい……」

　作品を作るだけではなく、いまやインタビューや講演の依頼まで来るようになってしまった野中はぐたりとソファに倒れ込む。

「軽い気持ちでＳＮＳに上げちゃってごめんね」

　労りと謝罪を込めて紗綾が温かいお茶を差し出すと、野中はのそりと起き上がり湯呑を受け取る。

「いや、アレに関しては本来の仕事から逸脱しているわけじゃないからいいんだ。協会のお偉方も喜んでいたし」

　いくら優れたものでも、若者に興味を持ってもらえない分野は衰退していく。

　一度人に忘れられた伝統や技術は二度と同じ形で戻らない。

　それでなくとも人の手を介するうちに変容するのは避けられない。

　残酷だがそれが事実なのだ。

　それを食い止める可能性があるのなら、どんなことでもやってみる価値はあるのだ。

　博物館や美術館、そして芸術家や職人たちと仕事をするたびに、それをひしひしと感じていた紗綾は野中の隣にそっと腰掛けて頷く。

　野中は日本のこれからの美術界を守っている。

　自分は、ミカミ輸送はそれを支えたい。

　そう思うとまだ頑張れる気がしてくる。

「でも、それで俺と紗綾の時間が少なくなるのは由々しき問題だから」

「え？」

　真面目な話をしていたのに急に話題が変わったことに驚いて声を上げる紗綾を、野中は自分の膝にひょいと乗せる。

「時間が少なくなった分を、どう補うべきだと思う？　なお、睡眠時間は削らないものとする。制限時間十秒」

　まるでテストの問題文のような野中の問いかけに紗綾は首を傾げる。

　手を抜く、は絶対にありえないし有休をとる、は方向が違う気がする。

　唸っているうちにカウントダウンが始まり、紗綾は慌てる。

「待って、落ち着いて考えさせて！」

「この状況で落ち着けることがまずダメでしょ」

　更になぞかけのようなことを言われ完全に冷静さを失った紗綾に、野中の声が被さる。

「さん、に、いち……ゼロ。紗綾失格」

「わあ！」

　失格と同時にぎゅっと抱きしめられ、紗綾は声を上げた。

「俺の膝の上にいて、よくそんなに冷静にクイズとかできるよね。俺はこんなにドキドキしているのに」

　拗ねたような声で耳元に囁かれ皮膚が粟立つ。

　照れながらもそんなことないだろう、と思いつつ野中の胸板に耳を当てると、確かにトクトクと常よりも早く脈打っている。

（結婚して何年経っていると……）

　だが、条件は同じだ。

　紗綾の心臓も同じくらい早い。

「遅ればせながら、ただいまドキドキしております……」

　正直にそう告げると、野中の首に腕を回して上目遣いに見上げる。

　あざといとわかっていながら紗綾がこんなことをするのは、野中も同じ気持ちでいるはずだという確信があるからだ。

「……なるほど」

　野中が数度頷くと、紗綾の身体がふわりと浮き上がる。

　膝に乗せた紗綾をそのまま抱き上げたのだ。

「わ！　危な……、あれ？」

　重量オーバーで野中がよろけると思って身を竦めた紗綾は、そうはならないと知り目をぱちくりさせる。

　野中は口角を上げると、寝室に入りベッドに愛しい妻をそっと降ろした。

　そのまま紗綾の頭の両脇に手をついて覆い被さると、にこりと笑う。

「今夜はめちゃくちゃ愛でるから、覚悟してね」

「……っ」

　柔らかい口調のまま宣言した野中の瞳は笑っておらず、紗綾は濃厚な夜になることを覚悟した。

「濃い……ですね？」

「あ、正解」

　なにが正解なのか、と聞き返したかったが、すぐに紗綾の唇は野中によって塞がれてしまった。

　口付けをしながら紗綾以上に紗綾の気持ちいいところを知り尽くした野中は、両手で身体をまさぐり、服の上から胸を揉みしだく。

「あんっ、駄目だってば」

「駄目じゃないでしょ」

　即座に切り返され、紗綾は口を噤む。もちろん駄目ではない、つい反射的に口から出てしまっただけだ。野中にはすべてお見通しでバツが悪い紗綾は、冷静になる時間がほしくて野中の胸に両手を突っ張る。

　ルームウェア越しに固い胸板を感じて鼓動が跳ねてしまう。

（ううう、……好き……っ）

　惚れた弱みなのかだんだんと手の力が抜けて、逆に野中の腕の中に収まってしまった。

　野中の腕に抱きしめられ、彼の香りに包まれると、正直な身体は甘く蕩けだす。首筋を甘く食まれ再び胸を揉まれる。ブラジャーの中で乳嘴が固く尖っていくのがわかる。

「……っ、駄目じゃないぃ……」

「ふはっ、可愛い……」

　破顔した野中がルームウェアを捲り上げ手を滑り込ませる。同時に背中のホックを外して胸を解放させると、直に愛撫を加える。形を変えるほど柔らかさを堪能した野中は胸の谷間に鼻先を埋めるようにして口付ける。

　柔らかな肉を堪能しつつ、強く吸って跡を残すのが好きなのだ。

「んん、ぁあっ」

　じん、と身体の奥の方が反応する。蕩けそうな自我を必死に繋ぎ止めようとする紗綾は、自分の息が荒くなっていくのを実感しながら違うところにキスマークを付けようとしている野中を見た。

　視線に気が付いた彼は二つ目の痕を付けたあと、人好きのする笑顔を浮かべながら乳嘴を口に含む。

「ひゃ、あぁっ」

　吸い上げたり舌で転がしたり、と野中は思うさま紗綾を味わう。反対側の乳嘴を指で同じように甘く抓られたり転がされたりするうちに、紗綾のあわいが蜜で濡れ始める。

　肉壁が痛いくらいに収縮し、野中を待ちわびているようだ。

「あっ、一慶さん……」

　腰をもじもじと揺らすとルームウェアの上から大きな手のひらが紗綾の局部を覆う。

　指でスリットを摺り上げ、先端を食い込ませる。

「ああ、もう柔らかいね……脱ぎたい？」

「っ脱ぐ、脱ぎたい……っ」

　濡れた衣類の感触が気持ち悪いのは勿論だが、それ以上に野中に直接触れてほしかった。紗綾の気持ちを的確に汲んだ野中がウエストに手を掛けると、脱がしやすいように腰を浮かす。

「ふふ、素直で可愛い」

　ウェアを下げて下着を露出させるとすぐに指で肉襞を擽る。

　くちくちと濡れた音が紗綾の耳朶を刺激すると、羞恥で紗綾が身悶えた。

「や、ねえ……っ、ちゃんと脱がせて」

　膝のあたりで衣類が溜まって身動きしにくいことを訴えると、野中が相好を崩す。

「紗綾から脱がせてって言われるの、興奮する」

　なにをおかしなことを言いるのか。片眉を跳ね上げた紗綾は次の瞬間息を呑んだ。

　入り口を解すようにしていた野中の指がぐっと奥まで押し込まれたのだ。

「は……っあ、んっ、あぁ……っ！」

　一番感じる奥の上のあたりをぐりぐりと指の腹で押し上げられると、あられもない喘ぎ声がひっきりなしに漏れてしまう。

「可愛い……、好きだよ紗綾」

　野中のもう一方の手があわいに添えられ、秘裂の上にある、甘く熟れた花芽が刺激された。

「ひ、あっ！」

　決して乱暴にされているわけではないのに、野中に与えられる刺激に慣れている紗綾はその先を想像して、実際以上の快感を得てしまう。

「あっ、両方は駄目……っひん！」

　花芽と蜜洞への刺激で達してしまった紗綾は、ビクビクと背筋を戦慄かせて余韻に浸る。衣類が脚に溜まったまま、自由にならないもどかしさがさらに快感を助長させているような気がして、紗綾は腰を揺らめかせる。

「ねえ、一慶さん……っ、脱がせて……っ」

　涙目で懇願すると、今度はすぐに脱がせてくれた。そのまま足先から引き抜くと左足を持って大きく開かせる。かなり大胆なポーズになってしまうが、快感でぼうっとなった紗綾はそこまで理解できず小首を傾げる。

「？」

　野中はゴクリと喉を鳴らすと脚の間に身体を滑り込ませ、既に大きくなった怒張を取り出す。先端からは透明な液体が涎のように垂れているが、ベッドサイドに手を伸ばし避妊具を素早く装着した。

「入れていい？」

　僅かに息を乱した野中は、先端を紗綾の秘裂にひたりと宛てて蜜を怒張に纏わせる。

　ぬるぬるとした感触と、燃えるような熱を孕んだ雄芯に紗綾の蜜洞はキュウ、と収縮して返事をする。

「……っ、いいよ……。入れて……っ」

　入れやすいようにあわいに手を添えて押さえると、野中が低く唸った。

「っ、もう紗綾は俺のこと好き過ぎない？」

　言葉の端々から喜色が読み取れて、紗綾は嬉しくて瞳を蕩かせる。

「好き、大好き。一慶さんいっぱい愛して……っ」

　紗綾の望みを叶えるように、猛る陽根が蜜洞を抉った。

　被膜越しに野中の雄茎に浮いた血管を感じて、紗綾は一段と甘い声で鳴く。

「やあ、一慶……っさ、いつもより、おっき……っ」

　しっかり蕩けた紗綾の蜜洞をこそげるように抽送する野中の呼吸も乱れている。

「紗綾が……っ、可愛いから……っ」

　紗綾の片足を大きく掲げ、より深く穿とうと腰を打ちつける野中の身体から汗が流れた。

「あっ、はぁ……っ！　きもちい、一慶さん、かずた……っ！」

　奥をノックされ、そのまま先端で捏ねるようにされると紗綾の脳裏に火花が散る。あ、これはやばいやつ、と知覚してももうどうしようもない。野中は一心に腰を振りたくり、激しい抽送を繰り返している。

　紗綾自身も気持ちいいのだ。

　箍が外れそうだった。

　全てが快楽に塗りつぶされもっと、もっとと求めてしまうのを止められない。

「あっ、ああん……っ！　イっちゃう……っ！」

　火花どころではない、バチバチとした電流が背骨を貫く。

「紗綾、イって、俺も……っ」

　抽送がより激しくなり、紗綾の腰を掴む野中の手にも力が籠る。

「……っ、ぁ……っ」

　最奥を押し潰され、紗綾は声にならない声を上げて達した。限界まで空気を入れた風船が割れるように、頭の中で快感が弾けて拡散する。上も下もわからない、宙に投げ出された感覚の中、被膜越しに野中の熱い迸りを感じた。

　腹筋を震わせながら、すべてを出し切ろうと腰を振る野中に恍惚の表情を認め、紗綾は満足そうに顔を綻ばせた。

　翌日、朝食の味噌汁をかき混ぜながらそれについて考えていた紗綾は、昨夜の『正解』がどういうことなのかようやく理解した。

（～～～時間が少なった分、濃度を上げる、という意味か……！）

　それでか、と昨夜のあれやこれやを思い出し、羞恥に悶絶し赤面する。

　隣で目玉焼きを作っている野中は、紗綾の悶絶には気付かないようで眠そうな顔をしている。

（んもう！　なんだか悔しい！）

　意味もなく肘で夫の脇腹を突くと野中は「だいじょうぶだよ～」と間延びした声で応じる。

「ちゃんと紗綾の分の黄身は半熟だから」

「そうじゃないっ」

　プリプリと頬を膨らませながら汁椀をダイニングテーブルに運ぶ紗綾の後姿を、野中が目を細めて見つめた。

「あれ、機嫌悪いなぁ」

　野中はベビーリーフとミニトマトが準備された皿に目玉焼きをのせると、まるでホテルのウェイターのように優雅にサーブする。

　ついでにパチリ、と片目を瞑って愛する妻へのアピールも忘れない。

「どうぞ、奥様」

「……っ、いただきます」

「今日は遅くなるんだっけ？」

　向かいに座った野中が尋ねると、紗綾は頷いて口の中のものを飲み込む。

「うん。二十一時ころには帰れると思う」

　ざっと予定を組み立てて余裕を持たせてそう言うと、野中は意味ありげに薄く笑った。

　その笑顔が妙に気になった紗綾は、触れないほうがいいような予感を押さえて、敢えて聞いた。

「なに？」

「今夜も濃いだろうなあと思ってね」

　なにが、と明言はしないが夫婦の営みを指していることは明らかだ。

　紗綾は昨夜のめくるめく行為を思い出し頬が熱くなった。

「あれ、俺の奥さんは何年たってもピュアだなあ……そんなところも好きだよ」

　甘く優しい声で面と向かって言われることに、紗綾はまだ慣れない。

　いろいろ言いたいことはあるが、それをぐっと飲みこんで食事を続ける。

　野中は揶揄い足りないようだったが、肩を竦めると自分も食べ始める。

　しばし食卓が無言になるが、それが苦痛ではない空気が気に入っているのだ。

「ご馳走様。先に出るね」

　先に食べ終えた紗綾が席を立つと野中が見送ろうと腰を上げるが、紗綾がそれを手で制する。

「いいよ。いってきます……わたしも、好き。……じゃ、ね」

　言い逃げ、とばかりにバタバタと音を立てて慌ててダイニングを出て行く紗綾の気配をぽかんと見送っていた野中は、ひとりテーブルに突っ伏して身悶えるのだった。


【おわり】









番外編








　ある休日の昼下がり、買い物から帰った紗綾はエコバッグから食材を取り出しキッチンに並べたところで、野中からハグされて声を上げる。

「俺が買い物行くって言ったじゃないか。紗綾は昨日も遅くまで仕事していて疲れているんだから休んでいて」

　優しい言葉の中に、ほんの少し拗ねたような雰囲気を感じて、紗綾は頬を緩めた。

　主に在宅で仕事をしている野中は気分転換と紗綾への労りから家事のほとんどをこなしてくれている。

　朝早く出て遅く帰ってくることの多い紗綾は非常に助かっているのだが、野中にだけ無理をさせている気がして気が引けてしまう。

「ありがとう。でも、今日はわたしがしたい気分だったから」

　そう言って腹部に回された野中の手に触れる。

　いつまでも互いに想い合っていけたら幸せだなと喜びに浸った紗綾の首筋に、野中がキスを落とす。

「ひゃ!?」

　ちゅうと吸い付いたあと、甘く歯を立てられる。

　紗綾はそれだけで身体の奥が疼くのを感じて身を捩る。

「一慶さん、ちょっと待って……」

　どうして急に盛ったのだという意図で声を上げると、野中はうなじを嚙んだり耳を舐めたりしながら荒い息の合間に言葉を返す。

「紗綾が、『わたしがしたい気分だったから』なんて言うから興奮しちゃった」

「いや、それ全然話の流れが違うじゃない？」

　エッチのことじゃない、と反論するが、野中の手が強めに胸を揉みしだくと、腰が砕けそうになってしまう。

「あんっ、や、……一慶さん……っ」

　吐息混じりの声は、いつもよりも艶が増す。

　同じく息が荒くなり始めた野中の手が服の裾から侵入すると、隙を見てブラジャーのホックを外し、胸を直に揉んでくる。

　指が食い込むほどにぐにぐにと揉むと乳頭をつまんで転がす。

「ああ、ほら。もう乳首が固くなってる。きっと赤くなってるよね？　舐めたいな」

　喜色の浮かんだ声に羞恥が煽られ、逃げを打とうとする身体は、しかし野中の身体によって阻まれる。

　身体がより密着したことで、紗綾の尻に野中の下腹部が押し付けられた。そこはもう固く隆起していて、太い血管の存在までわかってしまいそうで、紗綾は顔が熱くなる。

「一慶さんっ、あ……っ」

　ドクドクと脈打つ雄芯が自分にもたらす快感を思い出してしまった紗綾は腰を上げ、丁度尻のあわいに肉茎が収まるように密やかに動かす。

　そのたびに蜜洞から濡れた蜜が滴り、くちゅくちゅと淫らな音を立てた。

「紗綾、ヤバい。どこでそんなこと覚えたの？」

　上擦った声の野中は素早く紗綾のスカートをたくし上げ、下着を露出させる。

　そしてデニムの前を寛げると下着の中からすっかりと立ち上がった陽物を取り出し紗綾の臀部に擦り付けた。それだけで気持ちいいのか、野中は低く呻く。

「あぁ、紗綾……気持ちいい……っ」

　裏筋のいいところを刺激した野中の、感じ入るような声音に紗綾の胸がキュンとしてしまい、思わず声を掛ける。

「入れ……っ、入れる？」

　こんな状況で興奮していると悟られるのは恥ずかしかったが、実際興奮しているのだからしかたがない。指や舌で解さずに挿入するなんて、したことがなかった。しかしそんな悠長なことをしていられないほど紗綾は野中を欲している。

「でも、紗綾つらいよ……？　それにまだ……」

　自分のほうがよほどつらそうな声を上げていたのに、どこか躊躇う様子の野中は紗綾のことを気にしてくれているとわかる。

　紗綾は胸に締め付けられるような愛しさが溢れて、言葉尻を攫うようにしてさらに腰を反らせる。

「一慶さん、一慶さん……っ、お願いもう来て……入れてほしいの……っ」

　既に下着のクロッチはグズグズに濡れていた。

　今ここがどこで、なにをしなければいけないのかなんて考えることができずに紗綾が懇願すると、野中が紗綾のショーツをずらし猛る怒張をゆっくりと沈めた。

　生々しい快感が脳髄を突き抜けていくようだった。

「ごめんね、紗綾……あ、く……あぁ……っ、紗綾すごい……キツ……っ」

「ん、あぁ……っ！」

（ああ、ああ！　どうしよう気持ち良すぎてどうにかなりそう！）

　まだ馴染まない蜜洞に雄芯を無理に突き入れた違和感は大きいが、普段の行いのおかげか潤沢に滴る蜜の助けで痛みはない。それどころかシチュエーション効果による背徳感で、いつもに増して神経が快感を拾う。

　野中の荒い息を背後で聞きながら、紗綾はワークトップに両手をついて固く瞼を閉じ快感に耐えた。緩く腰を動かして馴染ませていた野中は、入口の浅いところをトントンと短いストロークで突いている。そのたびにぴくぴくと腰を戦慄かせる紗綾の反応を見て、野中は唇を歪めて舌で唇を湿らせて腰を抱えなおす。

　蜜洞が馴染んでくると徐々にその速度を上げ、紗綾の中を深くノックする。

「紗綾……、紗綾っ」

　紗綾が弱いところを何度も穿ちながら、腰を押し付けると愛蜜が足を伝う感触がした。

「あっ、ん、ぁあ……っ、一慶さんっ」

　蠕動する蜜壁に刺激され野中の雄芯がより膨張すると、紗綾の中にもっと激しくしてほしいという浅ましい願いが生まれる。

「いい、もっと……っ、もっとして一慶さん……っ」

　もっと野中に求められたい、自分ももっと野中がほしいのだと腰をくねらせると、背後から強い力で腰を掴まれた。

「あっ」

「っもう、あまり煽らないで」

　ぐっと最奥まで突き入れられ、そのまま先端でぐりぐりと擦り付けるように捏ねられるとバチン！　と視界が途切れた。まるでブレーカーが落ちたような衝撃が紗綾を襲う。

「はぁっ、あっ、ああ……っ」

「あっ、締まる……っ、イイ……っ」

　野中の吐息混じりの掠れた声が紗綾の耳朶を打ち、身体の芯がぎゅっと引き絞られ、急激に絶頂に駆けのぼる。

　そのまま果てるかと思われた野中だったが、急に雄根を引くと食いしばったような小さな声を漏らす。

　数瞬遅れてびゅる、と白濁の迸りが紗綾の背中めがけて放たれた。

「んっ、く……っ、はぁ……っ」

　衣類越しにも感じる生暖かさと独特な匂いで、紗綾はやっと避妊具を介さずにセックスしたのだと気付く。

（あっ、道理で生々しくて……いつもより熱くて……っ）

　いつも忘れずにしていることが、想定外の場所での性交に興奮しすぎて頭が回らなかった。思い返せば挿入の前に野中がなにか言いたげにしていたのは、このことだったのかもしれない。

　彼のせっかくの気遣いに全く気付かずに今入れてすぐ入れてと興奮していた自分がひどく淫らに思えて紗綾は顔が熱くなる。

「紗綾、ごめんね。我慢できなくてナマで入れてしまった」

　まだ息が整わない野中が後ろから紗綾を抱きしめる。

　心なしか声が沈んでいるようで、紗綾は申し訳なくなる。

「我慢できなかったのはわたしもだし、気が回らなずにごめんなさい。でも、……とっても良かった」

　初めてなんの隔たりもなく交わったことが残念な記憶として残ってしまってはもったいないと考えた紗綾は、一抹の恥ずかしさを押し殺して交接への感想を述べた。

「え、それ本当？」

　野中が思いのほか嬉しそうな反応をしたので、紗綾は身体ごと向き直って目を見て頷く。

「うん。一慶さんが本当にわたしのこと大事に思ってくれているんだって、愛してくれているんだって実感できたし、わたしも一慶さん愛してるし大事だって素直に思えた。それに、そろそろ家族が増えてもいいかなあって」

「～～っ、紗綾っ」

　感極まったのか、野中が大きく手を広げて紗綾を抱きしめようとしたが、紗綾は両手を前に突き出して阻止する。

「え？　紗綾？」

　悲しそうに眉を下げる野中に、紗綾は一つ咳払いをして、おもむろに口を開く。

「……わたしの背中も一慶さんの前もアレだから……ハグは着替えてからにしよ？」

　先ほどの中が紗綾の背中に出した情熱の迸りは、その後のバックハグで野中のシャツをの前面をことごとく汚していた。

　どうしても駄目というわけではないが、これ以上惨事を広げないために講じる最も有効で簡単な措置が着替えであると紗綾は考えた。

「……そ、そうだね……。あ、じゃあ紗綾はお風呂に入っておいでよ。ここは俺が片付けておくから」

　自分の出したもので汚してしまったことが急に恥ずかしくなったのか、野中もほんのりと頬を赤らめている。

　そんな野中を見ながら紗綾は己の幸せを存分に噛みしめていた。

　余談ではあるが、その後野中家は『どちらでも選べるように』、キッチンと言わず居間と言わず、いたるところに避妊具が配置されるようになったという。


【おわり】
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　はじめまして、こんにちは。小お山さ内ない慧え夢むと申します。

　この度は拙作をお読みくださって、誠にありがとうございます。

　濃蜜ラブルージュ様では、はじめましてでございます。

　いつもは西洋ヒストリカル風なＴＬを書かせていただいておりまして、現代ものの作品を配信していただくにあたり、大変緊張しております。

　お話をいただいたときからわかっていたことですが、首まで西洋ヒストリカル風に浸かっていた私にとって現代ものを書くのは本当に大変でした。

　読むのは大好きなんですが、読むのと書くのでは天と地ほどの差があります。

　途中何度挫けそうになったことか──いや、何度か挫けたな。

　でも、とても勉強になりました。

　いい機会を与えてくださってありがとうございます。

　読者様にも楽しんでいただけていたらいいのですが。

　さて、本作は昔好きだった男性と結婚を前提にお付き合いすることになっちゃった系なのですが、昔の男というのは、創作的にとても滾ります。

　いいところも悪いところも知っていて、なんなら身体のお付き合いもあったりなんかして、どんなに取り繕ったところでヒロインは最初から丸裸なんですよ。

　あー、最高か（天を仰ぐ）！

　恋愛では先に好きになった方が負けとよく言われますが、紗綾と野中はお互いに『自分の方が先に好きになった！』とか『自分の方がたくさん好き！』とか言ってそうです。

　私は脇役を書くのが好きなのですが、今回のお気に入りはヒロインの祖父兼蔵爺です。

　昭和ド真ん中の頑固で偏屈な爺、それでいて可愛いところがある（と作者は思っている）。きっと孫の紗綾のことが大切で大好きで世界一幸せになってほしいんだろうなあ。結婚式では父と母を差し置いて大号泣したに違いない。

　そしていいやつだと思って結婚を許した野中にも『さーちゃんのことを一番大事にしているのは儂じゃ！』とか思ってるに違いない。

　家族とかは大変なんだろうなあ、でも書いている分にはとても楽しい。

　あと筋肉愛でるロクとか、紗綾の同僚の仁科も書いていて楽しかったです。

　みんな幸せになってほしい。

　表紙イラストを担当して下さった夜や咲ざきこん先生、素敵な表紙をありがとうございます！　イラストを拝見した瞬間体内の疲労物質が溶けました……。

　根気強く付き合ってくださった編集担当Ｓ様、怠けないように見張っててくれた先輩＆友人、そして何より読んで下さった読者様、本当にありがとうございました！　またどこかでお会いできたら嬉しいです。では、明日もいい日でありますように！






小山内慧夢










【著者紹介】

おうし座　Ｏ型。

年の差身分差体格差をこよなく愛し

素っ頓狂ヒロインを幸せにするべく奮闘しています。







濃蜜ラブルージュ

次じ期き当とう主しゅはウブな婚こん約やく者しゃを執しゅう着ちゃく的てきなとろあま愛あい撫ぶで娶めとり堕おとしたい



2023年11月 ＥＰＵＢ版発行



■著　　者　小山内慧夢

■イラスト　夜咲こん

■企画編集　エースクリエイター

■デザイン　RIRI Design Works



発行者　久保田裕

発行所　株式会社パラダイム

〒166-0004

東京都杉並区阿佐谷南1-36-4 三幸ビル４A

TEL 03-5306-6921



©osanai emu ©Kon Yazaki








この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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